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「いろいろありまして、友情結婚いたしました」




　海沿いにある、小高い丘に建つチャペルからはキラキラと輝く海が見渡せる。

　優しいパイプオルガンの音色が響く中、私たちの挙式は順調に進んでいった。

「それでは、誓いのキスを」

　外国人牧師の口から出たのは、少しだけイントネーションが違う日本語。

　牧師の声に、私たちはゆっくりと向き合い、私は彼にベールを上げてもらうべく少しだけ屈かがんだ。

　すると長い手が伸びてきて、そっとベールが上げられる。

　視界が鮮明になり、顔を上げれば長年見飽きた顔があった。

　ひな壇の下では、お互いの両親や親戚、友人たちが感動の眼まな差ざしで見守っている。

　そんな神聖な場所で、私たちは見つめ合い、心の中で言葉を交わしていた。

『間違っても、唇くちびるにキスなんてしないでよね！』

『当たり前だろ？　誰がお前にキスなんかするか！』

　毒づく私たち。

　この度、晴れて夫婦になります。ちょっとだけ違うかたちの結婚です。お互い愛など全くない、ふたりの間にあるのは友情のみの、友情結婚です。

　なんでそんな結婚をしたのか。――それは三ヵ月前に遡さかのぼる。
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「悪いね、内うち村むらさん。七月以降の更新はちょっと……」

　梅つ雨ゆ入り間近の五月下旬。

　人事部に呼び出されたと思ったら、突然の派遣切り通告。

「不景気でこれ以上、人件費に回す余裕がなくて。いや、内村さんが仕事できないからとか、そんな理由ではないからね。よくやってくれていると聞いているし」

　じゃあどうして更新してくれないのよ！　とツッコみたくなったけれど、グッとこらえ、拳こぶしを握りしめる。

「そんなわけで、残り一ヵ月だけど、よろしくね」

　ダメだ。顔が引きつる……！

　それでもなんとかこらえ、「失礼します」と下げたくもない頭を下げて、人事部をあとにした。




　内村まどか、二十八歳。

　身長百五十六センチに標準的な体重。パーマがかかったセミロングの黒髪を、仕事中はいつもシュシュでまとめている。歳のわりに幼く見られてしまうのが、コンプレックスだ。

　短大在学中に、必死に就職活動をしたものの、不況でなかなか正社員としての内定がもらえず、あえなく撃沈。卒業後は派遣社員として、細々と生計を立ててきた。

　けれど、その生活も来月で終わり。先ほど派遣切りを言い渡されたのだから。




「アッハハハハ！　まどか何度目だよ、派遣切りに遭ったの！」

「知ってるくせに、わざわざ聞かないでよね」

　その日の夜。

　憂さ晴らしに、自分の部屋のベランダでヤケ酒を飲んでいると、隣の家に住む幼馴な染じみも顔を出し、ベランダ越しに飲み明かしていた。

　昔からのよしみでポロリと今日のことを話せば、彼は大きな声をあげ、お腹を抱えて笑いだしたのだ。

「二十八歳にもなって、派遣切りって……お前、ヤバくね？」

「本当にもう、黙ってくれない？」

　ジロリと睨にらんでも、彼はひたすら笑い続けている。

　大おお沢さわ春はる樹き、二十八歳。

　家が隣同士で同い年で、生まれた時からずっと一緒に育ってきた、と言っても過言ではない。

　お互いひとりっ子で両親同士も仲がよく、兄きょう妹だいのように過ごしてきた。

　春樹は、昔からなんでも器用にこなすタイプで、そこそこいい高校、大学に進学し、今では誰もが知っている、大手銀行本社に勤務する超エリート。

　身長百八十センチで、男にしては少し身体の線が細いものの、日々鍛えているらしく、意外と筋肉質。

　色素が薄く、細い髪質で短めの無造作ヘア。色白の肌に奥おく二ぶた重えのシャープな目元。筋の通った高い鼻と薄い唇を武器に、昔から女子たちに騒がれていた。

　両家ともに二階建ての一軒家。部屋が向かい合っていて、ベランダからお互いの部屋に行けてしまうくらい近い。

　そんな距離感でいたから、毎日顔を合わせてしまうし、仲は深まっていくばかりだった。グチをこぼしたり、男女として違う立場から、いろいろな相談に乗ったり乗られたり。

　そんなこんなで不本意だけど、春樹との友情を深めて早二十八年。この男女の垣根を越えての友情は、今なお不滅だ。

「もー、いい加減笑いすぎ」

「悪い悪い。ところで、おばさんたちには言ったのか？」

　缶ビールを呷あおりながら、呑のん気きに聞いてきた春樹に、ガックリとうなだれてしまう。

「そんなの言えるわけないじゃない。……また派遣切りに遭ったなんて言ったら、どんな反応をされるか」

　契約を更新されなかったのは、これでもう五回目。原因は景気の悪さなのか、私の能力のなさなのか……。

　もちろん、派遣で働きつつも、足しげく職安に通い、正規雇用での就職口を探してきた。けれど、面接を受けては不採用通知をもらい、大学を卒業してからずっと、派遣社員という地位に甘んじている。

　最初の頃こそ、両親も『不景気だから、仕方ない』と寛大でいてくれたけれど、さすがに私が二十五歳を過ぎてからは、ちょくちょく小言を言ってくるようになった。

「いよいよ、見合いでもさせられるんじゃないか？」

「そうね。すぐにお見合い用の写真撮ってこい、って言われそうで怖い」

　思わず身み震ぶるいしてしまった私を見て、春樹は「クククッ」と声を押し殺して笑っている。見た目はいいのに、残念な性格……。

「もー、笑い事じゃないんですけど！」

　そうなのだ。最近では、『いつまでも派遣社員として働くくらいなら、さっさと辞めて結婚して専業主婦になれ！』と言われてしまっている。

　勘かん弁べんしてほしいけれど、両親が心配する気持ちもわからなくはない。

「悪い悪い。でもさ、結婚もいいんじゃねぇの？　ダラダラ働くより専業主婦として、のんびり暮らせばいいじゃん」

　春樹は口端を上げ、他ひ人と事ごとだと思って面白がって言うけれど、当事者の私は『そうかもね』なんて頷うなずけるわけがない。

「やめてよね。第一、私に結婚願望がないのを知っているくせに」

　そう、私は結婚に対する憧れや理想を抱いていない。二十歳はたち前後はそれなりに願望があったけれど、早くに結婚した友達の様子を見ているうちに、いつしか夢を見られなくなっていた。

　高校を卒業すると同時にデキちゃった結婚したはいいけど、あっさり離婚し、シングルマザーとして頑張っている子。

　就職先で出会った人とスピード婚したけれど、旦だん那なさんが実はものすごい亭主関白で嫌な思いをしている子。

　誰もが羨む男性と結婚したものの、同居した姑しゅうとめさんが厳しい人で苦労している子。

　お金持ちの年上男性と結婚し、何不自由ない生活を送っているものの、彼が忙しい人で、いつも寂しい思いをしている子……。

　それぞれの大変そうな話を聞いていると、独身でいたほうが楽でいいと思うようになってしまった。

「いいじゃん、結婚！　俺が女だったら、迷わずセレブ男を捕まえて、豪遊して悠々自適に暮らすけどな」

「えー……それって幸せ？」

　無邪気に目を輝かせる春樹だけど、私はそうは思わない。

　友達は全然幸せそうじゃなかった。贅ぜい沢たくできても寂しいって言っていたし。

　けれど、それは男女の考え方の違いなのか、春樹はすぐに肯定してきた。

「当たり前じゃん！　女に生まれたかった、と何度思ったか。男は大変だぞ？　結婚したら、家族を養わなくちゃいけないんだから」

「なーにが養わなくちゃよ！　その気なんてないくせに」

　吐き捨てるように言えば、春樹は茶目っ気たっぷりに「バレた？」と言いながら頭をかいた。

「やっぱりないわー、春樹だけは。どうしてモテるのか理解できない。顔がいいから？　勤め先が大手だから？　みんな、春樹なんかに騙だまされちゃってかわいそう」

　軽蔑の目で見ると、春樹は気に食わなそうに顔をしかめた。

「なんだよ、その目は。別に騙してないし、博愛主義なだけだよ」

　そう言う春樹には、特定の彼女はいないのに、女の影は常にある。要するに、遊び人なのだ。

　春樹曰いわく、若い今のうちに目一杯遊ぶそうだ。そして四十歳手前くらいで、二十代の若い子と結婚するとか、ふざけたことをほざいている。

　彼のこんな最低な一面を知っている私から見れば、どうして春樹がモテるのか、謎。

　遊ばれてもいいから、春樹と付き合いたいの？　そんなに魅力があるの？　私は彼からこれっぽっちも魅力を感じないのだけれど。

　心の中で散々毒づいているのが伝わったのか、彼は片眉まゆを上げ、ムスッとした様子で言う。

「おいこら、まどか。今心の中で俺のこと、けなしているだろ？」

「えっ!?　すごい。どうしてわかったの？　もしかして春樹ってば、エスパー？」

「おい！」

　すかさずツッコんできた春樹に、普段から再三、言っていることを伝えた。

「あんた気をつけなさいよね。あまりふざけていると、いつか痛い目に遭うわよ」

　諭さとすように言うものの、春樹は聞く耳を持たない。

「大丈夫。その辺はうまくやってるから」

　どこまでも調子がいい春樹に、心底呆あきれてしまう。どこをどう、うまくやっているのやら。

「嫌だからね、ニュース番組で『男性が刺されて死亡。女性関係のもつれか！』なんてテロップ見るの」

「やめろよな、縁起でもないだろ」

「だったら、少しは真面目に女の子と向き合うことをオススメします！」

　イーッと歯を見せれば、春樹は「ガキ」なんて悪態をついてきた。

　ガキはどっちだか。こっちは、いつも本気で心配しているっていうのに。

　だんだん腹が立ってきて、これ以上、春樹と話す気分になれず、残りのビールを一気に飲み干した。

「お先に」

　春樹の返事を聞かず、そのまま部屋に入ろうと背を向けた時。

「またつらくなったらグチれよな。まどかのグチなら、いくらでも聞いてやるから」

　背後から聞こえてきた優しい声に、足が止まる。

　すぐに振り返ると、春樹はひと足先に部屋に入っていて、カーテンを閉めようとしていた。

　彼と目が合った瞬間、まるで子供のように〝あっかんべー〟をしてきたものだから、つい噴き出してしまった。

「本当にバカなんだから」

　でもありがとう。感謝しているよ。

　言葉とは裏腹な気持ちが、湧き上がってくる。

　思えばいつもそうだった。つらい時にそばにいてくれたのは春樹で、それは春樹にとっての私も同じなはず。私たち、そうやって今まで過ごしてきたんだよね。今日だって、私のグチに付き合ってくれたんでしょ？

　友達は、よく『男女の友情なんて成立しない』なんて言っているけど、私と春樹の関係は、それが成立していると思う。恋人にするには絶対に嫌だけど、友達にするなら最高にいい奴なんだ。

　しっかりと閉められたカーテンを前に、クスリと笑みをこぼし、私も自分の部屋に入った。

　きっと春樹とは、この先もっと大人になっても、今の関係を続けていけると思う。お互い結婚して子供ができて、おじいちゃん、おばあちゃんになっても、ふざけ合っていられる気がする。

　容易に想像できる未来に、笑えてしまう。だから、ここでクヨクヨなんてしていられないよね。派遣切りは仕方ない！　ここはもう割り切って、残りの契約期間をまっとうしてから、また次で頑張ろう。

　――そう、思っていたんだけど……わずか数週間後、私の運命は大きく変わろうとしていた。




「お世話になりました」

　六月中旬――。

　契約は今月いっぱいだったけど、残りは有休を消化することになり、今日が最終出勤日。

　終業時間の十八時になり、最後に社員の方々に挨あい拶さつして、お世話になった職場をあとにした。

「ふー、疲れた」

　会社を出て少し歩くと、ため息とともに声が漏もれてしまう。

　次の就職先、早く決めないとな。

　そんなことを考えながら駅に向かっていると、バッグの中に入っているスマホが鳴りだした。しかも電話……。

「誰だろう」

　今日は特に友達と会う約束もしていないし、連絡はＬＩＮＥで済すませてしまうことが多いから、電話なんて滅多にかかってくることがない。不思議に思いながらも、スマホを確認すると、相手は春樹だった。

　画面をタップすると、電話越しにいつになく弱々しい声が聞こえてきた。

『悪い。今すぐ俺の会社まで、迎えに来てくれないか？　一秒でも早く』

「はぁ？」

　いきなり突とっ拍ぴょう子しもないお願い事をされ、足が止まってしまった。

「なんで私が、わざわざ春樹を迎えに行かなくちゃいけないのよ」

　子供じゃあるまいし。それに春樹だって知ってるでしょ？　私の仕事が今日までだってことを。身も心も脱力していて、迎えに来てほしいのは、むしろ私のほうだ。

　でも、どうやら冗談ではないようで、彼は話を続けた。

『まどかにしか頼めないんだよ』

「何それ……」

　一体、何があったというのだろうか。春樹が今、切羽詰まった状況なのは、電話越しでも伝わってくる。

『ちゃんと事情は話すから』

　懇願するように言われては、『行かない』とは言えそうにない。

　身体中の力が抜けてしまうくらい盛大なため息を漏らし、「わかった、すぐ行く」と伝えると、彼は『さすが、頼りになる幼馴染み！　サンキュ』なんて調子のいいことを言って、電話を切ってしまった。

　さっさと家に帰って、のんびり過ごそうと思ってたのにな。どうして私が、春樹なんかを迎えに行かなくてはいけないのだろう。

　こうなったらご所望通り、一秒でも早く行って、文句の五つや六つ……いや、それ以上言ってやろう。

　スマホを乱暴にバッグにしまい、タクシーを拾って、春樹の会社へと向かった。




「相変わらず大きなビル」

　あれからタクシーに揺られること、約二十分。着いた先は、日本屈指の一流企業のビルが建ち並ぶ、オフィス街だ。

　そんな都心部で群を抜く高さを誇っているのが、春樹が勤める銀行の本社ビル。

　全国展開するメガバンクの本社だもの。これだけ大きくて当たり前かもしれないけど、いざ目の前にするとたじろいてしまう。さすがに部外者の身でロビーに入れるほど、勇気と度胸を持ち合わせてはいない。

　私は、到着したことを春樹に伝えるべく、スマホを取り出した。

　呼び出し音が一回鳴ると、すぐに通話になった。

『着いたのか!?』

　聞こえてきた、切羽詰まった声。

「着いたけど、春樹あんたねぇ――」

『すぐ行くから！』

　早速、文句を言ってやろうと思ったけれど、電話は一方的に切られてしまった。

　しばしの間、立ち尽くしてしまっていると、宣言通り、すぐに春樹が来た。血相を変えて、全力疾走で。

「えっ、春樹？」

　ただならぬ様子に、身がまえてしまう。

「悪い、まどか。待たせたな」

「いや、別に……」

　近くまで来ると、今度はなぜかぎこちない笑顔を、顔に貼りつけている。

「でもまどかも悪いんだからな。いくら俺に会いたいからって、会社まで来るからさ」

　はっ、はぁ!?　何を言ってるの？

　来いって言われたから渋々来たわけで、『会いたい』などひと言も言ってないし、微み塵じんも思っていないんですけど。

「ちょっと春樹、いい加減にしないと……！」

　我が慢まんも限界に達し、怒りが爆発する五秒前、馴れ馴れしく肩に腕を回された。その途端、彼の爽さわやかな香水の香りが鼻をかすめ、密着する身体に言葉を失ってしまう。

　しかも春樹は私を抱き寄せたまま、歯が浮くようなセリフを並べてきた。

「相変わらず、まどかは可愛いな。あっ！　仕事は大丈夫だったか？　疲れただろう。帰ったら、俺が何か作ってやるからな。なんならマッサージもしてやる」

「……はい？」

　ぎこちない笑顔で、無理して言っているのがバレバレだ。

　春樹は一体、どうしちゃったの？

　とうとう頭でもおかしくなってしまったのだろうか。呆ぼう然ぜんとしたまま至近距離でガン見していると、春樹と目が合った。

　すると彼は、片目を何度も閉じて、『合わせてくれ』と言うように、訴えかけてきた。そしてまた白々しい演技を続ける。

「とにかく、早く俺たちの家に帰ろう、なっ！」

　意味不明の言動に、肩を抱かれたまま引きずられるように進むことしかできない。

　春樹は通りかかったタクシーを止めると、私を乱暴に座席の奥に押し込み、自分もすぐさま乗り込んだ。

　そして、運転手に行き先を告げ、タクシーが発進すると、安心したように肩を大きく落として息を吐いた。

「ちょっと春樹!?　どういうことよ、これは!!」

　いきなり人を呼びつけた挙句、意味のわからないことばかり言って。

　怒りを抑えることができず、拳を握りしめて春樹に詰め寄ると、「ごめん！」と言いながら顔の前で両手を合わされた。

「これには深い事情があってさ。本当、悪かったよ。家に着いたら詳しく話すから」

　申し訳なさそうに眉を下げて謝られるも、腑ふに落ちない。

「それにしたってねぇ……！」

　ふと、春樹の頬に貼られている絆ばん創そう膏こうに気づいた。

「どうしたの？　こんなところに怪け我がなんて」

　自分の頬を指差しながら尋ねると、春樹はバツが悪そうに視線を泳がせた。

「これに関しても、帰ったら詳しく話すから。本当に助かったよ、サンキューな」

　よほど困っていたのか、心から感謝されてしまっては、これ以上怒りをぶつけられない。なんだか不完全燃焼で、大きく息を吐いた。

「帰ったら、ちゃんと納得のいく説明をしなさいよね」

「それはもちろん！　母さんの夕食と晩ばん酌しゃくもおつけいたします」

　深々と頭を下げる春樹に、苦笑いをしてしまう。

　現金な男……。だけど、これが春樹だから仕方ない。

　私たちを乗せたタクシーは渋滞にはまることもなく、自宅へと走っていった。




「おばさん、ごちそうさまでした」

「いいえ、どういたしまして。まどかちゃんが食べてくれるって聞いて、久しぶりに作りがいがあったわ」

　あれから春樹の自宅前に辿り着くと、なぜか彼はタクシーから降りる時も、また馴れ馴れしく私の肩に腕を回してきた。

　けれど、自宅に入るとパッと離れ、『食後に、じっくり説明するから』と言って、いつもの調子に戻ってしまった。

　どうやら、私が来るとすでに連絡済みだったようで、豪華な夕食が用意されていた。

　食事を終えると、春樹は早々と部屋に戻ってしまったけれど、私はごちそうになっただけでは申し訳ないので、今、こうして後片づけを手伝っている。

「こうやってまどかちゃんとご飯を一緒に食べるの、久しぶりよね」

「そう、かもしれませんね」

　おばさんが食器を洗い、私はそれを拭ふきながら会話する。

　おばさんは五十歳になるけれど、見た目は四十歳くらいにしか見えない。細身のスタイルと整った顔立ちで、春樹は間違いなくお母さん似だと思う。

　おばさんは昔から何かと私を可愛がってくれて、もうひとりのお母さんのような存在だ。

「やっぱり女の子が食卓にいるといいわね。後片づけも一緒にできるし」

　嬉しそうに笑うおばさんにつられるように、私も頬を緩める。

「ねぇ、この際だから言っちゃうけど、まどかちゃんさえよかったら、うちにお嫁に来ない？」

「……えっ!?」

　まさかのセリフに、笑顔が一瞬で凍りつき、大きな声が出てしまう。

　おばさんは真剣な面持ちで、声を潜めて言う。

「私もお父さんも、昔からずっと思っていたのよ。まどかちゃんがお嫁に来てくれたら、いいわねって」

「いや、それは……」

　さすがにそれは無理です。だってお互いに恋愛感情なんてないのだから。

　やんわり否定するも、おばさんは引き下がるどころか距離を縮め、力説してきた。

「それにほら！　お互い、実家も隣同士でしょ？　結婚って、本人同士の問題だけじゃなくて、親戚同士の付き合いも大事だったりするじゃない？　その点、うちとまどかちゃん家は昔から仲がいいし、良好な関係が続けられるから、いいと思うの」

　そう言われても本当に困る。私も春樹も、そんな気はこれっぽっちもないし。

　かといって、目をキラキラさせるおばさんに『無理です』とは言えそうにない。

「ふたりとも、そろそろ結婚してもいい年齢でしょ？」

　決して悪気のないおばさんのひと言が、胸にグサリと突つき刺さる。

　あぁ、やっぱりおばさんから見ても、そうなんだ。

　……だよね、二十八歳っていったら『結婚は？』って聞かれる年齢だもんね。

「……はい」

　この場をやり過ごしたい一心で返事をすれば、おばさんは満足したようで、上機嫌で残りの食器を洗いだした。




「春樹！　今日のわけのわかんない言動は一体、なんなのよ！　しかもさっき、おばさんにあんたとの結婚、勧められちゃったし、迷惑なんだけど！」

　洗い物を済ませ、足早に春樹の部屋に入るなり、私は開口一番、彼を怒鳴りつけた。

　八畳ほどの部屋は、昔とほとんど変わっていない。ドアを入って真正面には、私の部屋が見えるベランダがある。部屋の中央には、ベランダが見渡せるよう配置された、ふたり掛けのソファとガラスのローテーブルが置かれており、右側にはベッド、左側には勉強机と本棚が置かれていた。

　春樹はソファに深く座った状態で、「俺とまどかが結婚？」と呟き、なぜか真剣に考え始めた。

「え……どうしたの？」

　いつもだったらゲラゲラ笑って『あり得ない』とか『そんなの一生ごめんだ』とか言うところじゃない。

　なのに、急に黙り込んでしまった彼に、戸惑ってしまう。

　呼びかけても何も言わないし。

「春樹？」

　彼が座るソファの隣に腰かけ、彼の肩を揺らした。

　すると、春樹はなぜか真剣な瞳を私に向けてくる。

「なぁ、まどか」

「なっ、何よ」

　いつになく真面目な春樹に、どもってしまう。

　それでも彼の表情は変わることなく、耳を疑うようなことを言いだした。

「この際だからさ、俺たち、結婚しないか？」

「……はい？」

　え……と、奇想天外なセリフが聞こえるんだけど、私の聞き間違いだよね？

　春樹の肩に片手を載せたまま、固まる私。

　どうやら春樹は、聞こえなかったと判断したのか、少しだけ顔を近づけ、再度同じ言葉を繰り返した。

「なぁ、俺と結婚しないか、って言ってるんだけど」

「はぁっ!?　ちょっと、どうしちゃったわけ？　冗談でしょ？　それに、まず今日の説明をしてほしいんだけど」

　私と春樹が結婚だなんて、頭でもぶつけたのだろうか。それとも、あんな白々しい演技までするほど切羽詰まっていたことと、何か関係でもあるの……？

　パッと春樹から離れ、彼をまじまじと見つめてしまう。私と春樹は幼馴染みで、友達で……互いにそれ以上の感情なんてないはず。

　彼の謎の言動に、返す言葉を見つけられずにいると、春樹は言葉を濁にごしながら切り出した。

「あのさ、その……ちょっと手を出した子に、今ストーカーされていまして」

「ス、ストーカー!?」

　びっくりして大声を出すと、春樹は血相を変えて、私の口を両手で塞ふさいだ。

「バカ！　声でけぇからっ！」

「ごっ……ごめぇん」

　くぐもった声で謝ると、春樹は息を大きく吐き、口元からそっと手を離した。

「っとに、勘弁してくれよな。こんなこと、親に知られたくねぇし」

　春樹はさらさらの髪をかき上げながら、ブツブツと文句を言っている。

　けれど、こちらも黙ってなどいられるはずはない。

「ちゃんとわかるように、一から説明してくれない？　なんなの、ストーカーって！」

　小声で聞くも、語尾に力が入ってしまう。

　そんな私に、春樹は順を追って話してくれた。

「実は、一ヵ月前に大学の友達に誘われて、合コンに参加したんだ。合コン相手がみんなお嬢様系の大人しい子だっていうからさ」

　二十八歳にもなって、学生のノリで合コンとか、聞いて呆れる。でも、今はそれにツッコんでいる場合じゃない。

「それで？」

　急せかすように言うと、春樹はますます弱腰になる。

「そこで、その……可愛い子をお持ち帰りしたわけでして……」

　相変わらずの節操のなさに、大きなため息が漏れてしまう。

「それでっ!?」

　頭を抱えながら問いかけると、春樹はさらに声のボリュームを下げた。

「俺は、ひと晩だけの付き合いだと割り切ってたんだけど、さ。どうやら相手は本気になっちゃったらしくて。ほら、同じ女として、お前のほうがわかるだろ？　あまり恋愛したことがない子って、ちょっと優しくしたりすると、本気にしちゃうってやつだよ」

　変なところを力説する彼に、開いた口が塞がらない。

「連絡先なんて教えてなかったのに、いつの間にか知られててさ。頻繁に電話がかかってきたり、メールが送られてきたり……。無視しているうちに、なぜか勤務先や自宅まで知られちゃってて。気づいたらいつもいるんだよ、家や会社の前に!!」

　春樹は顔を引きつらせた。

「挙句の果てに、会社で付き合っている子まで突き止められて、その子に別れるように迫ったみたいでさ。その結果が、これ」

　春樹が指差したのは、彼の頬に貼られていた絆創膏だった。

「これ、会社の彼女に『最低』って言われてやられた傷なんだ。つけ爪に見事に引っかかれた」

　苦笑いする春樹だけど、聞かされているこっちは笑えない。

「今日も普通に帰ろうと思ったら、会社の外にいるのが見えてさ。それで怖くなって、まどかにＳＯＳを出したってわけ」

「出したわけって……それ、本気でヤバい状況じゃないの」

　明らかに、春樹の軽はずみな言動が招いた結果だけど、その子もやりすぎだ。

「おばさんたちにバレたくないとか、言ってる場合じゃないでしょ？　警察に相談したほうがいいよ。会社や家まで知られてるんだから」

　今はまだ春樹の周囲を探っているだけかもしれないけれど、それがエスカレートしちゃったらどうするの？

「いや、さすがに警察は……」

　春樹は苦しそうにため息を漏らし、私の視線から逃れるように目を伏せる。

　事の重大さを理解していない彼に、頭にカッと血が上ってしまう。

「悠長にかまえている場合じゃないでしょ!?　刺されたりしたらどうするのよ！　テレビでよく見るけど、ストーカーってだんだんエスカレートするんだよ!?　今だって、充分危害を与えられているじゃない、精神的に」

「そう、だけどさ……」

　声を張り上げる私に圧倒されているのか、春樹は目をパチクリさせて、瞬まばたきもせず見つめてくる。

「そうだけど、何よ！」

　怒りが収まらずぶっきらぼうに尋ねると、春樹は頭をかきだした。

「その……もとはといえば、俺が悪いわけじゃん？」

「その通りですね!!」

　珍しく春樹が反省しているけれど、声が刺とげ々とげしくなってしまう。

「だからさ、警察沙ざ汰たにすることなく解決したいわけ。そこで、今まさに思いついたのが、俺とまどかの結婚ってわけだよ」

『名案だろ？』と言わんばかりのドヤ顔で、そこに結びつける意味が理解できない。

「ストーカーの件を解決するのに、どうして私と春樹が結婚する必要があるのよ」

「その子は俺が自分と結婚するんだと信じ込んでいるんだ。だから俺がまどかと結婚したら、さすがに諦あきらめがつくと思わないか？」

　あまりにバカげた発想で、呆れ返ってしまう。

「普通、逆なんじゃないの？　自分と春樹が結婚すると思っていたのに、裏切られた！って逆上しちゃうパターンしか思い浮かばないけど。あんたどころか、私まで刺されかねないじゃない！」

　けれど、さすがはどこまでも能天気な男、春樹はそう思わないらしい。

「それはないって！　さっきだって、俺がまどかと親しげにしてたら、涙目になって逃げてったし。……まぁ、自宅まで知られていたから、先回りされてたらどうしようって思ってたけど、大丈夫だったし」

　――ん？　さっき？

　そういえば、ストーカーが会社の外にいたから、私を呼び出したって言ったよね？

「まっ、まさかと思うけど、あんた、勝手に私を巻き込んでくれたわけ？」

　震える声で問うと、春樹は満面の笑みでコクリと頷いた。

「そういうことだ、まどか。だから、もう俺たち結婚しちまおうぜ」

　その言葉に、目め眩まいがして頭を抱えてしまう。

　昔から女にだらしない奴だった。

　でも、うまく世の中を渡り歩いている男だったし、何より幼馴染みとして、そして友達として、最高にいい奴だったから好きだったのに……！

「春樹、今、あんたを初めて心の底から憎いと思ったわ」

　固く口を結び、怒りをこらえていると、春樹のどこまでも前向きな考えをぶつけられた。

「確かに俺の軽卒な行動が招いたことだから、悪いと思ってるけどさ。でも結婚の話にはまどかも喜んでくれると思ったんだけど」

「私が喜ぶ？」

　自分勝手な春樹の思考に、本気で殺意が湧いてくる。

「よく考えてみろよ、おばさんたちに『結婚しろ』って散々言われているんだろ？　しかも今月で派遣期間も終了！　そんな時に結婚の話が舞い込んできたんだ。むしろラッキーじゃん」

　あぁ、頭が痛くなってきた。

　なのに春樹は身振り手振りで語り続けた。

「まどかと結婚すれば、あの子も諦めてくれるだろうし、正直、職場の上司からも出世のために、早く結婚しろって言われてたんだ。一石二鳥だろ？」

　一石二鳥って……。それは春樹限定の話だよね？

「それに、俺だって男だ。結婚した暁あかつきには、まどかの生活を保障しよう！　それくらいの稼ぎはあるしな。だから、まどかはお金の心配をすることなく、俺の扶養内でパートかアルバイトで、自分の小遣い稼ぐ程度に働いてくれればいいよ」

　自信と余裕を感じさせる力強い眼差しに、面食くらってしまう。

　それを春樹は見逃さず、私の手を両手でつかみ、ここぞとばかりに主張してきた。

「このまま、派遣社員として働き続けていたら、いずれおばさんたちに無理やり見合いさせられて、変な奴と結婚させられちまうかもしれないんだぞ？」

　うっ……！　その話をされてしまうと、何も言い返せなくなる。

　それをいいことに、春樹は続ける。

「俺もさ、今回のことはちょっと反省してるし、懲こりているんだ。昔から気心知れているまどかとなら、何もかもうまくいくと思うし」

　目を輝かせて力説されるも、頷けるわけがない。

　手を離そうと試みるも、春樹にガッチリつかまれてしまっている。

「いや……でもさ、結婚って、やっぱりお互いに愛情がないと、成り立たないものじゃないの？」

　そうよ、結婚ってそういうものでしょ？　まず最初にあるのは〝愛情〟のはず。

　なのに、春樹は耳を疑うようなことを言いだした。

「今の世の中、本当に好きで結婚している奴らばかりじゃないだろ。政略結婚や、お見合い結婚だってあるんだから」

　すると、春樹の端正な顔が近づいてきたものだから、胸が飛び跳ねてしまった。

「なっ、何よっ！」

　妙にドギマギしてしまう私に、春樹は笑顔で自信満々に言い放った。

「俺たちの結婚は、〝友情結婚〟ってことにしないか？」

「友情結婚？」

　聞き慣れないワードにオウム返しをすると、春樹はパッと離れ、力説してきた。

「そう、友情結婚！　俺たちの間にあるのは、愛情じゃなくて友情だろ？」

「それはそうだけど……」

　目を輝かせる春樹の、一方的な話が続いていく。

「恋愛感情がないほうが、うまくいくと思わないか？　嫉しっ妬としたり、束縛し合うことはないし、だからこそ衝突することだって少ない。俺たちならもともと隣に住んでいたわけだし、今さら気を遣うような間柄でもない。おまけにお互いメリットありまくりだし！」

　どうしよう……これ、本当にどう答えたらいいのだろうか。私の目には、春樹が勝手に暴走しているようにしか見えないのだけど。

「だとしても、春樹はそれでいいわけ？　言ってたじゃない、四十歳くらいになったら、若い子捕まえて結婚するんだって」

　それなのに、私と結婚しちゃっていいわけ？　……あっ！　まさか、頃合いを見て離婚しようとか、企んでいるんじゃないでしょうね。

　疑惑が浮上し、彼を見る目が鋭くなってしまう。

　でも、春樹からは、そんな疑惑を遥かに上回る答えが返ってきた。

「あぁ、そんな夢はもう葬ほうむり去ったから大丈夫。言っておくけど、結婚したからには、一生まどかと添い遂げるつもりだし。それにさ、案外、既婚者のほうが女の子が寄ってきたりするんだよ」

「はい？」

　耳を疑うような話に、パチパチと瞬きを繰り返してしまう。

「俺たち友情結婚だから、お互い恋愛するのは自由じゃん。あっ！　もちろんまどかも、俺と結婚したからって、恋愛しちゃダメってことはないからな。友達として生活をともにし、お互い助け合っていこうぜ！」

　肩をトントンと叩たたかれるも、固まってしまい、言葉も出てこない。

　何が『結婚しないか？』だ。何が『友情結婚』だ！　結婚する前から、お互い浮気を認め合う夫婦なんて、どこにいるのよ！

　冷静になってくると、怒りでわなわなと身体が震えだす。

「とりあえず考えてみてくれよ。どーせ、明日から暇だろ？」

　そのひと言に、完全に堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。

「はいはい！　どーせ明日から暇ですから、よーく考えますよ！　おやすみ！」

　勢いよく立ち上がり、さっさと春樹の部屋から出る。

　春樹は、私がどうして怒っているのか理解できていないようで、ドア越しに「なんだよ、おい、まどか！」と叫ぶ声が聞こえてきた。

　けれど、一切答えることなく一階にいるおばさんたちに挨拶をし、彼の家をあとにした。

「あー、もう！　本当に信じられない、あの能天気男！」

　自分の部屋に帰ってきてからもイライラが収まらず、春樹の部屋が見えるベランダのほうへ、クッションを思いっ切り投げつけた。

　何が『お互いメリットがある』よ。自分に、だけじゃない!!

　そのままベッドに横たわり、天井を見つめる。

「結婚なんて、簡単に決められるものじゃないんだから」

　〝一生に一度の決断〟と言っていいほど、大きなことだ。いくら結婚願望がなくても、それくらいは理解している。

　それをあいつは自分の利点ばかりを考えて、軽々しく提案してくるなんて……！

「本当に、最低最悪」

　うつ伏せになり、目をつぶる。

　結婚って、昔は幸せなイメージしかなくて、私も誰か素敵な人とするものだと思っていた。けれど、大人になればなるほど、理想と現実の違いに気づいて、徐々に願望が薄れていって……。

　だからといって、このまま春樹とズルズル結婚するわけにはいかない。友情結婚とか、おかしいに決まっている。

「ちゃんと断ろう、春樹に」

　春樹だって、ひと晩経って冷静になったら、バカげた考えだと自覚するかもしれないし。とりあえず明日の夜、ちゃんと話し合おう。

　――そう、思っていたんだけれど……。




　＊　＊　＊




「おめでとうー！」

「お幸せにねー！」

　祝福の声とともに空を舞うのは、色鮮やかな花びら。

　春樹の腕に自分の腕を絡ませ、親戚や友人たちによって作られた道を進んでいく。

　お互い笑顔を貼りつけながら、誰にも聞こえないくらいの小さな声で文句を言い合う私たち。

「ちょっと春樹、くっつきすぎ！」

「はぁ？　くっついてきているのは、お前のほうだろうが！」

　この度、いろいろありまして結婚いたしました。

「こっち向いてー！」

「次は私たちと写真を撮ってよね」

　ニコニコ顔で、友人や親戚たちとの写真撮影に応じている間も、文句の応酬は続く。

「おい、貧相な胸を押しつけてくるなよ」

「悪かったですね、貧相で！　仕方ないでしょ？　仲睦むつまじくしろっておじさんたちが言うんだから」

「まどかー、お幸せにね」

　友人からの祝福の声に、そろそろ表情筋が限界を迎えようとしている。

　あぁ、春樹との結婚なんて、絶対あり得ないと思ってたのに……。

　春樹に突然プロポーズされてから、いろいろなことがあり、今、私は生涯親友だと信じていた男と実行してしまった。

　春樹の言う〝友情結婚〟ってやつを……。










「新婚早々、夫が浮気して帰ってきました」




「ねぇ、バカなの？　昔からずっと思っていたけど、正真正銘のバカなの？」

「そんな『バカ』『バカ』連呼しないでくれないかな？」

　荷物を片づけている私の横で、手伝いに来てくれたはずの親友、吉よし田だあさみは、さっきから怖いくらい真顔で私を罵ののしってくる。

　女性としては高めの、百六十三センチという長身に、黒髪のショートヘアがよく似合っている。幼い頃から整った顔立ちをしているけれど、男勝りな性格で、少々口が悪いのが玉に瑕きず。けれど、昔から私のよき理解者のひとりだ。

「だって、おかしいでしょう？　なーにが『友情結婚』よ。新しい言葉作って、流行語大賞でも狙ってるわけ？」

「もー、わかったから、とりあえず片づけ手伝ってくれないかな!?」

　少しだけ声を荒らげると、あさみは押し黙ってしまった。




　結婚式を挙げた二日後の昨日、新居となる十階建てのマンションに引っ越してきた。お互いの実家から車で十分と近い場所にあり、最寄り駅へも徒歩五分という好物件だ。

　二階フロアにある、２ＬＤＫと広々とした間取りの部屋で、カウンターキッチン付きのリビングダイニングは十二畳、寝室は別々で、それぞれ六畳の広さがある。

　昨日は共有スペースのリビングダイニングの片づけを済ませ、お互いの部屋は各自で片づけることに決めていた。

　春樹は仕事で大きな案件を抱えているらしく、必要最低限の休暇を経て今日から出勤。無職の私はこうしてせっせと荷物の片づけをしていた。

　そんな時、今日、仕事が休みだった親友のあさみが訪ねてきたのだ。

「昔からあんたたちふたりを見てきて、お似合いだと思っていたし、最近では結婚しちゃえばいいのにって思っていたわよ？　だからふたりが結婚するって聞いた時は喜んだけど、何よその事情は」

　洋服をしまうのを手伝いながら、ブツブツ言い続けるあさみ。

「だからそれは散々説明したでしょ？　私だってしたくてしたわけじゃないわよ」

　そうだ、私だってこの結婚を望んでいたわけじゃなかった。仕方なかったのだ。こうする道しか、私には残されていなかったのだから。




　＊　＊　＊




　春樹から友情結婚を迫られた翌日。

　両親には派遣切りに遭ってしまったことを告げられず、バレるのを恐れて、いつも通りの出勤時間に家を出た。

　いつまでも隠し通せるとは思っていなかったけれど、両親に言える勇気も到底なかった。私が定職につけないことをずっと心配しているし、どうやら早く結婚してほしいようだし。

　うまく次の仕事が見つかるまで、やり過ごせばいい。そう、安易に考えていた私だけれど……。そう簡単にうまくいくはずなどなかった。

　職業安定所に求人を見に行ったり、ショッピングモールで時間を潰つぶして、普段通りの帰宅時間に家に帰ると……。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　いつも陽気な声が返ってくるのに、今日はなんだか覇気のない声。

　首を傾げながらリビングに向かうと、何やら重々しい雰囲気を醸す両親が、並んでソファに座っていた。

「え、どうしたの？　テレビも点つけないで」

　この時間、帰宅したお父さんは、いつもニュース番組を見ているのに。

　尋ねると、お父さんがひと言。

「まどか、そこに座りなさい」

　いつになく重みのかかったお父さんの声に、何かあったのだと直感した。緊張しながらふたりと向かい合うように、ソファに腰を下ろす。

　もしかして、身内に何か不幸でもあったのかな？　そっ、それともまさか、お父さんがリストラに遭ったとか？

　自分のことをそっちのけで、家族に何かあったのかと心配していると、いつになく硬い表情のお母さんが、Ａ４サイズの封筒を差し出してきた。

「え、何これ？」

　封筒をガン見していると、お父さんからとんでもない言葉が飛び出した。

「知り合いの息子さんでな、歳は少々上だが、ぜひまどかと見合いをしたいらしい」

「……は？」

　え、お父さんってば、今なんて言った？　私の耳には『見合い』って聞こえたんですけど。

　放心状態の私に、お母さんは重い口を開けた。

「聞いたわよ、まどか。また派遣切りに遭ったんですって？」

「……っ！　どうしてそれを!?」

　わざわざ演技までして家を出たというのに、どうしてバレちゃったの!?

　咄とっ嗟さに声を荒らげてしまうと、お母さんは肩を落とした。

「さっき、春樹くんから聞いたのよ」

　なっ……！　春樹!?

　まさかの情報源に、ギョッとしてしまう。

「『まどかなりに考えがあると思うから、まどかを責めないでやってくれ』って言われたけど、今回ばかりは黙っていられないわ」

　あんの春樹め～！　何が『まどかを責めないでやってくれ』よ！　演技に決まってる。絶対、そんなこと思ってないわよ!!

　春樹への憤りを沸々とさせていると、お父さんが再度口を開いた。

「実は、この話は前から打診されていたんだ。だけど、まどかの気持ちもあるし、断っていたんだが……いい機会だと思ってな」

　いやいやいや、全然いい機会でもなんでもないから！

「お相手の方はとっても優しそうだし、会社でも立場のある方なの。まどかが無理して働かなくても、充分幸せにしてくれるはずよ」

　お母さんも太鼓判を押してくるけれど、お金があれば私が幸せになれると思っているのだろうか？

「とりあえず、一度会ってみたらどうだ？　まどかだって、また就職先を探すのは大変だろう？　歳も歳なんだし」

　お父さんの言葉が、グサリと胸に突き刺さる。この歳で正規雇用されることなく派遣先を転々としているなんて、自分でも情けないと思っている。確かに、結婚して家庭に入る道だってあるだろう。

　私はおもむろに、目の前の封筒を手に取った。

　お父さんが勧めるくらいの人だし、悪い人ではないだろう。試しに一度会うのも、人生の勉強になっていいかもしれない。

　そう思うと、どんな人なのか気になり、写真を見てみたけれど……。

「え……と、本当にこの人？　私のお見合い相手」

　写真を持つ手が震えてしまう。

「えぇ、そうよ。優しそうな方でしょ？」

　娘の手が震えていることに気づかないお母さんは、呑気に頬を緩ませ、甲高い声で勧めてくる。

「真面目で酒も煙草たばこもやらん男だ」

　立派だろうと言わんばかりに、何度も頷くお父さんに言ってやりたい。

　いくら優しそうで地位もあって、お酒も煙草もやらない人だといっても、この人だけはない！

「この人、一体いくつなの!?」

　歳が離れているみたいなことをチラッと言っていたけれど、どう見ても五十代なんですけど。おまけに頭のほう、ちょっと悲惨なことになっているし。

　するとふたりは一度顔を見合わせ、お母さんがわざとらしく微ほほ笑えんだ。

「五十四歳だけど、全然見えないでしょ？　今回が初婚なのよ」

「五十四歳!?」

　やっぱり!!　あり得ない……！

　両親はおっとりしていて、どこかズレているところがある。私のためを思ってのことだとわかってはいるけれど、お見合い相手を選ぶ基準、どうなってるの？　義理の息子が自分たちと同年代だってこと、気にならないの？

「ほら、今では年の差婚が流は行やっているだろう？　まどかもいつだったか、言ってたじゃないか。結婚するなら、年上がいいと」

「そうよ、穏やかに暮らせる方と一緒になるのが一番よ」

　お父さんに続いて、お母さんも必死に勧めてくる。

「ちょ、ちょっと待ってよ、ふたりとも。いくらなんでも年上すぎだし、急に言われても……」

「お母さんもお父さんも、まどかのためを思って言っているの。また勤め先を探すのだって、ひと苦労でしょ？」

「いい条件で働けるところは、限られているからな」

　いつの間にか、ふたりとも前のめりになって、畳たたみかけてきた。

「それに私たち、孫の顔を早く見たいのよね」

「そうだな、俺たちもいつまでも健康でいられる保証はないしな」

　そして、お父さんはとどめを刺すように言った。

「親孝行だと思って、会うだけ会ってみないか？」

「えっと……」

　写真の男性とお見合いだなんて……絶対、無理！　会ったら最後、強引に結婚まで持っていかれるに決まっている。

　けれど、ふたりのあまりの剣幕に、返す言葉を言いよどんでいると――。

「そのお話、お断りいただいてもよろしいでしょうか？」

　突然、リビングのドアが開いたと同時に、聞こえてきた声。

　両親とともに視線を向けると、そこに立っていたのはスーツ姿の春樹だった。

　呆然と見つめる私たちのもとへ、いつになく真剣な面持ちでやって来て、両親に向き合った。

「すみません、インターホンを押したのですが応対がなく、まどかの声が聞こえてきて気になり、鍵かぎが開いていたので、失礼を承知のうえでお邪魔させていただきました」

　春樹は早口で話したあと、深々と頭を下げ、とんでもないことを言いだした。

「まどかと結婚させてください」

「……ちょっと!?」

　一瞬フリーズしてしまうも、笑えない話に思わず立ち上がり、小声で春樹に文句を言った。

「春樹、あんた何言ってくれているわけ!?」

　すると春樹は頭を上げ、素早く私の肩に腕を回すと、私をグッと引き寄せた。

「はっ、春樹？」

　一気に縮まった距離にテンパッてしまい、顔を上げると、春樹の整った横顔が視界に入る。

　そして、彼は真面目な表情で、再び耳を疑うセリフを言った。

「まどかを僕にください」

　ぼっ、僕にください!?

　呆気に取られて、春樹をガン見したまま、言葉が出てきてくれない。

「え……春樹くんと、まどかが……？」

「なんだお前たち、そんな関係だったのか？」

　両親は目を白黒させながら、私と春樹を交互に指差しており、動揺している。

「はい、つい先日まどかにプロポーズしたばかりで、ご報告が遅くなってしまい、申し訳ありません。俺はまどかのことが好きなんです」

　ちょっと、ちょっとー！　あんた、いつ私のことを〝好き〟って言った!?

　演技がかった気持ちのこもっていない告白に、開いた口が塞がらない。

「まぁ！　そうだったの！」

　その演技にまんまと魅了されているお母さんは、声を弾ませた。

「はい、まどかから『このままでは見合いをさせられてしまうかも』と聞いた時、自分の気持ちに気づきました。まどかがほかの男と結婚するなんて、考えられない……この先もまどかと一緒にいたいと」

　必死に偽りの気持ちを語る春樹の目元は、よく見るとうっすら潤うるんでいる。次から次へと、よくこんな嘘うそがペラペラと言えるものだ。

　呆然として、声を失ってしまう。

　お母さんはすっかり信じ切っちゃって、さっきからキャーキャー騒いでいるし。

　お父さんは、何やら本気で考え込んじゃっている。

　いい加減、こんな茶番は終わりにしなければ……と思った矢先、春樹にさらに強い力で抱き寄せられてしまった。

「なので、どうかまどかの見合い話は、断っていただけませんか？　まどかなら、俺が責任を持って幸せにしますから」

　迫真の演技に、頭がクラクラしてしまう。

　何が『幸せにします』よ！　あんた結婚後も堂々と浮気するつもりでしょうが！

　お互い、自由に恋愛していいだなんて、そんな結婚で私を幸せにできると思っているの!?

　心の中で散々罵っているけれど、どうやら人間は、怒りがピークに達してしまうと声も出せなくなるようだ。

　私のことなんて、完全に無視した状態で続いていく茶番劇。それに終止符を打ったのは、お父さんだった。

　意を決したように立ち上がり、春樹に向かって深々と頭を下げた。

「いつも家内と話していたんだ。まどかが春樹くんと結婚してくれたらいいなと。ふつつかな娘だが春樹くん、よろしく頼む」

　おっ……お父……さん！

　一発ＫＯ負けのゴングが、頭の中で鳴り響く。

　お父さんにここまでさせておいて、今さら『春樹の言っていることは、すべて嘘です』なんて言えない。

「はい、こちらこそ！」

　何これ、夢だよね？

『娘さんをください』と言って頭を下げてくれる人は、春樹じゃなかったはず。

　なのに、どうしてこんなことになっちゃってるの？




「どういうことよ、春樹!!」

「まーまー、落ち着けって」

　こっちは怒り心頭中だというのに、春樹はまるで大きな仕事を終えたサラリーマンのようにネクタイを緩め、ソファに腰かけた。そして立ち尽くす私を見上げて言った。

「だってお前、あそこで俺が盗み聞きして助けに入らなかったら、五十四歳の男と歳の差婚させられていたんだぞ？　それでもよかったのか？」

　うっ……！　それを言われると何も言い返せない。

　私の両親から話を聞いた春樹の両親も我が家にやってきて、もはやお祭り状態。一階では四人が大そう盛り上がっている。

　いたたまれなくなり、自分の部屋に春樹を連れ込んだのだ。

「だっ、だからってどうするのよ、あんなこと言っちゃって！　下で浮かれている四人に、どうやって嘘でしたって打ち明けるつもりなのよ」

　気の早い四人は、早速、親戚中に電話しちゃっていたし。

「俺はまどかと結婚したいから本望だよ。まぁ、俺の作戦勝ちってことでお前も腹をくくれよ」

「くくれって……」

　春樹は本気で、私と友情結婚とやらをしちゃうつもりなの？

　彼の真意が聞きたくて隣に腰を下ろし、恐る恐る問いかけた。

「ねぇ……昨日の話、本気なの？」

　春樹は呆れた様子で、私を見み据すえた。

「は？　今さらそれを言うか？　ちゃんとプロポーズしたし、まどかの両親に挨拶までしただろ」

「そっ、それはそうだけどっ……！」

　やっぱり、こんなのおかしい。

　すると春樹は、私と向かい合った。

「俺もまどかも損をしない話だろ？　それに一階にいる両親たちを前に、今さら嘘でした～！　なんて言えるか？」

「言えなくしたのは春樹が、くっさい芝居をしたせいでしょうが!!」

　もとはといえば、すべて春樹のせいじゃない。

　女遊びしてストーカーされて、私をそれに巻き込んで、派遣切りのことを私の親に勝手にバラして。

「おい、言っておくけど、おじさんに言ったことは本心でもあるからな」

「本心？」

　意味深な言葉に胸が鳴る。

　シャープな眼差しを向けられたまま、整った顔がゆっくり近づいてくると、無駄に瞬きを繰り返してしまう。

「あぁ、俺はまどかのこと好きだぜ。第一、好きじゃなかったら、大人になった今もこうして毎日のように会うわけねぇだろ？」

　柔らかな表情を見せる春樹に、心臓が暴れだす。

「それは……幼馴染みとして、でしょ？」

　慌てて気持ちを切り替えて言い返せば、すぐに「わかってるじゃん」と返ってきた。

「男とか女とか関係なく、まどかが好きだ。それはまどかも同じだろ？」

「……う、ん」

　男としては見られない。けれど春樹とはこの先もずっと一緒にいたいと思っている。

「だったら、いいじゃん。ぶっちゃけ、じいさんばあさんになってまで、セックスしないだろ？　するのは若いうちだけじゃん」

「なっ……！　急に何を言いだすのよ!!」

　さっきまでの雰囲気をぶち壊す春樹のゲスな話に、声を荒らげてしまう。

「照れんなよ、本当の話じゃん。まどかは目先のことしか見てないだろ。……いいじゃん、お互い若いうちは好きに恋愛して遊んで過ごせば。それでふたりともヨボヨボになったらさ、楽しく老後を過ごそうぜ。想像できるんだよ、まどかと歳取ったらふたりして縁側に座って、のんびり過ごす未来が」

　目を細めてふわりと笑う春樹。

　正直、自分もそんな未来を何度か思い描いたことがあったから、驚きを隠せない。歳を取っても、春樹とは今のように、バカなことを言い合って笑って過ごせそうだと。

　感慨にふけっていると、春樹は私の右手を両手で優しく包み込んだ。

「おじさんにも言ったけど、まどかのことを責任持って幸せにするよ。死ぬ時には、いろいろあったけど俺と結婚してよかった、って思わせてやる」

　自信満々に断言する彼に、たじろいてしまう。

「何……それ。どこからそんな自信が出てくるのよ」

　春樹は本当に勝手すぎる。昔からふざけた奴だった。だけど、春樹の言葉にはいつも嘘がなかった。私が落ち込んでいる時は励ましてくれて、気づけばいつもそばにいる。そんな存在――。

「……いいじゃん、老後を一緒に過ごすための結婚だと思えばさ。俺はまどかと結婚したいし」

　白い歯を覗のぞかせ、眩まぶしい笑顔を向ける彼に、胸の鼓こ動どうが信じられないくらい激しく鳴っている。

　春樹の言葉に気持ちを揺さぶられている私も、どうしようもない奴なのかもしれない。友情結婚なんて、あり得ない……そう思っていたのに、案外いいかもしれない、なんて気持ちが湧いてしまっているのだから。

　両親たちに『嘘だった』なんて今さら言いづらいし、言ったところで今度こそ本気でお見合いさせられちゃいそうだし。何より、私には普通の結婚に対する願望がない。

　それなら、いっそのこと春樹と結婚をして、安定した生活の中で、いつものようにふざけ合って過ごすのもいいかもしれない。そして春樹の言う通り、お互いヨボヨボになったら、のんびり過ごす。そんな未来を見据えた結婚も、いいのかも……。

　揺れに揺れていると、ダメ押しと言わんばかりに、春樹は握ったままの手の力を強め、訴えかけてくる。

「嫌いな相手と結婚するわけじゃないんだ。大丈夫、絶対うまくやっていけるよ。それに俺、まどかがほかの男と結婚をして、思うように会えなくなるの嫌だし。お前とはこうやって、いつまでもふざけ合っていたいんだよ」

　あぁ、もうダメだ。完全に気持ちを持っていかれてしまった。変に恋愛感情を持たない〝友情結婚〟のほうが、なんだかうまくいきそうだと。

「だからさ、まどか。……俺と結婚しよう」

　いつになく甘い顔で囁ささやかれるように言われ、頷いてしまった。




　それからは、トントン拍子に話が進んでいった。

　新居への引っ越しの準備とか、親戚との顔合わせとか。不本意だった結婚式の日取りも。

　ふたりとも、結婚式は挙げないつもりだった。私たちの間にあるのは友情のみだし、とてもじゃないけれど、神様の前で永遠の愛を誓い、さらには誓いのキスをするなんて想像もできなかったから。

　だけど、大喜びの両親たちによって準備は進められ、式を挙げざるを得ない状況になってしまったのだ。

　不本意な結婚式を終え、早速新居への引っ越し。

　そこで彼はこう言った。

「寝室は別。キスもセックスも、一切なしな」

　いきなりの不ぶ躾しつけな発言に、さすがにカチンときた。

「当たり前でしょ。あんたとそういうことをするって想像するだけで、寒気がするし」

　誰がこんな奴と寝床をともにするものか。キスもその先も、するわけないじゃない！

　怒りに震える私に、目の前の彼は話を続けた。

「それと前にも言ったけど、お互い恋愛は自由。互いの生活に干渉しないこと。まぁ、ルームメイトって感じでいいだろ？」

　次々と出てくる彼からの決まり事に、春樹と結婚したことを、早速、後悔しかけている自分がいた。




　＊　＊　＊




「どうもありがとう。あさみのおかげで早く片づけることができたよ」

　荷物の整理が一段落し、休憩しようと紅茶をふたり分淹いれて、ふて腐れているあさみの前に差し出した。

「結婚なんてふたりの問題だし、私はまどかが幸せならそれでいいと思うけどさ」

　納得いかないのか、あさみは紅茶を飲みながらブツブツ言ってくる。

　けれど、長年の付き合いだからこそわかる。あさみは私のことを心配して言ってくれているって。

「確かに、実際に結婚するまでは、何度も『やめたほうがいいかも……』と思ったけど、今はもう腹をくくってる」

　あっけらかんと言ったものの、あさみは顔をしかめてばかり。

「それに老後のことを考えると、隣にいて一番、違和感がないのは、春樹かなって思うし」

　あさみの表情はますます険しさを増し、カップをテーブルの上に置くと、頭を抱え込んでしまった。

「二十八歳、結婚に夢見る年頃の女が、老後のことを考えて結婚なんて……。親友として泣けてくるわ。なんてババくさい！」

「いや、その……」

　返す言葉が見つからない。自分でも虚しく思うけれど、『ババくさい』には反論できないから。

「もういいわ、まどか！　こうなったら開き直りなさい！」

　いきなり顔を上げたと思ったら、あさみは私の両肩をガッチリつかみ、訴えかけるように言ってきた。

「春樹が恋愛自由宣言をしているなら、まどかも遠慮せずに恋愛しなさいよ！　それと、法律上はれっきとした妻なんだから、あいつの財産を堂々と使いまくってやりなさい」

「ちょっ、ちょっとあさみ」

　何を言いだすかと思えば、恋愛やお金の話だなんて。

「まどかはわりと真面目なところがあるからね。だから言ってあげているの！　遠慮することなんてないわよ、わかった!?」

「は……はい」

　勢いに負けて思わず返事をしてしまった。

　その後もあさみの怒りは収まることなく、帰るまで延々と〝心配〟という名の説教をされ続けた。




「あーあ、すっごい疲れた」

　あさみが帰宅後、使用済みのカップを洗いながらも思い出してしまうのは、彼女が帰る直前、玄関で言った言葉。

『離婚するなら、今のうちよ』

　あの言葉……結構きつかったなぁ。そもそも、結婚したばかりの親友に向かって言うこと？

「まぁ……親友、だからこそなのかもしれない」

　蛇口を閉め、タオルで手を拭き、ふと時計を見ると、針は十七時を指していた。

　そういえば春樹、食事はどうするのかな？

　昨日は引っ越してきたばかりだったから、近くのスーパーで買ったお弁当で済ませてしまったし、朝は春樹はコーヒーだけだから、勝手に飲んでいっちゃったけど。

　冷蔵庫を開けると、昨夜お弁当と一緒に買った食材が、ぎっしり詰まっている。

　どうしよう、春樹の分も作ったほうがいいのかな？

　冷蔵庫を閉じ、考え込んでしまう。

　けれど、お互いの生活には干渉しないって約束だし、あっちがルームメイトみたいなものだって言っていたし……。かといって、自分の分だけ作って食べている時に、春樹が帰ってきたら？

『俺の分は？』なんて聞かれちゃったらどうする？

「あーもう！　なんで食事ひとつに、こんなに頭を悩ませなくちゃいけないのよ！」

　もっと事細かに決めておけば、こんなにも悩まずに済んだのに。

「とりあえず、ふたり分作るか」

『食べない』って言われたら、明日自分で食べればいいし。ふたり分作っても不自然じゃないカレーにしちゃおう。

　悩みに悩み、やっと料理の準備に取りかかった。




「遅い……！」

　ただ今の時刻、二十三時過ぎ。

　夕食もお風呂も先に済ませ、テレビを見ているけれど、春樹が帰ってこないことをつい気にしてしまう。

　どうなの？　これ。『お互い干渉しない』って約束通り、何時に帰ってこようが気にかけなくてもいいの？

「それにしたって、初日だよ？」

　夕食のことも含めて、細かいこともいろいろと話し合いたいと思っていたのに。もう一度スマホを確認するも、春樹からの連絡はない。

　春樹の帰りを待っていると思われるのはなんとなく嫌だけど、ＬＩＮＥしてみようかな。『先に寝るから』とか、ありきたりなメッセージでも。

　このままモヤモヤしながら待ちぼうけしているのも……と思い立ち、メッセージを送った。

【先に寝ます。戸締まり忘れないでね】

　うん、これなら春樹の帰りを待っていたなんて、微塵も思われないよね。

　送信ボタンを押すと、すぐに既読がついた。

「何よ、スマホを見る余裕があるなら、ひと言『遅くなる』とでも、送ってきなさいよね」

　スマホに向かって文句を言うも、一向に春樹からの返事は来ない。

　五分、十分……さらに十五分が経っても。

「まさかの既読スルー？」

　そう思うと、一気に怒りが込み上げてきた。

「バカらしい！　先に寝よう！」

　今まで、寝ずに待っていた時間がもったいなかった。歯磨きを済ませ、電気を消し、さっさとベッドの中にもぐり込んで、瞼を固く閉じた。




「んっ……もう朝？」

　手を伸ばして目覚まし時計の音を止め、身体を起こすと、カーテンの隙すき間まから朝日が差し込んでいた。

　目をこすりながら時計を見ると、朝の七時。

　春樹が家を出るのは七時四十分。そろそろ起きてくる時間のはず。今夜こそは、いろいろと話し合いたいと伝えないと。

　ベッドから起き上がり、寝室のドアを開けると、リビングに春樹の姿はなく、代わりに洗面所から水を流す音が聞こえてきた。

　なんだ、もうちゃんと起きているじゃない。

「春樹、入るよ」

　洗面所のドアを開けると、そこには昨日着ていたワイシャツ姿のまま、だるそうに顔を洗っている春樹の姿があった。

「悪い、まどか。タオル取ってくれない？」

　私が洗面所に入ってきたことを確認すると、手をひらひらさせ、取ってくれと促してきた。

「ちょっと、何？　まさかお風呂も入らずに寝たわけ？」

　乱暴にタオルを取って渡すと、春樹は顔を拭き、やっとこちらを向いた。

「んー、入らずというか、今帰ってきたばかりだったりして」

「はい？」

　タオルから苦笑いの顔を覗かせた春樹に、しかめっ面になってしまう。

「え、何？　朝帰りですか？　そんなに遅くまで、一体誰と飲んでいたの……よ」

　彼の第二ボタンまで開かれたワイシャツから、ふと見えた鎖骨の一ヵ所に、視線が釘付けになってしまった。なぜなら男にしては綺麗な鎖骨に、くっきりとキスマークがついていたのだから。

「朝からどこ見てんだよ」

　能天気な春樹は、どうやらつけられたことに気づいていないようだ。

　それにしても、なんて旦那様だろうか。新婚生活初日から早速、遊んでくるとは！　こんな奴を私は昨夜、ずっと待ち続けていたっていうの？

「これからシャワー浴びるから」

『だから出ていけ』と言うように、シッシッと手を払う彼の腕をガッチリつかんだ。

「なっ、なんだよ」

　春樹への怒りをこらえ、ニッコリ微笑んでみせると、自分の鎖骨を指差した。

「それ、仕事中は誰にも見られないようにしなさいよ。新婚早々、『お盛んなことで』なんて誤解されるのは、死んでも嫌だから」

「はぁ？　何言って……」

　春樹の腕を離すと、彼は首を傾げながら鏡を確認する。

　その瞬間、その表情は一変した。

　春樹はキスマークをそっと右手で隠し、ぎこちない笑顔を貼りつけて、再びこちらを見た。

「いや、これはその……なんというか……まぁ、あれだ。しっかり外で恋愛してきた証だ！」

　開き直る様は、実に彼らしい。

「そうですね、恋愛はお互い自由ですからね。だけど、いい!?　もう二度と私のことを巻き込まないようにしてよね！」

　念を押すと、春樹はぶっきらぼうに「わかったよ」と呟つぶやいた。

「それと、今日は仕事が終わったら、まっすぐ帰ってくること」

「はぁ？　なんで――」

「共同生活をするうえで、細かい決まり事を話し合うためよ、わかった!?」

　彼の言葉を遮り、強く言うと、春樹は唇を噛かみしめながら「わかった」と渋々、了承した。

「なら、さっさとシャワーを浴びる！」

　そう言い残し、洗面所から出てドアを閉めると、シャワーの音が聞こえてきた。

「本当……この結婚、失敗したかも」

　ドアにもたれかかり、深いため息が漏れてしまった。あさみの昨日の言葉が脳裏をよぎる。

　老後までふたりで無事に生活をともにすることなど、できるのだろうか。そんな不安を覚えつつ、春樹との新婚生活……いや、ただの共同生活が始まった。










「思わぬ再会に、驚きょう愕がくしております」




　春樹と一緒に暮らし始めて、一週間が過ぎた。

　春樹が遊んで帰ってきた翌日の夜、朝に散々釘を刺しておいたおかげか、仕事が終わると彼はまっすぐ帰ってきた。

　そして、ふたりでさらに細かい決まり事を話し合った。

【その一、お互いの生活に干渉しないこと】

【その二、恋愛は自由に】

　このふたつは結婚前から決めていた……というか、春樹が一方的に突きつけてきたものだった。そして――。

【その三、生活費の管理は、妻に一任すること】

　最初は春樹のお金だから、干渉しないつもりだった。でも、『生活を保障する』と言われたのに、毎晩のように飲みに行かれ、ホテル利用料や食事代など、好き勝手に使われたらたまったものじゃない。

　なので春樹は今後、世の中の旦那様のように小遣い制となり、生活費の管理は私がすることになった。

　最初は春樹に猛反対されたけれど、『老後の蓄えはどうするつもりなの？』と、強気で話したら、渋々了承したのだ。

【その四、食事は基本、家でとること】

　散々悩まされた食事については、『小遣い制だったら家で食べる』と春樹が言ってきたので、ふたりで食べることになった。

　もちろん会社の付き合いとかあるだろうし、私だってたまにはあさみやほかの友人たちと食事したい。なので、お互い予定がない時のみ、一緒にとることに決まった。

【その五、恋愛はお互いバレないように配慮すること】

　最近はストーカーに付きまとわれなくなり、解決したらしいけど、今後、あのような面倒事を繰り返さず、私を一切巻き込まないようにさせるための取り決めだ。

　この五つのルールのおかげで、この一週間はそれなりにうまく生活できていると思う。なんだかんだいっても、長年、時間をともにしてきた幼馴染みだ。お互い気心が知れていて気を遣うことはないし、一緒にいると楽しい。

「このまま何もなければ、だけど」

　そう。まだ始まってたった一週間。このまま平穏無事に過ごせればいいんだけどな。




「遅くなっちゃった」

　この日は各所で名義変更を済ませたあと、自宅から歩いて十五分ほどのところにあるオシャレなカフェに入った。初めて入ったカフェながら、あまりに居心地がよくて、気づけばずいぶんと長い時間を過ごしてしまった。

　バスに乗り、時間を確認すると十四時過ぎ。今から電車でふた駅先の派遣会社に行って、スーパーで買い物を済ませ、家に帰ってから家事をこなすとなると、結構ギリギリの時間だ。

　派遣会社の最寄り駅の改札口を抜けて、そこから徒歩で向かっていく。もう、何度この道を歩いてきただろうか。

　オフィス街を進んでいくと、見慣れた六階建てのビルが見えてきた。その五階に入っているのが、私が登録している派遣会社。

「げ、メンテナンス中？」

　エレベーターは、今日に限って『点検中』という貼り紙がされてあった。

「仕方ない、階段で行くか」

　やむを得ず階段を上がっていく。ここは古いビルで、階段の傾斜が急だから、思っていたよりもきつい。三階目前ですでに息が上がってしまっている。

　ダメだ、少し休憩。

　三階の踊り場で立ち止まった時、ふと目に入ったのは法律事務所のドア。

　そういえば、このビルには法律事務所が入っていたよね。

　呼吸を整えながら、もしこの先春樹と離婚することになったら、ここに相談しようかな、なんてことを考える。

　すると、急に事務所のドアが開き、中から出てきた、三十代くらいの小柄で可愛らしい女性と目が合った。

「あっ……こっ、こんにちは」

　咄嗟のことに、思わず挨拶をしてしまった。

　なっ、何が『こんにちは』よ！　見ず知らずの人にいきなり挨拶されたって、困るじゃない。

　案の定、女性はポカンと口を開けちゃっている。

　その姿を見た途端、いたたまれなくなり、顔がカッと熱くなる。

「すみません、失礼します」

　ここはもう逃げるが勝ち！　一方的に謝罪し、そそくさと五階へ逃げようとした時だった。

「あっ！　ちょっと待って！」

　呼び止められた私に、ニコニコ顔の女性が差し出してきたのは、一枚の紙だった。




「それ大丈夫なのか？」

　その日の夜。

　小遣い制にしてから、春樹は毎日のように、仕事が終わり次第、すぐに帰ってくる。

　なんでも、会社では上司や同僚たちが新婚だからと気を遣って、飲みに誘ってくれなくなったとか。この前の飲み会は、どうやら結婚祝いだったらしい。

　ちょっぴり不機嫌な春樹に今日のことを話すと、ご飯を食べながら眉をひそめる。

「私も最初はびっくりしたけどさ、なんせ法律事務所だし」

「だとしても、いきなり雇用って怪しいんだけど」

　そうなのだ。女性に渡されたのは、事務員募集を呼びかける紙だった。

　そして女性は目を輝かせて、私に聞いてきた。

『あなた、もしかして五階の派遣会社に登録しているの？』と。

　戸と惑まどいながらも頷くと、そこからはもう質問ラッシュ。

『仕事を探しに来たの？』から始まり、『今までどんな仕事をしてきたの？』『持っている資格は？』『年齢は？』『既婚者なの？』『希望する雇用形態は？』

　こっちがひとつの質問に対して答えを返すと、すぐにまた新たな質問が飛んでくる。

　そんなやり取りがしばらく続き、最後にこう言われたのだ。

『すぐにでも、うちで働かない？』と――。

「事務員の人が急に辞めちゃって、困っているみたい」

　声をかけてくれた女性は、事務所の経理を担当しているらしい。事務所を立ち上げた弁護士先生と、新米弁護士の三人でやっている、アットホームな職場だと言われた。

「話がうますぎないか？　最初は扶養内で働いてもらって、いずれは正社員としてなんて」

「うーん……そうかもしれないけど、私にしたら夢のような話だからさ」

　結婚していて、扶養内での仕事を探している……と話したところ、その通りの条件でいいとのこと。

「でも、肝心の弁護士先生は不在だったんだろ？」

「うん、だからまた明日改めて、履歴書を持っていくことになったの」

　なんでも裁判のため、外出中だったらしい。

　ひと通り説明するも、彼は腑に落ちないようで、から揚げを頬張りながらうなるばかり。

「なーんか胡散臭いよなぁ。そもそも普通、たまたま通りかかったまどかを、いきなり雇おうとするか？　しかも、その女の人、ただの経理担当なんだろ？」

「それがその人、所長の奥さんなんだって。だから大丈夫だと思う」

　そりゃ私だって、こんなうまい話に簡単に引っかかるほど、子供ではない。詐欺が多発している世の中だし、うまい話には裏があるってことは重々承知している。

　けれど、声をかけてくれた女性は、人を騙すような人には見えなかったし、うまく言えないけれど、彼女のまとっているオーラがとても柔らかくて、安心できて。そして、なぜか初対面とは思えないくらい、話しやすかった。

　何より事務員がいなくて、本当に困っているようだったし、信じても大丈夫な気がしちゃったんだ。

「とりあえず、明日行ってみるよ。まだ正式に採用してもらえたわけじゃないし」

「ごちそうさま」と手を合わせたあと、食器を手に立ち上がると、春樹も「ごちそうさま」と言って、あとを追ってきた。

「まぁ、それもそうだな。だけど、いいか？　あまり人を簡単に信用するなよ。まどかは昔から騙されやすいからな」

　食器を洗おうとスポンジに洗剤をつけたところで、春樹の声に動きが止まってしまう。そして隣に立つ春樹を見ると、大きなため息が漏れてしまった。

「なんだよ、そのため息は」

「そうですね、そんな私だからこそ、春樹の口車に乗ってまんまと結婚させられちゃいましたしね」

　皮肉たっぷりに言えば、春樹は言葉を詰まらせたあと、大きく咳払いした。

「別に俺はまどかのことを騙して結婚したわけじゃない。友情という愛情がしっかりあるし」

　熱い眼差しを向けられるけれど、上辺だけの軽い言葉にしか聞こえなくて、まったく心が動かない。

「じゃあもう二度とバカやって、私を変な事件に巻き込んだりしないよね？　信じてるからね」

　語尾に力を入れて言えば、春樹は「もちろんだよ」なんて言いながら、隣でバツが悪そうに、こめかみをかいた。

　ちょっと春樹さん、態度で信用がた落ちなのですが。またあのストーカー事件のような面倒事に巻き込まれそうで怖い。

「くれぐれも！　気をつけてよね」

　釘を刺し、乱暴に食器を洗い始める。

「とにかく、仕事の件に関しては、逐一俺に報告すること。お前のこと、放っとけないんだよ。それに、まどかを守れるのは、俺しかいないしな」

　なにこれ、いい夫アピールなのだろうか。偉そうに言っているのが、癇かんに障るのですが。

「さて、風呂でも掃除してくるかな」

　春樹は言いたいことが言えてスッキリしたのか、軽い足取りでバスルームに向かう。

　私は彼の背中を見送りながら、何度目かわからないため息を漏らした。

「本当に調子いい奴」

　まぁ、それでこそ春樹なのかもしれないけど。

　バスルームから聞こえてくる、水を流す音を聞きながら食器を洗っていった。




　翌日の昼前。

　久しぶりにスーツに袖そでを通してやってきたのは、昨日も訪れたビル。

『青あお葉ば法律事務所』と書かれたドアの前で、つい立ち尽くしてしまう。

　昨日の感じだと、決して悪い人ではないと思うんだけど……少しばかり不安はある。

「っとと、もう時間になっちゃう」

　とにかく会って話をしてみないことには、どんなところなのかわからない。

　そう自分に言い聞かせ、いざドアを開けようと手を伸ばした時、急にドアがこちらに向かってきた。

「痛っ！」

　外開きのドアの前にいた私は、顔をもろにぶつけてしまい、悲痛な声をあげた。

「キャー！　ごめんなさい！」

　途端に耳に入ってきたのは、聞き覚えのある声。

　ぶつけた鼻を押さえながら顔を上げると、昨日の小柄な女性がオロオロしていた。

「急に開けるなって、いつも言っているだろう」

「だって～！」

　次に聞こえてきたのは、男性の声。

　見つめる先にやってきたのは、スーツが似合う、眼め鏡がねをかけた長身の男性。物腰が柔らかそうで、歳は三十代後半くらいだろうか。

「すみません、大丈夫でしたか？」

　しばし鼻を押さえたまま、ポーッとしてしまっていた私は、ハッと我に返る。

「はっ、はい！　大丈夫です」

　はっ、恥ずかしい。何ボケッと突っ立っちゃっているのよ、私。この人が所長さんなんだよね？

「あっ、初めまして！　内村……じゃなくて、大沢まどかといいます」

　慌てて頭を下げ、自己紹介したものの、言い慣れていない苗みょう字じを早速、間違えてしまった。

　すると頭上からは、ふたりのクスクスと笑う声が聞こえてきた。

「もしかして、新婚さんなのかしら？」

「普通に考えてそうだろう」

　ふたりのやり取りにカッと顔が熱くなる。

　〝新婚さん〟というワードに、どうしても気恥ずかしくなってしまう。

「お待ちしておりました。どうぞ中へ」

「鼻を冷やす物を用意するわね」

「すみません、失礼します」

　ふたりに案内され、事務所内へ足を踏み入れた。

　窓からは太陽の日差しが降り注ぎ、日中は電気を点けなくても明るいくらいだった。

　部屋に入って窓がある右側には、来客用なのかソファとテーブルがあり、正面奥にはデスクがふたつずつ向かい合うように並んでいた。

「どうぞこちらへお座りください」

「ありがとうございます」

　促されるままソファに腰かける。

「少々お待ちください」

　そう言うと、所長はデスクのほうへ向かっていき、女性は左側にある給湯室らしき場所へ消えていった。

　事務所内を見回すと、女性が入った部屋の隣に、ドアがふたつある。

　法律事務所っていうくらいだし、依頼主を通す部屋なのかもしれない。

　それにしても、太陽の光と事務所内にある観葉植物のせいか、ここが法律事務所ということを、一瞬忘れてしまいそうになる。法律事務所なんて初めて入ったけれど、もっと敷居が高くて、失礼ながら堅苦しい場所だと思っていた。

　それに所長さんも、イメージと全然違う。気難しそうで、ピリピリした感じの人だと思っていたけれど……。

　デスクで何やら探し物をしている所長を、チラッと見つめてしまう。

　優しそうで、物腰が柔らかそうで。……うん、あの女性の旦那さんって感じがする。

　ひとり妙に納得してしまっていると、所長が書類を手にこちらに戻ってきた。

　その瞬間、背筋がより一層、ピンと伸びてしまう。

「フッ、そんなに緊張しないで。堅苦しい面接とか苦手なので」

　彼はおかしそうに笑いながら、目の前に座る。

　緊張せずにいられるわけがない。

「昨日はすみませんでした、うちの者が突然声をかけてしまったりして」

　会え釈しゃくする彼に、私もつられるように頭を下げてしまった。

「いっ、いいえ、そんなとんでもないです！　むしろ声をかけていただいて、感謝しております」

「そう言っていただけると助かります。……改めまして青葉法律事務所、所長の青葉俊哉と申します」

　スマートにスーツの内ポケットから名刺入れを取り出し、一枚差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　名刺を受け取ると、所長……青葉さんは早速、本題に入った。

「僕の妻で、ここで経理を担当している真ま希きが昨日お伝えした通り、急に事務を担当してくれていた従業員が退社してしまいまして。もし大沢さんさえよろしければ、うちで働いていただけませんか？」

　単刀直入に言われ、目が点になってしまう。それでも何か話さなくては、と慌てて口を開いた。

「え……と、そう言っていただいて光栄なのですが、その……いいんでしょうか。面接も何もせず、いきなり……」

　履歴書も見せていないし、私のことは、昨日真希さんに聞かれたことしか話していない。

　たったそれだけの情報でいいの？　このご時世にありがたいお言葉ながら、素直に頷くわけにはいかないよ。

　すると、青葉さんは一瞬驚いたものの、すぐに目を細めて微笑んだ。

「そうですよね、いきなり働かない？と言われたって、信じられませんよね。……うん、むしろ今の世の中疑うべきでしょう」

「えっ！　あっ、いや、その……！」

　妙に納得し、深く頷く青葉さんに、ひとりテンパッてしまう。

　いや、青葉さんの言っている通りなんだけど、私、なんかすごく感じ悪くない？

　嫌な思いをさせてしまっただろうか。せっかく働いてくれませんか？って言ってくれたのに。

「いいんですよ、それが普通ですから。気にしないでください」

　真希さんにコーヒーを出されても、いたたまれない気持ちになるばかり。

「昨日は本当にごめんなさいね、突然声かけちゃって。それとさっきもごめんなさい。これ、よかったら使って」

「すみません」

　渡されたアイスノンを私が受け取ると、真希さんはいまだに申し訳なさそうに、シュンとしちゃっている。

「私ってば、いつもこうなの。主人にもよく落ち着きがないって言われちゃって」

「すみません、昔からずっとこうでして……。こういった人間なのだと認識しておいてください」

「はっ、はぁ……」

　え、これどう答えたらいいの？

　とりあえず曖あい昧まいな返事をすると、真希さんは青葉さんの隣に腰かけた。

「けれど、妻は昔から人を見る目があるんです。相手の目を見て話しただけでどんな人なのか、大体わかるらしくて。ですので、経理はもちろん、備品関係の取引先も従業員の採用も、すべて妻に一任しているんです。それで失敗したことはありません」

「そうなの。こう見えて人を見る目は一流なのよ」

　得意げに話す真希さんの隣で、青葉さんもにこやかに話を続けた。

「そんな妻が、ひと目で大沢さんのことを気に入ったと聞きまして。こんなことは、去年入ったもうひとりの弁護士以来なんです」

　嬉しい褒ほめ言葉に、頬がほんのり熱くなっていく。

「小さな法律事務所ですが、なんとか軌道に乗っておりますので、ご安心ください。もし不安でしたら、数ヵ月は研修期間として、お試しで働いていただく、ということでいかがでしょうか。法律事務所がどんなところで、どんな仕事をしているのかを知ってもらいたいですし」

「そうよね、いきなり働かない？って言われても困っちゃうわよね。しっかり見定めてほしいな。楽しい職場だって、肌で感じてもらいたいしね」

　ふたりの心遣いにジンときてしまい、泣きそうになってしまう。

　春樹、悪いけどあんたの見当違いよ。最初はいきなり声をかけられて戸惑ったけれど、ふたりとも悪い人どころか、いい人すぎる。

　今の世の中、こんなに素敵なふたりがいる職場なんて、この先なかなか巡り合えないと思う。ましてや、研修期間まで設けてくれると言ってくれているんだもの。これほど条件のいい職場で、正社員として働けるなんて、絶好のチャンス。

　ニコニコと笑顔を向けてくるふたりを前に、意思を固めた。

「あのっ、このお話、ぜひお受けしたいです」

　そう言うと、ふたりはパッと目を輝かせた。

「ありがとうございます」

「よかった～！　助かったわね、あなた」

　喜ぶふたりに、雇ってもらえるのならどうしても伝えたいことがある。

「それと研修期間を設けていただいたからには、青葉さんも私のことをしっかりと見定めてください。もし力量足らずでしたら、遠慮なく切っていただいて結構ですので」

　たった三人だけの、しかも法律事務所という職場だもの。派遣で事務職しかしたことがない私に、ちゃんと務まるか不安だ。せっかくご厚意で雇ってもらったのに、期待外れだったら申し訳ないもの。長く続けたいからこそ、認められたい。

　そんな思いで伝えると、ふたりは目を丸くさせ、固まってしまった。けれどそれもほんの数秒で、お互い顔を見合わせると、我慢できなくなったように噴き出し、声をあげて笑いだした。

「もー、やだぁ。やっぱり私って、人を見る目がありすぎるわ」

「確かにそうだな。反応も言ってきたことも、全部同じだもんな」

「え……えっ!?」

　急に笑われるも、私には意味がわからない。

　過去に私と同じ言動をした人がいるのだろうか？

「すみません、急に笑いだしてしまって。では、研修期間は三ヵ月でどうでしょうか？　それと、履歴書を見せていただいてもよろしいですか？」

「あっ、はい！」

　一気にいろいろ言われてテンパるも、肝心の履歴書をいまだに出していないことに気づく。慌ててバッグの中から履歴書を取り出し、青葉さんに渡した時だった。

「ただ今戻りました」

　聞こえてきたのは、ドアが開く音と男性の声。

「あっ！　たくちゃんだ、おかえりなさーい！」

　まるで家族を出迎えるように立ち上がった真希さんを、目で追う。

　そして、室内に入ってきた男性を捉えた瞬間、目を見張ってしまった。

「どうだった？　裁判のほうは」

「完全勝訴ですよ。……っとと、すみません、お客様いらしてたんです……ね」

　男性は、私を捉えた途端、声を失っていく。

　そして、私と同じように固まってしまった。

「そうだ、たくちゃん、喜んで！　やっと新しい事務員さんが見つかったのー！」

　真希さんは彼の腕をつかみ、こちらに駆け寄ってくる。

　彼はそんな真希さんに、腕を引かれるがまま。

「紹介するわね、こちら弁護士になって三年目の赤あか城ぎ琢たく磨まくん。……で、こちらが大沢まどかさん」

「え……大沢？」

　真希さんの声にピクリと反応し、両眉を上げて、私をさらに凝視してくる。

　どうして、こんなところで再会しちゃうかな。もう十年も経つというのに、お互い一瞬で気づいちゃうくらい、私も彼も、会いたくなかった存在なのに。

「あら……？　もしかしてふたり、顔見知りだったりするのかしら？」

　何も話さず見つめ合う私たちに気づき、真希さんが問いかけてきたものの、お互い声を発することなどできずにいた。

　悪いけど、琢磨、私はあんたにだけは二度と会いたくなかったよ。

　しかもこんなタイミングで――。










「元カレと素敵なオフィスライフ？の幕開けです」




「悪い、煙草吸ってもいいか？」

「うん、どうぞ」

　青葉法律事務所が入っているビルの一階にある、昔ながらの喫茶店。

　レトロな造りで、足しげく通うファンもいると、以前、派遣会社の人に聞いたことがある。いつか行ってみたいと思っていたこの喫茶店に、まさか彼と一緒に来ることになろうとは。

　煙が私のほうに行かないように気遣いながら、煙草を吸う彼。

　身長百八十センチ前後。綺麗に着こなされたスーツ姿に、きっちりセットされた短髪の黒髪。切れ長の二重の瞳は澄んでいる。ずいぶん大人びてしまったけれど、間違いなく私が知っている琢磨だった。

　小学校から高校までずっと一緒だった旧友であり、私の元カレでもある。

　琢磨と付き合い始めたのは、高校二年生の時だった。

　彼を異性として意識し始めたのは、大人びていく彼を目まの当たりにしてからだった。

　高校生になって見た目が男らしくなっていったのは、別の高校へ進学した春樹も同じだ。けれど、春樹は物心ついた頃からずっと一緒にいたせいか、家族みたいな存在で、異性だと感じる機会などなかった。

　でも琢磨は違う。中学時代までは私とほとんど身長が変わらなかったのに、あっという間に抜かされてびっくりしたし、目線が変わってしまったことにも戸惑った。

　少しだけ甲高い声を、よくあさみとふたりでからかっていたのに、男らしく声変わりした彼に、私は動揺を隠せなかった。

　ほかにも、広がる肩幅に、浮き出る喉のど仏。成長していく彼は、私の知る琢磨ではなく、まるで別人になってしまったようだった。

　昔からアイドル系の甘い顔をしていたのだけど、それが一気に大人っぽくなったとなれば、モテないわけがない。一緒に騒いでバカみたいなことで笑い合っていたのに、いつの間にか、琢磨は女の子に囲まれるようになった。クラスも違ったから、自然と話をする機会が減っていったんだ。

　それが無性に寂しくて、学校で見かけるたびに目で追っている自分に気づいて、初めて知った。これが〝好き〟って気持ちなのだと――。

　それからは、琢磨に話しかけられても、意識してしまい、以前のようにうまく話せなくなってしまった。

　転機は、二年生に上がる時のクラス替え。あさみとともに、琢磨と同じクラスになったのだ。

　最初は好きって気持ちが優先しちゃって、うまく話せなかったけれど、あさみの力も借りて、徐々に昔のように話せるようになっていって……。同時に琢磨への恋心は募るばかりだった。

　自分から告白なんて、到底できない。そう思っていたのだけれど――。

　夏休み前、琢磨から『告白されたんだけど、付き合ってもいいと思う？』って聞かれた際、咄嗟に口から本音が飛び出てしまった。『絶対、嫌』って。

　すると琢磨は『その言葉が欲しかった』と言ってくれて、ほどなくして付き合い始めたのだ。

　それから一年間は幸せだった。三年生になるとクラスは離れてしまったけれど、不安なんてなかった。私が琢磨を想っているように、琢磨も私のことを想ってくれていると伝わっていたから。けれど、それは勘違いだった。

　浮気されてしまったんだ。高校三年生の時の、夏休み中に。

　そこからはもう、心の中がぐちゃぐちゃになって、あっけなく破局。幸い、クラスも違ったおかげで、その後、卒業まで顔を合わせることはほとんどなかった。

　それ以来なのだ。こうして琢磨と会うのは。

　私と琢磨が知り合いだと知ると、真希さんは気を利かせて『まだ時間があるし、ふたりで少し話してきたら？』と言って、ここまで案内してくれたのだ。

　ふたりして喫茶店に押し込まれてしまったから仕方ないけれど、とにかく気まずい。高校を卒業して以来だから……え、もう十年も会っていなかったことになるんだ。時の流れの恐ろしさを感じてしまう。

　でも、そっか。琢磨、弁護士になったんだ。

　ふと昔の懐かしい記憶が蘇よみがえる。

「……夢、叶えたんだね」

　昔、琢磨が語っていた夢を思い出し、口に出してしまった。

「あっ、あぁ。一発では無理だったけど、どうにか、な。……でも驚いた。まどかがそんな昔のことを覚えているとは」

　琢磨は戸惑いを隠せない様子で、煙草を灰皿に押しつけ、少しだけはにかむ。

　その姿に、ますます昔の記憶が蘇っていく。

　何よ、『驚いた』なんて。こっちは忘れたくても忘れられなかったわよ。なんせ初めて好きになった人で、初めての彼氏で。キスもその先も、全部琢磨としたんだから。

　楽しかった思い出も、嫌な思い出も全部覚えている。琢磨の仕し草ぐさやくせも。はにかむ時は〝嬉しい〟時だってことも。

「弁護士になりたいなんて言っていたの、私の周りでは琢磨だけだったし」

「……そっか」

　お互い無言になると、すぐに居心地が悪くなってしまう。そもそも、再会してすぐに、ふたりっきりにする真希さんが悪い。

　そりゃ、ただの同級生だったら、積もる話もあったかもしれない。けれど、私たちは違う。元恋人で、おまけに最後は、最悪なかたちで別れちゃったわけだし。

　きっと琢磨だって私なんかと、再会なんてしたくなかったはず。

　ここで働かせてほしいって言ってしまったけれど、琢磨が働いているとなると、話は別だ。お互いやりづらいだろうから、この話はなかったことにしよう。

　幸いなことに、まだ正式な契約書は交わしていない。

「私、うまく言って、ここで働けなくなったってことにするから」

「……え？」

　ポツリと呟くと、琢磨は目を見開き、凝視してきた。

「琢磨にとっても、そのほうがいいだろうから。私が職場にいたら嫌でしょ？」

「誰もそんなこと言ってないだろ!?　……辞めるとか言うなよ」

　目を細め、唇をギュッと結ぶ彼の仕草に、今度はこっちが目を丸くしてしまう。

　何？　その反応。なんで怒ったように声を荒らげるの？

「真希さんから昨日聞いたけど、今までずっと派遣で働いてきたんだろ？　だったらうちの職場、最高じゃん。ふたりは正社員で、って言ってくれているんだし」

「それはっ……そうだけど」

「だったら働けよ。俺はまどかが同僚になっても、全然嫌じゃないし」

　照れ臭そうに頭をかきながら言う琢磨に、目が点になる。

　えっ、琢磨は嫌じゃないの？　別れてもう、十年も経ってるから、琢磨の中ではとっくに時効を迎えているの？　それとも、もとは自分に非があるから、私を辞めさせるのが後ろめたいだけ？

　琢磨の真意が読み取れず、考えを巡らせていると、ふと彼の視線が私の左手に向いていることに気づいた。

「結婚、したんだよな？　その指輪もだけど、苗字も変わっているし」

　咄嗟に、左手の薬指を右手で隠してしまう。

「あっ、うんそうなの。結婚してる」

　結婚、といっても普通の結婚じゃないけど。

　心の中でつけ足していると、琢磨はなぜか恐る恐る聞いてきた。

「大沢……ってさ、まさか、あの〝大沢〟か？」

　琢磨が言う『あの〝大沢〟』って、間違いなく春樹のことだよね？

　戸惑いながらも頷いた途端、琢磨は頭を抱え込んでしまった。

「えっ、何？　どうしたの？」

　声をかけると、琢磨は「なんでもない」と言いながら、ゆっくりと顔を上げた。

　そして、残りのコーヒーを一気に飲み干すと、伝票片手に立ち上がった。

「とにかく、俺のことは気にせず働けよ。……そろそろ戻ろう。俺も仕事があるし、まどかも今後のことで青葉さんと話があるんだろう？」

「あっ、うん」

　慌てて立ち上がり、琢磨のあとを追う。

　それにしても、さっきの琢磨……。そんなに私と春樹が結婚したことが、意外なのかな？　……それもそうかな。お互い結婚した今も、友達以上の感情を抱いていないのだから。

　それからふたりで事務所に戻ると、琢磨はすぐに仕事に取りかかり、私も青葉さんや真希さんから今後のことなどを聞いて、この日は事務所をあとにした。




『えぇっ！　勤め先に琢磨がいた!?　嘘でしょ、冗談でしょ？』

「それが残念ながら、嘘でも冗談でも、ましてや夢でもないから困っているの」

　事務所をあとにし、スーパーに寄っていたら、家に着く頃には十八時を回ってしまっていた。慌てて家事をこなし、夕食の準備が一段落したところに、タイミングよくあさみから電話がかかってきたのだ。

　結婚生活を心配して電話をくれたようだけど、それ以上に琢磨との再会に驚愕している様子だ。

『びっくりしすぎて、一瞬フリーズしちゃったわ』

「でしょうね」

　私はテレビを点け、ソファに腰を下ろした。

「それも琢磨は、なんとも思っていない感じでさ。こっちなんて気まずいやら、今後どうしようやら、軽くテンパッてたっていうのに。なんか拍子抜けしちゃった」

　あさみに今のこの気持ちを、どう説明したら伝わるのだろうか。

「仕事も辞めることないとか、言うし」

『まあね、あっちは浮気した側だし、琢磨なりにまどかに対して後ろめたさとか、後悔みたいなものがあったんじゃないの？』

「やっぱり、そうなのかな？」

　私が感じたことと同じことを言うあさみに、気持ちが昂たかぶっていき、ソファから立ち上がってしまった。

　電話越しに、あさみの自信たっぷりの声が聞こえてくる。

『そうに決まっているじゃない。でなかったら、普通そんなこと言わないって。元カノと同じ職場なんて、絶対、抵抗あると思うよ』

「そう、だよね」

　辞めることないって言ってくれたのは、きっと私に負い目を感じているからだよね。

『琢磨がそう言うんだから、辞めることないんじゃないの？　事務職で正社員として雇ってくれて、何より職場環境いいんでしょ？』

「……うん」

　青葉さんも真希さんもいい人そうだし、勤務形態だって理想通りだ。ただひとつ、琢磨さえいなければ。

「でも、私を含めて四人しかいない職場なんだよ？　嫌でもお互い目に入るし、話さなくちゃいけないし。それって想像以上に苦痛じゃないかな？　私も、琢磨も」

　仕事をするなら、ちゃんと真面目に取り組みたい。当たり前のことだけれど、琢磨が同じ職場にいるというだけで、それができなくなってしまいそうで怖い。

　けれど、あさみはそんな私の不安を吹き飛ばすように、ゲラゲラと笑いだした。

『もー、まどかは考えすぎ。あれから何年経ってると思っているのよ。もうとっくに時効じゃない。おまけにまどかは、春樹とかたちだけでも結婚しているわけだしさ。それに琢磨だって、相手がいるかもしれないでしょ？』

　確か、琢磨の左手には指輪がはめられていなかったけれど、結婚している人みんなが指輪を日常的にはめているわけじゃない。それに、結婚していなくても、私たちはもう二十八歳だし、恋人はいるよね、きっと。いろいろと複雑に考えすぎなのかな、私。

　再びソファに座り、テレビを見ながら思いを巡らせていると、あさみが続けた。

『いい機会なんじゃないの？』

「え、いい機会？」

　ハッとして聞き返すと、すぐに答えが返ってきた。

『琢磨と仲直りするのによ。小学校から高校まで、ずっと一緒だったのよ？　この先、何回も同窓会で顔を合わせる機会があるだろうし、そのたびに気まずくなるの、嫌じゃない？』

「……確かにね」

　せっかくの同窓会だというのに、お互い不愉快な思いをするのはどうかと思う。

『だから、これはいい機会なのよ。もともとあんたたち、仲良かったじゃない。それこそ、春樹以上にさ。私も久しぶりに琢磨に会いたいし、これを機に、さくっと仲直りしちゃいなさいよ』

「そりゃー……私だってそうしたいところ、だけどさ」

　向こうはそう思ってないかもしれないし、曖昧にしか返事できない。

『とにかく仲直りしなさいよ、いいわね？　そうしたら、またみんなで飲みに行こう』

「え……あっ、あさみ!?」

　あさみは言いたいことだけを言うと、さっさと電話を切ってしまった。

「もうっ！　最後まで話を聞いてよね」

　スマホに向かって、文句を言ってしまう。私は、そのままスマホを乱暴にテーブルの上に置き、ソファに深くもたれかかった。

　もう琢磨と別れて十年も経つなんて、月日の流れの速さに驚いてしまう。

　大人になってまで、高校の頃の傷をいつまでも気にしているほうが、おかしいのかも。付き合っていた、といっても一年くらいだし。浮気されたことも時効だよね。

「仲直り……か」

　一緒に仕事を始めたら、次第に気まずくなくなるのかな……？

　あさみの言う通り、私と琢磨は仲がよかった。それこそ、一時期は春樹以上に。あの頃のような関係に、今さら戻れるのだろうか。

　テレビから流れる音をぼんやり聞いていると、ガチャリと鍵が開く音がし、すぐに「ただいまー」と疲れ切った声が聞こえてきた。

「あっ、おかえり」

　時間を確認すると、どうやら定時で上がってきたようだ。

　立ち上がって玄関のほうへ向かうと、春樹が気だるそうにネクタイを緩めていた。

「今日は早かったね」

「んー、今は仕事が落ち着いているからな」

　先にリビングへと向かう春樹のあとを追いかける。

「ご飯できているけど、どうする？　先にお風呂入っちゃう？」

　どちらがいいか尋ねると、なぜか春樹はピタリと立ち止まり、ガックリうなだれた。

「え、何？　どうしたの？」

　不思議に思い、問いかけると、春樹は呆れ顔を向けてきた。

「何？　この新婚カップルみたいなコントは。笑えないんだけど」

「私は決して、春樹を笑わせるつもりで聞いたわけじゃないんだけど」

　顔を引きつらせながら返せば、春樹はブツブツと文句を言いだした。

「結婚した途端、新婚だからってみんな遠慮して、飲みに誘ってくれないし、小遣い制になっちまったから遊ぶ金もない。そんな疲れ切った俺を出迎えるのは、長年見飽きたまどかときたもんだ」

「何それ」

　さすがにカチンときてツッコむけれど、春樹は恨めしそうに私を見て、無理難題を押しつけてきた。

「まどかさ、俺の疲れを吹き飛ばすような出迎えをしてくれないか？　例えばほら、玄関先で正座して、『おかえりなさいませ』って頭を下げるとかさ。テレビでよく見るだろ」

「は……はぁ？」

　ふざけたことを言いだした春樹に、片眉を上げ、声を張り上げてしまう。

「あのね、言っておくけど、私は春樹の奥さんでも家政婦でもないの！　第一、ルームメイトみたいなものだって言ってたのは誰よ！　それに、働いて帰ってきてからご飯やお風呂の用意してる私に、『ありがとう』のひと言くらい、あってもいいんじゃない？」

　人差し指を立てて詰め寄っていくと、春樹は両手を前に出しながら、一歩、また一歩と後ずさりしていく。

「わかった、俺が悪かったよ。ちょっと悪ノリしすぎた」

　諦めたように謝罪する春樹だけれど、琢磨のことで悩んでいた分、怒りが収まりそうにない。

「今さら謝られても遅い！　ご飯もお風呂も、自分で用意して勝手に寝てください！」

「どうしてそうなるんだよ！」

　逆ギレする彼に、こっちも負けじと言い返す。

「春樹が言ったんでしょ!?　お互い干渉しないって！」

　そのままズカズカとキッチンへと向かい、宣言通り、自分の分だけ用意を始めた。

　そうだよ。どうして今まで、当たり前のように春樹のご飯まで用意したり、春樹の身の回りの世話までしてしまっていたのだろうか。

　よくよく考えれば、私たちは友情結婚。ただのルームメイトみたいなものだ。それなのに、世の奥様と同じようなことをする義務なんて、私にはないのに。それもねぎらいの言葉ひとつもかけてくれず、文句ばかり言う旦那に！

　準備を進める手が怒りで震える中、あとを追うように春樹もキッチンへ乗り込んできた。

「おい！　マジで自分の分だけしか用意しないつもりかよ！」

　わなわなと身体を震わせながら、指を差してくる春樹に繰り返し話す。

「さっきからそう言っているでしょ？　ちゃんと作ってあげているんだから、用意や片づけくらい自分でやりなさいよね」

「何をぉ～!?」

　キッチンに立ったまま、悔しがる春樹と睨み合う。

　結局、この日はそれ以上ふたりとも口を利くことなく、食事とお風呂を済ませたらさっさと寝室に入っていった。




　翌朝。始業時間の三十分も早い七時半。

「おはようございます」

「あら、まどかちゃん。こんなに早く出勤しなくても、大丈夫なのに」

　春樹が起きる前に家を出て、カフェで優雅に食事を済ませ、余裕を持って出勤すると、事務所にはすでに真希さんの姿があった。

　真希さんは、時計と私を交互に見て、びっくりしている。

「初日なので、気ばかり焦あせってしまって……」

　春樹と顔を合わせたくなかったのもあるけれど、今回は派遣じゃないし、何より琢磨がいる職場だもの。これが平常心でいられるはずなどない。

　私の心情を察してくれたのか、真希さんは声を弾ませた。

「そっか、そうだよねー。初日だもの、誰だって緊張して早く来ちゃうよね。でも安心して！　そんな気を遣うような職場じゃないから」

　そうは言われても、慣れるまでには時間がかかってしまいそう。派遣時代だって、緊張が解けるのに一ヵ月はかかったし。

「じゃあ、早速仕事教えちゃってもいいかな？」

「はい、お願いします」

　真希さんのあとを追って給湯室に入ると、すでにコーヒーの香りに包まれていた。

「出勤したら、まずコーヒーを作ってほしいの。それと来客予定がある日は、こんな風に用意してもらえると助かるかな。お菓子とかコーヒー豆、フィルターはここね」

「わかりました」

　丁寧に説明してくれる真希さんの声を聞きながら、メモ帳に書きとめていく。

「あとは事務所内にある観葉植物にお水をあげたり。あっ！　留守電やファックスのチェックも。……うん、朝はこんな感じかな？　これをふたりで分担してやろうね」

「はい」

　給湯室を出て室内に戻ると、あるデスクの前で立ち止まった。

「ここがまどかちゃんの席ね。隣は私。向かいの右側が主人のデスクで、その横がたくちゃんのデスク。仕事は徐々に覚えてもらうけど、ほとんど私と同じかな？　来客や電話の応対、書類作成にその他の雑務。経理関係は私が受け持ちで、まどかちゃんは、ふたりのスケジュール管理をお願いね」

「はい」

　なるほど、スケジュール管理か。

「ふたりともしっかりしているけど、たまに頭から抜けちゃうことがあるの。予定が入ったら、あそこのボードに書いてくれるから、こまめにチェックしてあげて」

　真希さんが指差すボードを見ると、そこには日付や相手の名前、時間などが書かれてあるけれど、雑でとても読みづらい。パッとメモしたにすぎない感じ。

　ついまじまじとボードを眺めてしまっていると、真希さんは苦笑い。

「ひどいでしょ？　いつもなのよ。ふたりは書くだけで頭に入るから、って言ってるけどね。まどかちゃんが確認したら、どんどん消していってかまわないから。でないと、余計にわけがわからなくなっちゃうと思う」

　うん、私もそんな気がする。

「わかりました」

「今日の予定は、主人は午前と午後に、ひと組ずつ相談予約が入っていて、たくちゃんは午前中、事務所で事務処理。午後から裁判の傍聴ね」

「裁判の傍聴……ですか？」

「えぇ、なんでも気になる裁判内容らしくて、勉強も兼ねてかしら」

　勉強、か。そういえば弁護士になって、三年目だったよね。

　真希さんに言われた仕事内容をまとめていると、ドアが開く音が聞こえてきた。

「あれ？　早いね、まどかちゃん」

「あっ、おはようございます！」

　やってきたのは青葉さんだった。慌てて頭を下げて挨拶すると、クスクスと笑われてしまった。

「そんなかしこまらなくていいよ。一緒に働く仲間なんだから。うちは普通の職場とは違うと思って」

「そうよー。あっ！　主人のことも、俊哉さんって呼んであげてね」

「よろしく」

　えっ！　そんな呼び方でいいの？

　ふたりは早く呼んでと急かすように、ニコニコと笑っている。

『俊哉さん』と呼ばないといけない雰囲気が漂い、どうしたらいいのか途方に暮れてしまった時。

「朝からふたりして、何、まどかをいじってるんですか？」

　いつの間に来たのか、琢磨が呆れた様子で立っていた。

「あら、たくちゃん、おはよう」

「おはようございます」

　琢磨は冷静に挨拶しながら、こちらに向かってくると、私の目の前で足を止めた。

「まどか、仕事以外のことでいちいちこのふたりの相手をしてたら、いつまで経っても仕事が終わらなくなるからな」

　ふたりにも聞こえるように堂々と言う琢磨に、ギョッとしてしまう。

　ちょっとちょっと！　琢磨ってば、何言っちゃっているのよ！

　雇い主とその奥さんに対してずいぶんな口ぶりに、こっちが慌てふためいてしまう。

　けれど、これはいつものことなのか、真希さんは「もー、またそういうこと言う？」と声をあげ、俊哉さんはその横でおかしそうにクスクスと笑っている。

「俊哉さん、そろそろ依頼主がいらっしゃいますよ」

「そうだね。まどかちゃん、来たらコーヒーを出してもらってもいいかな？」

「はっ、はい！」

　声が上ずってしまうと、途端に事務所内は和やかな空気に包まれる。

「よろしくね」

　俊哉さんはふわりと笑うと、私の肩を軽く叩き、自分の席に着く。

「よろしくねー、まどかちゃん」

　笑顔が素敵な俊哉さん。明るくて可愛らしい真希さん。そして、至って普通の元カレ、琢磨。

　三人との、青葉法律事務所でのビジネスライフが、こうして始まったのだった。










「孫を期待されても困ります！」




「まどか、悪いんだけど、これを二部ずつコピーしてもらってもいい？」

「わかりました」

　琢磨から書類を受け取り、給湯室の近くにあるコピー機のほうへと向かう。

　青葉法律事務所で働き始めて、早一週間。

　戸惑うことばかりだった仕事にも少しずつ慣れてきて、できる仕事も増えてきた。

　最近の私のマイ読書本は、法律関係のものばかり。事務職とはいえ、無知な私を雇ったことを後悔されないよう、必要最低限の知識は身につけようと必死だ。おかげで少し寝不足ぎみ。

　ちょうど今、俊哉さんと真希さんは不在だ。

　そう思うと、つい気が緩んでしまい……。

　あぁ、ダメだ我慢できない。

　口元を手で押さえ、欠あく伸びしてしまったその時。

「どうして敬語？」

「……っ、びっくりさせないでよっ」

　いつの間にか、琢磨が私の背後に立っていて、眠気が一気に飛んでいった。

　素っ頓とん狂きょうな声をあげてしまっても、琢磨は表情を変えず、どこか面白くなさそう。

「なんでそんな他人行儀なわけ？　今みたいに素でいろよ」

　琢磨は何を言っているのだろうか。

「気持ち悪いんだよ。……まどかに敬語使われると」

　いやいやいや！　気持ち悪いと言われたって困る。

「そんなの無理に決まっています。琢磨は先輩だし、何より先生だし」

　ツンと言うと、琢磨はますます面白くなさそうに顔をしかめた。

「別に先輩とか先生だからとか、ここでは関係ないってわかるだろ？　あのふたりを見ていれば」

「それはそうだけど……」

　勤め始めて一週間が経つと、それなりにいろいろと見えてくる。

　俊哉さんと真希さんは穏やかで、とてもフレンドリーなご夫婦だ。勤務中でも自宅で団らんしているかのように接してくる。

　もちろん来客中はそんなことはないけれど、今まで派遣先でキリキリ働いていた私にとって、ここでの仕事は驚きの連続だ。

　居心地が悪いわけではない。むしろよすぎるから戸惑ってしまう。仕事中に呑気に欠伸をしちゃうくらい、気が緩んでしまうのだから。

「昔みたいに接しろよ。……いいな？」

　琢磨は不快だと言わんばかりに吐き捨てると、私がコピーした書類を持って、自分の席へと戻っていく。

　なっ、何が『いいな？』よ！

　琢磨に命令される筋合いはないっつーの！　……と心の中で叫んで気持ちを鎮める。

　元カレである琢磨と、同じ職場で働き始めて一週間。いまだに彼にどう接したらいいのか、わからない。

　トボトボと自分のデスクに戻り、真希さんに頼まれていた書類作成に取りかかる。

　琢磨は恐ろしいくらい普通だった。

『浮気したことなんて、忘れちまったぜ』っていうくらい、高校時代と同じように接してくる。

　呼び方だってそう。いきなり『まどか』だし。最初は職場なのに、どうなの？って思ったけど、よくよく考えればここではみんな下の名前呼び。

　真希さんなんて、琢磨のこと『たくちゃん』って呼んでいるくらいだから、私も昔のように『琢磨』と呼んじゃっている。

　でも、いくら時間が経ったといっても、私が琢磨に浮気されたという過去は消せない。それに関しては、琢磨もノーコメントだし。

　昔のことなんて、さっさと水に流してキレイさっぱり忘れて、大人の対応を取るべきなんだろうけど……。以前のように普通に接するなんて無理なのよ。

　とっくに癒いえたと思っていた傷が、たまに疼うずいてしまう。そうなると、聞きたくなるの。『ねぇ、どうして浮気なんてしたの？』って――。

　そこまで考えて、頭を左右に振る。

　あーもう、今は仕事中！　苦い青春を思い出している場合じゃない！

　邪念を振り払い、書類作成に集中した。




「んー！　疲れたぁ」

　給湯室でコーヒーメーカーの掃除をして、お茶菓子の在庫を確認。最後に事務所内のゴミをまとめて出して、私の一日の業務は終了となる。

　俊哉さんと琢磨は外出先から戻っていなかったけれど、真希さんの『上がっていいよ』のひと言に甘えて、先に上がらせてもらった。

　夕方の十七時過ぎ。事務所が入っているビルを出ると、張りつめていた緊張が一気に解け、情けない声を漏らしてしまった。パソコンと向き合っている時間が長かったせいか、肩が痛い。

　少しでも和らげようと大きく両肩を回しながら、最寄り駅へと向かっていると、ポケットに入っているスマホが震えだした。

「あっ、マナーモード解除していなかった」

　震え続けるスマホを取り出し、電話の相手を確認すると、珍しく春樹からだった。

「なんだろう、電話なんて」

　一緒に住んでいるのだから、電話で話すことなんてないと思うんだけど。

　ちなみに春樹とは、最近ほとんど口を利いていない。

　そんな中での電話だから、余計に身がまえてしまう。

　ここは無視したいところだけど、結局、家に帰れば嫌でも顔を合わせることになる。

　そう思うと渋々ながらも、電話に出るしかなかった。

「もしもし、何か用？」

　普通に出るのもなんだか癪しゃくでツンツンした声を出せば、イラッとするような声が聞こえてきた。

『用がなきゃ、わざわざ電話かけるわけねぇだろうが』

　どうやらこの前のことを根に持っているのは、私だけではないらしい。

「じゃあ、さっさとその用件とやらを話してくれませんかね？　こっちは、どこかのバカの分までご飯を用意しなくちゃいけないから、ものすごく忙しいんですよ」

　嫌味たっぷりに言えば、向こうも当然反撃してくる。

『俺だって、まどかに電話したくてかけているんじゃねぇんだよ』

「だったら、なんで電話してきたのよ！」

　ここが人通りの多い歩道だということも忘れ、声を荒らげてしまう。

『実家から電話があったんだよ。今夜、ふたりで飯でも食いに来いってさ』

「え……実家？」

『あぁ。まどかも疲れてるだろうし、料理しなくていいならと思って、もう『行く』って言っちまったから、さっさと帰ってこい。アホまどか』

「なっ……アホだって!?　ちょっと春樹!?」

　一方的に言われ、通話は切られてしまった。

　なんなのよ、一体！　人をアホ呼ばわりして。　……それに何よ、悪態ついておいて、サラッと優しい気遣いしてるんじゃないわよ。

　少しは私に家事任せっぱなしなのを、悪いと思ってくれているのかな？

　そう思うと、イライラが少しだけ収まっていくと同時に、なんとも言いがたい歯がゆさに襲われる。

　春樹のくせに、気遣いなんかするせいだ。なんて思いながらも、言われた通り足早に最寄り駅へと向かった。

　ここはお言葉に甘えさせてもらおう。




「はい、どうぞ。たくさん食べてね」

「ありがとうございます」

　次々とテーブルに並べられていくごちそうに、お腹の虫が鳴りそうだ。

　あれから、先に帰宅していた春樹と彼の実家に向かうと、なぜかうちの両親の姿もあり、和室でテーブルを囲んで六人での宴会が始まった。

　結婚してしみじみ思ったけれど、人に作ってもらったご飯って本当に美お味いしい。そしてお母さんの今までの苦労に、頭が上がらないよ。毎日毎日、この歳になるまで、娘のご飯を作ってくれていたのだから。

　今はまだ照れ臭くて言えないけど、いつか感謝の気持ちを伝えよう。

　ひとり決心し、黙々と美味しいご飯に舌した鼓つづみを打っていると、頬をほんのり赤く染めたおじさん……改め、お義と父うさんがビール瓶びんを片手に私の隣に腰を下ろした。

「まどかちゃん！　いや、我が娘よ。どうした、ちゃんと飲んでいるか？」

「はっ、はい」

　おぉ、久々に見た。こんなに酔っているお義父さんの姿。

　呑気に観察していると、お義父さんは私のグラスにビールを注いできた。まだ半分以上残っていたのに。

「遠慮せずに飲みなさい」

「ありがとうございます」

　せっかく注いでもらったビールを口に含んだ、その時。

「ところで、孫の顔はいつ見せてくれるのかな？」

「ブーッ！」

「うわっ！　バカまどか!!　汚ねぇな！」

　孫を催促されて、噴き出さないわけがない。

　被害に遭ったのは、目の前に座っていた春樹。

　うん。被害者が春樹でとりあえずよかった。

「ごめん」

　建前で謝罪し、お母さんにティッシュをもらって口を拭くも、いまだにお義父さん、いや、春樹以外の全員の視線が集中してくるから、いたたまれなくなる。

　え……何？　この空気。期待されまくりの視線が、痛くて仕方ないんですけど。

　助け船を出してもらいたくて春樹を見れば、彼も焦っているようで、タオルで顔を拭いて、『俺に振るな』状態。

　いいえ。悪いけど、ここは振らせていただきます。

　より一層、期待を込めて目を輝かせる両親たち。そのすべてを春樹に丸投げした。

「どうしようか、春樹。私は今すぐにでも欲しいと思っているけど」

　すみません、嘘をつきました。そんなこと微塵も思っていません。

　嘘は当然、春樹に見破られている。彼は今、口元をひくつかせながら、私に鋭い眼差しを送っているのだから。

「なんだ春樹、お前は子供欲しくないのか？」

「生まれちゃえば可愛いものよ」

「いや、その……」

　両親がいる手前、さすがの春樹も気まずそうに頭をかいて、押し黙ってしまった。

　ご愁傷様です。

　友情結婚を持ちかけてきたのは春樹のほうだ。両親たちから孫を望まれることくらい、考えておけっつーの！

　ここはもう逃げるが勝ち。孫問題は春樹に丸投げし、トイレに逃げ込もうと立ち上がる。

　すると春樹も勢いよく立ち上がり、〝逃がさん〟と言わんばかりにこちらにやってきて、私の肩を抱き、無理やり座った。

「ちょっと春樹!?」

　小声で訴えるも、春樹は私に目もくれず、肩を抱き寄せたまま、とんでもないことを言いだした。

「俺だって早く子供が欲しいから、日々頑張っているよ」

　はい？　何を頑張っているんですか？

「だけど、こればかりは仕方ないだろ？　授かりもんなんだから。……なぁ、まどか」

　演技がうまく、嘘をついているようには見えない彼の笑顔に、顔が強こわ張ばる。

　何が『早く子供が欲しい』だ、何が『日々頑張っている』だ、『仕方ない』だ!!

　そんな行為は一切していないどころか、寝室も別。

　それなのに両親たちは納得している様子。

「そうねぇ、こればかりは授かりものだからねぇ……」

「ふたりはまだ二十代で、これからだしな」

「結婚したばかりだし、まどかちゃんも、今は春樹とふたりっきりの生活を楽しみたいだろうし」

　次々と投げかけられる両親たちからの言葉に、苦笑いを浮かべていく。

　ここで否定したら大問題だし。

「そりゃ、もちろん子供ができれば嬉しいけど、まだふたりっきりで過ごしたい気持ちもあるんだ。な、まどか！」

「……そうだね」

　笑顔が引きつる。

　親を前にして、よくこうも嘘を次々と並べられるものだ。

　呆れるのを通り越して、もはや尊敬の域にまで達してしまう。

　すると、お父さんが自宅から持ってきたと思われる、お気に入りの日本酒を照れ臭そうに差し出した。

「春樹くんとまどかが、こうやって結婚してくれたおかげで、俺たちも家族になることができた。本当、春樹くんには感謝しているよ。ふたり仲良く生活してくれればいい。だけど、まぁ……その、できるだけ早く孫の顔でも見せてくれ」

　初めて聞くお父さんの本音に、春樹に肩を抱かれたまま言葉を失ってしまう。

「そうねぇ、変な男のところにお嫁に出すより、隣の春樹くんなら……って、いつも言っていたものね」

「別に、いつもは言っていない」

　お母さんにすかさずツッコんだお父さんに、みんな口元が緩んでしまう。

　でも私と……春樹は、素直に笑うことなんてできなかった。チラッと隣を見上げれば、さっきとは打って変わり、春樹のぎこちない笑顔が見えたから。

　お父さんの言葉が、ズシンときたのかな？

　そりゃくるわよね。むしろこなかったら、こいつはいよいよ〝最低男〟決定だ。

　軽はずみな気持ちで結婚しちゃったけど、両親に孫を期待されちゃうと、やっぱりこの結婚はするべきではなかったのかもしれない、と思ってしまう。

　春樹もそう思っちゃっているのかな？

　もう一度、彼の横顔を盗み見るも、その心は読めない。

「春樹くん、これ俺が好きな日本酒なんだ。よかったら一緒に飲もう」

「ありがとうございます。……まどかも一緒に飲もうぜ」

　そう言うと、ずっと抱きっぱなしだった肩を離し、グラスを差し出してきた。

　お父さんも、すっかり私に飲ませる気満々だ。

　お酒は好きだけど、日本酒をグビグビ飲めるほど酒豪ではない。でも思い返せば、お父さんと一緒にお酒を飲んだことって、あまりないかもしれない。ずっと実家暮らしだったのにな。

　お母さんにもだけど、お父さんにも伝えたいことってたくさんある。実家を出ると、気づくことばかりだ。

「じゃあ、少しだけ」

　春樹からグラスを受け取り、お父さんとお互い注ぎ合う。

「どーせ、今日は泊まっていくし、たくさん飲んじまおうぜ」

　そりゃ、春樹は飲まずにはいられないでしょうね。また孫問題を蒸し返されたら、たまったもんじゃないもんね。

　今日は私も、とことん飲みたい気分だ。嬉し恥ずかしい気持ちと、申し訳ない気持ちが入り混じり、この夜、初めて意識を飛ばすほど飲んでしまった。

「んっ……」

　あれ……？　私の布ふ団とんってこんなに温かかった？

　いつも以上に寝心地がよくて、なかなか目を開けられそうにない。まどろみの中、昨日の出来事を必死に思い出す。

　昨日は確か仕事に行って、琢磨の意外な言動に頭を悩まされて……。

　だんだんと頭が覚醒していく。

　それで春樹から電話があって、ご飯をごちそうになって……。そうだ、そこでお父さんがしんみりしちゃうようなことを言うから、つい、お酒を注がれるがままどんどん飲んじゃったんだ。

　あぁ、最悪だ。

　それで意識を失って、誰かが……きっと春樹だろうな。奴がこうして布団の中まで、運んでくれたに違いない。

　ここは実家の自分の部屋？　それとも春樹の実家だろうか。

　本当はこのままずっと寝ていたいところだけど、今の状況を確認したくて、重い瞼を必死に開ける。その瞬間、信じられないものが目に飛び込んできた。

「おう、やっと起きたか。酔っ払い」

「……は？」

　至近距離に、私と同じように布団で横になっている、整った顔。

「お前、寝すぎ。今何時か知ってるか？」

「え、いやいや！　その前に、どうして春樹が一緒に寝ているのよっ！」

　あり得ない状況に飛び起きるも、途端に激しい頭痛に襲われ、再び布団に倒れ込む。

「急に起き上がるからだ。あれだけ飲んで二日酔いにならないほうがおかしいわ」

　呑気にこっちを見て「バカ」なんて言っているけど、こっちはそれどころじゃない。

「質問に答えなさいよっ！　どうして、あんたと私が同じ布団で寝ているのよっ！」

　寝転んだまま少しだけ距離を取り、威い嚇かくするように睨みつけると、春樹は迷惑そうに顔を歪ゆがめた。

「それをお前が言うか？　言っておくけどなぁ、これは不可抗力だからな」

「不可抗力？」

「あぁ、酔っ払ったお前を運んでやったら、そっちが俺の身体をガッチリつかんで離してくれなかったんだよ。そうしたら親父たちが、夫婦なんだから、そのまま寝ればいいとか言いだしやがって、どうしようもなかったんだ」

　にわかに信じがたい話に愕然とするも、声を震わせながら確認した。

「……嘘でしょ？」

「嘘なわけがあるか！」

　すさかずツッコまれるも、信じられない話に頭を抱えてしまう。

　最悪、バカ、アホ。

　汚い言葉で、何度自分を罵っても足りないくらいだ。

　意識がなかったとはいえ、なんで春樹にくっついていたのよ。抱きついたまま寝てしまうなんて、あり得ないんですけど。もしや、抱き枕的な存在だったわけ？　だからって、これはあんまりだ。

　おまけにその状況を、両親たちにも見られてしまったかと思うと……！　あぁ、もう穴があったら、今すぐ入って閉じこもりたい。

　せめてもの思いでうつ伏せになり、身体を丸めてみる。

「ご迷惑おかけしました。大変申し訳ありませんでした」

　顔を見て謝るのが癪で、このままの状態で言葉を紡つむぐ。

　別に私と春樹の関係だし。むしろ私のほうが、いつも春樹に迷惑をかけられているし、謝らなくてもいいんじゃないかって思っちゃうけど……。でも、やっぱり迷惑をかけたのは事実だから。

　うつ伏せになったまま自己嫌悪に陥っていると、急に後頭部を優しく撫なでられた。

　――え、何？

　ビクッと反応してしまい、ゆっくりと身体を横に向けると、いつになく甘い目をした春樹のドアップ顔が、視界に飛び込んできた。

　初めて見る、らしくない顔に、ドクンと心臓が飛び跳ね、視線が釘付けになってしまう。

　なんで春樹ってば、私にこんなことをしているの？　冗談？　昨日の仕返し？

　そんなことを考えている間も、春樹の大きな手が私の頭を優しく撫でて髪に触れていき、すっかり動揺させられている。

　私をからかうつもりでこんなことをしているなら、もう春樹の勝ちだ。だから、早くやめてほしい。

　そう思う反面、ドキドキしている自分がいて、心地よい春樹の手のぬくもりをもっと感じていたい、と思ってしまっている。

　私ってば、まだ昨日のアルコールが抜けていないの？　でなきゃ、おかしすぎる。春樹相手にときめいちゃっているのだから――。

　どれくらいの時間、頭を撫でられ続けていただろうか。

　春樹はとても穏やかな目で私を見ながら、口を開いた。

「反省してんのか？」

「え……あ、うん。それはもちろん……」

　あまりに普通のことを聞いてきたから、少し拍子抜けしてしまった。それでも、戸惑いを隠せない。

　互いの吐息さえも感じられてしまう距離が、余計にそうさせているのかもしれない。

　ますます春樹から目が逸そらせなくなる中、彼はそっと囁くように言った。

「反省してんならさ、キス、してもいい？」

「……は？」

　思考回路が、一気に断たれてしまう。

　それほどの破壊力がある言葉だった。

　さすがに、ドキドキを通り越して、変な緊張感に襲われる。

「え……ちょっと、何？　その笑えない冗談は」

　身体は硬直したまま、どうにか声を絞り出す。でないと、この変に甘い雰囲気に耐えられなかったから。

「ハハッ」とぎこちない笑い声を出すも、春樹の表情は変わらず。むしろ甘さが増している。

「冗談じゃねぇから」

　彼が真剣な表情で、頬に触れてきたものだから、身体が大きく反応してしまう。

　やだ、なんでこんなことするの？　私たち、ただの友達でしょ？

　心臓の音が春樹に聞こえてしまうんじゃないかってくらい、激しく鳴っている。

「わっ……私たち、ただの友達でしょ？」

　異様に喉が渇き、声がかすれてしまう。

　お願いだから、もう勘弁してほしい。いつものように笑って『冗談だよ、バカまどか』って罵ってほしい。

　けれど春樹の手は、私の頬に添えられたまま。

「ん……昨日までは、そうだったんだけど……さ」

「――え、キャッ!?」

　肩を押され、視界が反転する。

　天井の真っ白いクロスが目に入ったと思ったら、すぐに春樹の顔が私の視界を遮った。

「……春、樹？」

　冗談にしたって、これはひどすぎる。

　まるで別人のような彼に、瞬きさえできない。目を少しだけ細めた彼の、頬を伝う手が下唇に触れた瞬間、心臓が飛び跳ねた。

「ずっと一緒にいたのに気づかなかったけど、お前、意外と寝顔可愛いのな」

　口角を上げ、優しく微笑む彼に、目を見張ってしまう。こんな甘い顔をして笑う春樹を私は知らないから。

「なぁ、もっと触れていい？」

「な……に言って」

　声は震えてしまい、胸はギュッと締めつけられる。

　少しずつ近づく距離。見慣れたはずの春樹の顔なのに見入ってしまう。

　広い肩幅、私の唇に触れる長い指。ゴツゴツした手、浮き出た咽喉。鼓膜を刺激する低くて甘い声。シャープな奥二重の瞳が、まるで私のことが愛しいと訴えるように見つめてくる。

　五感すべてで思い知らされる。春樹は男なんだって――。

　下唇に触れていた指がゆっくりと移動していき、私の左頬を包み込んだ。

「まどか……」

　今にもキスされてしまいそうな雰囲気に、いまだに夢の中にいるような錯覚に陥っていく。

　だってこんな春樹、あり得ない。私にキスしようとするなんて、私が知っている春樹じゃない。なのに声を出すことも顔を逸らすこともできない。

　驚きと緊張とドキドキ、そして戸惑い。

　たくさんの感情に支配され、どうすることもできなかった。

　徐々に近づく春樹の顔。唇が触れてしまいそうな至近距離まで来ると、ピタリと止まり、吐息交じりのかすれた声で囁いた。

「なぁ、この際、両親の希望通り、孫でも作ってやろうぜ」

　〝孫〟……その言葉にハッと我に返り、慌てて両手を伸ばし、これ以上動けないように春樹の顔をガッチリホールドした。

　途端に春樹は目をパチクリさせたあと、ニッコリ微笑んだ。

「まどかさん？　この手は一体、何かな？」

「何ってわからないの？　春樹さんの奇行を止めているんですよ」

　こっちも負けじと微笑んでみせる。

「ここは普通、甘い雰囲気に呑のまれてキスさせてくれても、いいところだろ？」

　笑っているけど、春樹の眉はピクピクと動いていた。

「キスって、雰囲気だけでするものじゃないよ？　気持ちがないのにキスするなんて、私は絶対無理だから」

　手に力を入れ、これ以上、顔を近づけさせないように必死に抵抗する。

「よく考えてみろ、まどか。俺たち戸籍上は夫婦なんだ。キスくらいしたっていいと思わないか？」

　落ち着いた声のトーンで話しているけれど、彼の目を見れば怒っているのがわかる。こめかみがピクピク動いているもの。

　それより何？　結婚式の時も一緒に暮らし始める時も、私にキスなんてするわけないって散々言っていたくせに、今さらこんなこと言いだして。

「あんたどこかで頭のネジを一本、落としてきたんじゃないの？　友達同士なのに、キスなんてするわけないでしょ!?」

「外国では挨拶代わりにキスするんだ。だったら、俺たちがしたって問題ないだろ？」

　ヤケになっているのか、意地でもキスするつもりなのか、春樹はさらに顔を近づけてくる。

　こっちも必死に彼の顔を押さえ、足も使って彼の身体を退けていく。

「ここは日本だから！　いい加減、離れなさいよね、ケダモノ！　ハゲ！」

「ハゲてねぇよ！　あーもう、あったまきた！　こうなったら、何がなんでもキスさせてもらうから」

「全力でお断りさせていただきます！」

　攻防を繰り広げつつ、まるで漫才師のようなやり取りをしている私たちこそ、他人から見たら、アホだと思われてしまいそうだ。

　布団の上で組み敷かれつつ、せめぎ合いをしている中、急に声が聞こえてきたと思ったら、ノックもなしにドアが開かれた。

「春樹、まどかちゃん、起きた――の……」

　ドアが開く音とともに、お互いの動きは止まってしまい、顔だけドアのほうへと向けてしまう。

「あらやだ、ごめんなさい」

　はたから見たら、いかにも『さっきまでキスしていました』的な体勢に、お義か母あさんは小さく飛び跳ね、静かにドアを閉める。

　そして、すぐにお義母さんの喜ぶような叫び声が聞こえてきた。

　放心状態とは、まさに今のような状況を言うのだろう。私も春樹も、ドアのほうを向いたまま動けずにいるのだから。

　だけど、それも一階から両親たちの騒がしい声が聞こえてくると、徐々に今の状況を呑み込めるようになってきた。

「もー、完全に誤解されちゃったじゃない！　最悪なんだけど！」

　語尾に力を入れ、両手で春樹の胸元を押すと、彼は私の上から退いて、力なく寝転がった。

「最悪なのは俺のほうだ。自分の親にあんなところ見られるなんて」

　よほどショックだったのか、春樹は両腕で顔を覆い、落ち込んでいる。

　私は、もう二度と組み敷かれるものか！と勢いよく起き上がった。さっさと布団から出ようとするも、春樹にガッチリ腕をつかまれてしまった。

「何よ、離してくれない？　一階に行って、誤解を解いてくるから」

　敵対心むき出しで言えば、春樹はいたずらっぽく口角を上げた。

「まどか、覚えてろよ。こうなったら、絶対俺に惚ほれさせる。それでまどかからキスしてほしい、って言わせてみせるから」

「なっ……！　バッカじゃないの!?」

　乱暴に彼の腕を振り払い、頭の痛みを我慢して、逃げるように部屋を出た。そして、乱暴にドアを閉めた瞬間、ドアにもたれかかるように座り込んでしまった。

　なんなの、春樹は！　急にどうしちゃったわけ？　『惚れさせる』って何？　私からキスしてほしいなんて、言うわけないじゃない！

　けれど思い出してしまうのは、先ほどまでの出来事。春樹の男らしい一面が脳裏から離れてくれず、心臓がバクバク鳴り始めてしまった。

　最悪だ、なんで春樹にドキドキしちゃっているのよ。あり得ないでしょ、相手はあの春樹よ!?

　そう思うのに、胸の高鳴りはなかなか収まってくれなかった。










「夫に迫られて困っています」




　主婦の朝は早い。働く主婦なら余計に。

「……ん、いい感じ」

　味み噌そ汁しるの味に満足したところで、ちょうど洗濯機が止まった音が聞こえてきた。

　バスルームに向かい、洗濯物をカゴに入れてベランダへ運んでいく。

「今日もいい天気」

　ベランダに出れば、眩しい朝日を浴びて、目を細めてしまう。

　結婚して気づいたこと。それは世の中の主婦が、すごく忙しい毎日を送っているってこと。ずっと実家暮らしだった私にとって、主婦の仕事は未知の世界だったけど、本当に大変だ。……おまけに。

「まーどか！　おはよう」

　洗濯物を干していると、背後から春樹が抱きついてきた。

「重い！」

　すぐに離れようと身をよじらせるも、男の春樹の力に叶うわけがない。

「いいだろ、抱きつくくらい。夫婦なんだから」

　春樹の実家で意識を飛ばすほど飲んでしまった次の日から、彼はまるで別人のように変わってしまった。

　本気で私を惚れさせようとしているようで、まずは私をドキドキさせてやろうと思っているらしい。おかげで、何かにつけてスキンシップを図ってきて、最後にはいつも『夫婦なんだから』と言ってくる。

　最初は動揺させられまくりだったけど、三日も経てば、このバカげたスキンシップの対処法もわかってきた。

　私は一度大きく深呼吸をし、努めて冷静に言い放った。

「春樹、ここはベランダだし、ちょっと離れてくれるかな？　部屋の中に入ったら、いくらでも抱きついていいから」

　肯定するようなことを言うと、案の定、春樹は目を輝かせ、勢いよく離れてくれた。

「なんだよ、まどかもやっとその気になってくれたんだな」

　ニコニコ笑ったまま先に部屋に入った春樹に続き、ある物を手に部屋の中へと戻っていく。そして、しっかりドアを閉めたところで、いざ戦闘態勢に入る。

「げっ。なんだよ、それは！」

　早速、真正面から抱きつこうとしてきた春樹に、布団叩きを剣のように両手で持ってかまえた。

「そう易々と抱きつかれてたまるかっ」

「きったねぇ……！　大人のくせに嘘つくんじゃねぇよ！」

「そっちこそいい大人の男が、節操のないことするんじゃないわよ！」

　激しい火花を散らしながら、睨み合う。

「自分の奥さんにくっついて何が悪い！」

　開き直る春樹に、文句の言葉も思い浮かばなくなる。

　本当にもうなんなの？　一体どうしちゃったっていうんですか、春樹さん！　私たちの間にあるのは友情のみじゃなかったの？

「あの日からまどかが可愛く見えるんだから、仕方ないだろ？　黙って受け入れろ」

「なっ……！」

　歯が浮くようなセリフに、布団叩きを握りしめる手が強まってしまう。

「何？　じゃあ春樹は私のこと、好きになったわけ？」

　彼の本心を知りたくて問いかけると、春樹は目を泳がせた。

「そっ、そんなわけねぇだろ？　俺に惚れさせるって言ったけど、俺がまどかを好きとは言っていない！」

　断言すると、春樹は自分に言い聞かせるように話しだした。

「そうだ、俺がまどかに惚れるなんて、天と地がひっくり返ってもあり得ないから」

　ひとり納得し、頷く春樹に、堪忍袋の緒がプッツンと切れた。

「だったら……」

　怒りで声が震えてしまう。

「あ？　なんだよ」

　いつまでも呑気な春樹に、声を張り上げた。

「だったらバカなこと言ってないで、さっさと準備して仕事に行けー!!」

「うわっ！　おいこら、やめろっ!!」

　怒りをぶつけるように布団叩きで、春樹をバシバシと叩き続けた。




　あれから春樹を追い出し、会社に出勤して、もうお昼になるというのに、なかなか怒りが収まらずにいた。

　今さらながら、春樹と結婚してしまった自分を恨めしく思う。

　私を好きになるなんて、天と地がひっくり返ってもあり得ないだって？　それを言うなら私のほうだ。あんな男、たとえこの世界にふたりだけ取り残されたとしても、百パーセント好きになんかなるものか！

　どうして私は、春樹にドキドキしちゃったんだろう。琢磨以外の男性と付き合ったことがないから？　免疫力がついていないからだろうか。……うん、きっとそうだ。だからときめいてしまったんだ！

　パソコンをカタカタ打ちながら、自分の中で結論づけた時、隣の真希さんがなぜか身を乗り出し、パソコン画面を覗き込んできた。

　そして画面と私の顔を交互に見つめるものだから、戸惑ってしまう。

「……あの、真希さん？」

　真希さんは何も言わず、私をジッと見つめると大きく息を吐いた。

「まどかちゃん、何かあった？」

「え……〝何か〟とは？」

　真希さんはキョトンとする私を見ると、再びパソコン画面に目を移し、指差した。

「誤字だらけなんだもん」

「え……あっ！　本当だ、すみません！」

　作成していた書類を読み返すと、ご指摘通り誤字だらけで、慌てて直しに取りかかる。

　その横で、真希さんは探るように問いかけてきた。

「ねぇ、まどかちゃん何かあったの？　朝から、ちょっと変よ？」

　身体がビクリと反応してしまい、キーボードを叩く手の動きが止まってしまう。

　あぁ、私ってば何やっているのよ。これじゃ暗に認めているようなものじゃない。

　パソコン画面から視線を逸らすことができず、ただ固まっていると、真希さんは確信を得たのか、私に詰め寄ってきた。

「やっぱり何かあったんでしょ!?　そうよね、だっていつものまどかちゃんじゃないもの。それに、時々怖い形相になっちゃっているし」

　それはきっと春樹を思い出し、イライラしていたのだ。間違いない。

「いや、そのですね……」

　とりあえず何か言わなくては、と思い、横を向いた途端、間近に真希さんの顔があって面食らってしまう。

「何かあったの!?　同じ女として悩みがあるなら聞くわよ！」

　そして目を輝かせてくる。

　どうしよう……これ。いや、私だってできることなら、真希さんに鬱うっ憤ぷんを吐き出したいよ。けれど素直に『最近夫に迫られていて、困っているんです』なんて言われても、きっと目が点になるに違いない。

　夫が妻に迫っても、なんの問題もない。それこそ『何が問題なの？』と返されて終わりだ。だったら、このことは他言無用。……なわけだけど。

　目を輝かせて、顔に『早く相談してちょうだい』と書いてある真希さんを前に、『別に何もありませんよ』なんて言えない状況にある。

　どうしよう。何か……何か真希さんを満足させられる悩みのネタを言わなくては。

　必死に頭をフル回転させ、おずおずと口を開いた。

「あの、えっとですね。実は今朝、旦那とちょっとケンカをしてしまいまして」

「やだー、夫婦ゲンカ？　可愛い！」

　どうやら、真希さんを満足させられるネタだったらしい。

　彼女は楽しそうに、ニヤニヤ笑っている。

「いいな、いいなー。新婚時代の夫婦ゲンカなんて。もしかして、初めてのケンカだったりする？」

「そう……なりますかね？」

　そうでもないけど、否定せずに肯定すると、真希さんの目がますます輝きだした。

「そっか、そっか。だからまどかちゃん、様子がおかしかったのね」

　あぁ、よかった！　どうにか納得してくれたみたい。

　ホッと胸を撫で下ろす。

「まどかちゃん、そんな時はパーッと飲みにでも行きましょう！」

「……え、飲みにですか？」

「えぇ。ちょうど、そろそろまどかちゃんの歓迎会をやろう、って主人と話していたところなのよ。そこでストレス発散しちゃいましょう」

　歓迎会なんて、ずっと派遣社員だったから、今までは遠慮しちゃって誘われても行かなかった。だから、なんか……ちょっと嬉しい。

「ありがとうございます」

　感謝の気持ちを素直に伝えると、真希さんもまた嬉しそうに口元を緩ませた。

「場所決めとかは、全部たくちゃんがやってくれるから、あとで好みの料理とか教えてあげてね」

「え、なんすか、それ。聞いてないんですけど」

　小さな事務所内では、それぞれの会話なんて筒抜けだ。

　目の前の席で黙々と仕事をこなしていた琢磨だったけれど、初耳だったようで、すかさず会話に入ってきた。

「あら、聞いてない？　主人がたくちゃんに頼むからって言ってたんだけど……」

　真希さんがそう言うと、琢磨は深いため息を漏らした。

「真希さん、俊哉さんの奥さんなのに、何忘れているんですか。あの人が仕事以外のことを、ずっと覚えているはずないじゃないですか」

　ん？　どういう意味だろう。

「そうだったわね。ごめんなさい、私としたことがうっかりしていたわ」

　豪快に笑う真希さんと、呆れた様子の琢磨。

　ふたりの話に入っていけない私は、見守ることしかできない。

　それに気づいてくれたのか、真希さんは笑いをこらえながら理由を話してくれた。

「主人はね、〝仕事人間〟と言えば聞こえがいいんだけど、仕事以外のことは記憶から消えちゃう傾向があってね。何か用事をお願いしても、すーぐ忘れちゃうのよ」

「しかもその早さは、ニワトリ並みだ」

　すかさずツッコミを入れてきた琢磨に、真希さんはまた笑いだす。

　さっきから、ふたりとも俊哉さんのことを散々に言っているけど、それはきっとこの場にいないからだ。でなかったら、真希さんはともかく琢磨まで言えないだろう。

「たくちゃんが、一番の犠牲者かもしれないわね」

「そうですよ。しかも終わった案件も忘れちゃうから、フォローするこっちはいろいろと大変なんですよ」

　初めて聞く、俊哉さんの意外な一面に、目をパチクリさせてしまう。

　優しくて、いつも笑顔の俊哉さんに、そんな一面があったとは……。でもそっか、そうだよね。私の歓迎会なんて、仕事とは関係ないことだもんね。

　けれどすぐに忘れられたのか、と思うと、少なからずショックを隠せない。

　いやいや、仕方ないんだよ、きっと。それだけ俊哉さんは仕事ひと筋なんだ。歓迎会を忘れられたのがなんだ。いいじゃない、普段の俊哉さんは優しいのだから。

　そう自分に言い聞かせても、なかなか気持ちが浮上できずにいた時。

「そういう人だから、変に気にして無駄に落ち込むなよな」

　いつの間に背後に立っていたのか、琢磨が私の肩に手を置いた。

　驚き、ポカンとしたまま琢磨を見上げていると、琢磨の頬が次第に赤く染まっていき、彼はそっぽを向いてしまった。

「まどか、昔からそうだっただろ？　小さいことを気にして、落ち込んでたじゃん」

　声を失い、目を丸くしてしまう。

　私たち、会わなくなってずいぶん経つのに、覚えていてくれたんだ。

　ジンと感動してしまっていると、今度は真希さんが勢いよく立ち上がった。

「やだ、たくちゃんが照れてる……！　まどかちゃんと本当に仲がよかったのね。あっ、ちょうどもうお昼じゃない。ふたりで行ってきなさい」

「え……あっ、真希さん!?」

　いきなり腕をつかまれ、立たされると、琢磨とともにあっという間に事務所の外に追い出されてしまった。

「いってらっしゃい」と陽気な声と同時にドアが閉められたあとも、お互い唖あ然ぜんとしてしまう。

　初日からずっと思っていたけど、真希さんって顔に似合わず、かなり強引なところがあるよね。あっ……しかも貴重品何も持ってきていない。財布もバッグの中だ。

　真希さん、これじゃ食事になんて行けませんよ！

　すぐに事務所のドアを開けようとしたけれど、それを琢磨に止められてしまった。

「無駄なことはやめとけ。どーせ真希さん、俺たちが行くまで、ドアの反対側で聞き耳立てているだろうから。……飯なら奢おごってやる。行くぞ」

「え……琢磨!?」

　彼は一方的に言うと、さっさとエレベーターのほうへと向かっていく。

　追いついたのは、エレベーターのドアが開いた時で、そのまま乗るハメになってしまった。

　狭い密室空間の中、彼は何も話してこない。

　同僚だし、食事に行くのは別にいいさ。問題がある、とすれば……昔と変わらない琢磨の観察力だ。私が落ち込んでいるのを察したことといい、財布のことといい……。琢磨は、昔から私の考えていることや思っていることを、お見通しなんだよね。だから下手に嘘なんてつけなくて、いつもバカ正直に話してたっけ。

　そんなことを考えている間に、エレベーターは一階に着き、琢磨とともに外に出る。

「なんか希望はある？」

「奢ってもらう身なので、なんでも」

「フッ、了解」

　少しだけ笑った顔に、不覚にもドキッとさせられてしまう。

　何？　その〝仕方ねぇな〟的な笑みは。調子が狂ってしまうじゃない。

　晴天の中、琢磨とふたり肩を並べて歩いていく。

「この先に美う味まい蕎そ麦ば屋があるんだけど、そこでいいか？　嫌いじゃなかったよな」

「あっ、うん」

　もう、だからそういう『俺はまどかのことなら、なんでも知っているぜ』みたいな発言はいらないから。言われるたびに、動揺させられちゃうじゃない。

　かといって、明らかに動揺しているのを悟られたくなくて、平静を装う。

　でも、その精一杯の強がりも、琢磨のひと言にあっという間に崩れてしまった。

「何？　春樹とケンカしたんだって」

「えっ!?」

　自分でもびっくりするくらい大きな声が出てしまい、慌てて手で口を覆ってしまう。

　驚いているのは琢磨も同じで、目をパチクリさせている。

「えって……なんだよ、今さら。聞こえるように、真希さんと散々話してたじゃん」

　あ……そうだった。あの場にずっと琢磨もいたんだもの。聞きたくなくても聞こえちゃってたよね。

「まぁ……ちょっとしたケンカだけど」

　真希さんに対してと同様、当たり障りない言葉を並べる。

「お前らって昔からそうだったよな。いっつも、くだらねぇことでケンカして。今回もきっとそうなんだろ？」

　呆れたように聞いてきた琢磨。否定したいところだけど、他人から見たら、きっとくだらないことだろう。

　渋々頷くと、琢磨は眉尻を下げ、ため息交じりに呟いた。

「相変わらずなんだな」

「え……あーうん、そうかも……？」

　相変わらずも何も、昔と全く変わっておりません。

「まぁ、まどかが幸せなら別にいいけど」

　寂しげに瞳を揺らし、少しだけ口角を上げて微笑む琢磨に、視線が釘付けになる。

　私が幸せならいい、ってどういう意味？　……昔、自分が浮気して傷つけたから？

「さっさと仲直りしろよ」

「うん、ありがとう」

　慌てて目線を地面に向けた。気になったけど、聞けなかった。口にしてはいけない気がしちゃったから。

　まさかの再会を果たして以前のように話せているのに、ここで私がそんなことを聞いちゃったら、この関係が変わってしまいそうだから。

　それから、ほどなくして蕎麦屋に到着し、琢磨オススメの天ざるを食べながら歓迎会の話などをして、しっかり奢ってもらい、事務所へと戻っていった。




「春樹、明日の夕食は適当に食べてきてね」

「え、なんで」

「職場で私の歓迎会をやってくれるから」

　歓迎会を明日に控えた木曜日の夜。

　夕食の席で明日のことを伝えると、春樹は不満そうに顔をしかめた。

「用意してくれないのか？」

「前にも言ったけど、私は春樹の家政婦じゃないの。だから勝手に食べてね」

　私たちの関係は、いまだにあの日から変わっていない。

　さっさと食事を済ませ、自分の食器を手にキッチンへ向かうと、春樹もすかさず残りのご飯をかき込み、食器を持ってあとを追ってきた。そして、私が洗い物をしている中、シンクに食器を置くと、気持ち悪いくらい肩と肩を寄せて密着してきた。

「じゃあさ、今日こそ一緒に寝ようぜ」

「……はい？」

　え、何その〝じゃあ〟って。意味がわからないんですけど。

　食器を洗う手を止め、春樹をジロリと睨みつける。

「なんで一緒に寝なきゃいけないのよ。約束を忘れたの？　寝室は別だって」

　刺々しく言うも、春樹には全く効いていない様子。

「それはそれだろ？　いいじゃん、一回一緒に寝たんだからさ」

「あれは事故です。もう二度とあんな失態しないから」

　宣言し、また食器を洗い進めていく。

「別にいいだろ？　また可愛いまどかの寝顔を見せてくれよ」

　洗っていた食器をシンクに落としてしまい、鈍い音が響く。

「うわっ、びっくりした！　大丈夫か!?」

　お皿が割れていないか、私が怪我していないか心配してくれているけれど……。

「いや、それは私のセリフだから。あんたのほうこそ、頭、大丈夫？　聞いているこっちが恥ずかしくなるようなセリフ、言わないでよ」

　一歩後ずさりして言うと、春樹はムッとした。

「夫が奥さんを可愛いって言って、何が悪いんだよ。そもそも可愛い顔をして寝るまどかが悪い！　だから今夜、一緒に寝よう。それで早く俺を好きになってくれ」

　キッチンで両手を広げる春樹に、呆れて怒りも湧かなくなってくる。

　一度、春樹の頭を割って、中がどうなっているのか見てみたいわ。

「ほかの可愛い子の寝顔でも、見てくればいいでしょ？」

　これ以上付き合っていられなくなり、最善策とばかりに言えば、春樹はハッとしたように声をあげた。

「そうだった、俺たち、恋愛は自由だったよな」

「もちろん。私に迷惑をかけない範囲でなら、ご自由にどうぞ」

　抑揚のない声で述べると、途端に春樹は顔をクシャッとさせて喜び、バシバシと私の背中を叩いてきた。

「そうだよな、最近ムキになりすぎて忘れてた。女はまどかだけじゃないのに、俺ってばどうかしてたわ」

　ちょっとそれはどういう意味よ。サラッと失礼なこと言われたよね？　私。

　おまけに叩かれた背中が痛くてイラッときたものの、ここでまた口を挟むことで、いろいろ言われても面倒なだけだ。

　怒りをグッと呑み込み、浮かれる春樹に釘を刺した。

「お願いだから、この前みたいなことに巻き込まないでよね」

「はいはい、わかってますよ。あっ、明日は楽しんでこいよな、歓迎会！」

　すっかり上機嫌になり、私に絡むことなくさっさとお風呂に入ってしまった春樹。なんだか疲れがどっと押し寄せた。

「なんなのよ、もう……！」

　鬱憤を晴らすように、ゴシゴシと食器を洗っていく。

　だったら、最初から好き勝手に外で遊んでくればよかったじゃない。しかも何？　ここ数日、あれだけ騒いで迫ってきていたのに、私は用済みですか？　私を惚れさせるつもりだったんじゃないんですか？

　そう思えば思うほど、ますます腹立たしい。節水もなんのその。水をたっぷり出して豪快に食器についた泡を流していく。

　その途中、ふと疑問が浮かび上がった。

　あれ？　どうして私、こんなにイラ立っているんだろう。ここは、喜ぶところじゃない？

　散々ベッタベタしてきた春樹が、やっと離れてくれた。それって飛び跳ねて喜ぶところじゃない。もうバカげたことでイライラしたり、悩んだりしなくていいんだから。

　もしかして、春樹がほかの女の子と仲良くするのが、面白くない……とか？

　そこまで考えて、思いっ切り首を横に振った。

「いやいやいや！　それだけはないでしょ！」

　あり得ない、あり得ない！　だってあの春樹だよ!?　おまけに昔からずーっとあいつが、節操ないところを見てきたじゃない。浮気を繰り返し、修羅場になっているのもいっぱい見てきた。それなのに、なんで今さら？

　結婚したから？　……ううん、結婚したって私たちの関係は変わっていない。私にとって春樹は大切な友達。そうだよ、友達なんだから私には関係ない話だ。

　ムカついちゃったのは、最近の春樹の態度があんまりだったからだよ、きっと。

　そう自分に言い聞かせ、食器についた残りの泡を洗い流した。










「夫の浮気現場を、元カレと目撃してしまいました」




「ようこそ、まどかちゃん！　ってことで、かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　事務所近くの和風居酒屋。俊哉さんの音おん頭どを皮切りに、居酒屋の個室にジョッキがぶつかり合う音が響く。

　次の日の夜。仕事終わりの十九時から始まった歓迎会。

　四人ということもあって、一番小さな個室に通されると、必然的に俊哉さんと真希さん、私と琢磨が隣同士で座ることになった。

　乾杯を済ませ、運ばれてくる料理を取り分けていると、俊哉さんが尋ねてきた。

「まどかちゃん、どう？　仕事には慣れてきたかな？」

「あっ、はい。おかげさまで」

　俊哉さんは事務所にいる時間が少ないし、いても接客中のことが多いから、いまだに話すだけで緊張してしまう。

「もう立派な我が事務所の一員よねー。まどかちゃんみたいな、いい子が入ってきてくれてよかったわー」

　真希さんはすでにほろ酔いなのか、いつもよりテンションが高い。

「真希さん、あまり飲みすぎないほうがいいですよ？　弱いんですから。でないとまた俊哉さんに迷惑かけちゃいますからね」

　私の横でビールを呷りながら、真希さんに釘を刺す琢磨。

　目の前に座る俊哉さんは苦笑いした。

「ありがとう、琢磨くん。でも好きに飲ませてあげて。いつも家のことと仕事を両立させちゃって、大変な思いをさせているからさ」

　あぁ、なんて俊哉さんは奥様思いの人なのだろうか。

　世の中の主婦が、どれほど大変な思いで家事と仕事の両立を図っているのか、よーくわかっていらっしゃる。春樹にも、見習ってほしいものだ。

　俊哉さんの優しさに真希さんは上機嫌で、早速おかわりを注文している。

　そんな真希さんを尻目に、俊哉さんは琢磨にコソッと言った。

「琢磨くんも結婚して奥さんが働く人だったら、ちゃんとねぎらわないとダメだよ」

　これには琢磨も面食らってしまったようで、何も言い返せない様子。

　その横で、私はひとり何度も頷くばかりだった。

　そうだ、そうだ。琢磨も俊哉さんを見習うべきだ。浮気なんてもってのほかだし。ねぎらいのひとつやふたつも必要。

　さすが俊哉さん！と心の中でひとり絶賛していると、ふと視線を感じた。

　顔を上げれば、なぜか目の前に座るふたりが私と琢磨を交互に見つめて、異様にニコニコと笑っていた。

「なんですか？　ふたりしてニヤニヤしちゃって」

　どうやら琢磨もふたりの異変に気づいたようで、訝いぶかしげに尋ねた。

「えー、だって……ねぇ？」

　何か言いたそうに、俊哉さんを見つめる真希さんがもどかしい。

　一体なんだというのだろうか？　私と琢磨の顔に、何かついているとか？

　咄嗟に顔を触ってしまった時、俊哉さんがクスクスと笑いながら話してくれた。

「いやさ、俺と真希でずっと気になっていたんだ。お酒の席だから聞いちゃうけど、ふたりは昔付き合っていたでしょ？」

「えっ!?」

「はっ!?」

　ふたり同時に声をあげて、お互い見つめ合ってしまった。

　琢磨と目が合った瞬間、ハッとしてしまう。

　だってこんなの、ふたりして『その通りです』と言っているようなものだもの。

　琢磨も同じことを思ったようで、『しまった』と言いたそうに頭を抱えた。

「やっぱりそうなのね。ずっとそうなんじゃないかな、って思ってたのよー。お互い呼び捨てだし」

　頬杖をつき、微笑む真希さん。

「ふたりの雰囲気、ただの同級生って感じじゃなかったしね。……そっか。で、なんで別れちゃったの？」

　そしてニコニコ笑いながらさらりと確信を突いてきた俊哉さんに、絶句してしまう。

　いや、うん。それは一番気になることだと思うけど……いきなりそこを聞きますか？　もっと違う質問があるじゃない。例えば『どっちから告白したの？』とか、『どれくらい付き合っていたの？』とか、『どんなところに惹ひかれたの？』とか。

　俊哉さんがどんな人なのか、なんとなく理解できてしまった。

　そんな私の隣で、琢磨は肩を落とした。

「普通そこから聞きますか？」

　琢磨のもっともな返しに、俊哉さんは「もちろん」と即答だった。

　呆あっ気けに取られる私とは違い、付き合いの長い琢磨は諦めたように淡々と語りだした。

「俺が浮気したからですよ」

　胸がドクンと鳴る。

　琢磨の話は真実だけど……まさかこうもあっさり認められてしまうと、私はどういう反応に出たらいいのかわからなくなる。

「まー！　何それ、たくちゃん最低！　浮気はダメよ。それは、まどかちゃんに愛あい想そ尽かされて当たり前よ」

「そうだな、浮気はいかんぞ。これが結婚していたら訴訟問題になって、絶対負けてしまうパターンだ」

　せめてもの救いは、目の前におふたりがいてくれるということ。

　普通はしんみりしちゃうところを、あっけらかんと流してくれて、ホッと胸を撫で下ろしてしまう。

　だけど、それも束の間、隣から意味深な声が聞こえてきた。

「それはそうですけど、当時の俺は俺なりに、いろいろと思うところがあったんですよ。今なら絶対しないですけどね」

　思わず隣を見てしまうと、優しく微笑む琢磨と目が合う。

「まっ、もう昔の話ですし。何よりまどかは既婚者ですから、この話はおしまいです」

　言いながら、琢磨はさっさと話題を変えてしまったけれど、私の頭の中ではさっきの彼の言葉が駆け回っている。

『いろいろ思うところがあった』って何？　『今なら絶対しない』ってどういう意味？　それって少なからず、琢磨は昔浮気したことを、後悔しているってこと？

　謎が深まる琢磨のセリフに、その後の会話や料理の味など、ほとんど頭に入らないまま、時間だけが過ぎていった。




　歓迎会がお開きになったのは、二十二時を回った頃だった。

「それじゃ、ふたりとも、また来週からよろしくね」

「はい。今日はごちそうさまでした」

「たくちゃーん！　ちゃんとまどかちゃんのこと、送り届けなさいよね！」

「わかってますから、早く乗ってください」

　店先に呼んだタクシーに乗り込むふたりを、琢磨と見送る。

「お疲れ様」

　俊哉さんがすっかり酔っている真希さんを奥に乗せ、自分も乗り込むと、タクシーはそのまま去っていった。

「さて、と。俺たちも帰るか」

「うっ、うん」

　私と琢磨の家は、どちらもここから電車で数分の距離だ。

　酔った真希さんを抱えては、電車で帰れないから、俊哉さんたちはタクシーで帰ったわけで。そうなると、この流れになるのは必然的。

　でも……な。さっきの一件があったからか、琢磨の顔がまともに見られない。このまま最寄り駅まで一緒かと思うと、短い距離ながら気が遠くなりそうだ。

　少しだけ距離を取って歩いていると、それを感じ取ったのか、琢磨の足がピタリと止まり、彼は私をジロリと見下ろしてきた。

　その威圧的な目にたじろいでしまう。

「言っておくけど、俺にはまどかの考えていることなんて、手に取るようにわかるからな」

「……えっ!?」

「さっきの話、気になってるんだろ？」

　さっきの話？　それって……。

　思わず足が止まってしまい、琢磨の様子を窺うように見つめてしまう。

　すると琢磨は、いつになく真剣な面持ちで口を開いた。

「嘘じゃないから。あの頃は俺も、いろいろと思うところがあった。……だから浮気した」

　ずっと聞きたくても聞けなかった彼の言葉に、声を失ってしまう。

　人通りは少なく、車の通りも少なくていつもより街が静かだった。夜の空気は澄んでいて、琢磨の声がいつもより響いて聞こえる。

「でも、今は後悔しているよ。どうしてあんなバカなこと、したんだろうって」

　苦しそうに無理して笑う姿に、胸がギュッと締めつけられてしまった。

『どうして』って言葉は私が言いたいよ。どうして今、それを私に言うの？　苦しそうに無理して笑って言うの？

　わからなくて、私の胸はますます苦しくなる一方だ。

「悪い、帰るか」

　そして、何事もなかったかのように口元を緩め、勝手に自己完結させるから、タチが悪い。それ以上聞けないじゃない。『うん』って言うしかないじゃない。

　聞きたいのに聞けないもどかしさに唇をギュッと噛みしめ、先に歩きだした琢磨のあとを追いかけた。

　そんなことを言われてしまったら、私も後悔しちゃうじゃない。どうして浮気されたって気づいた時、もっと琢磨を問いつめなかったんだろうって。

　そうしたら琢磨は、ちゃんと本音を話してくれた？　もしかしたら私たちは、あのままずっと付き合い続けていられた……？

　昔の苦い思い出と、好きって感情が苦しいくらい蘇ってきてしまう。

　初めてだった。好きになったのも、付き合ったのも。キスもその先も、すべて琢磨が最初だった。そんな彼に浮気されて、今の私ができ上がってしまったのかもしれない。結婚に興味のない私が――。

　もちろん、先に結婚した友人たちの、大変そうな様子を見たのも理由のひとつ。でも、根本的な原因は、琢磨に裏切られてしまったことのような気がする。

　あれから、彼以上に好きになれる人とは巡り会えなかったし、もうあれほど苦しくて悲しい思いは、二度としたくない。

　考えがそこまで行きつくと、昨夜、春樹に抱いた感情の正体がわかった気がした。

　思いのほか、浮気されたことがトラウマになっていて、恋愛対象外の春樹にさえ、してほしくなかったのだろう。仮にとはいえ、春樹とは結婚したわけだし。

　妙に納得していると、前を見ていなかったせいで、突然立ち止まった琢磨の背中に顔をぶつけてしまった。

「痛っ」

　思わず鼻を押さえる。

「……琢磨？」

　突然立ち止まり、何も言わず一定方向をガン見する琢磨。その背中に呼びかけるも、反応がない。

　一体、何を必死に見ているの？

　不思議に思い、琢磨の視線の先を辿っていくと、反対側の歩道を歩くふたつの影。スーツ姿のサラリーマンとギャルっぽい女の子。

　……ん？　なんかあの男の人、見覚えがあるんですけど。

　ふたりが街灯の下を通った時、顔が鮮明に見えて疑いが確信に変わっていく。

　やっぱり見間違いじゃなかった。あれは正真正銘、私の夫である春樹だ。

　しかも何？　女の子に腕を組まれて、嬉しそうにしちゃって。

　最悪な瞬間を目撃してしまった。今までにも何度かこういう場面を目にしたことがある。日によって、別の女の子を連れていることもしょっちゅう……。

　おまけに昨夜、堂々と浮気してくると宣言していたし。だからショックは受けていない。問題なのは、琢磨と一緒にこの現場を目撃してしまったことだ。

　さっきから何も言わない彼の様子を窺うかがうと、春樹を呆然と見つめたまま。

　どうしよう、これ。琢磨は私と春樹の結婚が、友情に基づくものだということを知らない。そんな人が目の前の光景を見たら、普通はどう思う？

　自分が浮気しているわけではないのに、妙にハラハラしてしまっていると、琢磨は急に走りだした。

「え……ちょっと琢磨!?」

　慌てて私もあとを追いかける。

「琢磨、待って！」

　彼が横断歩道を渡ろうとすると、幸いなことに信号が赤に変わり、そこで彼に追いつくことができた。

　けれど、琢磨は険しい顔で車の往来を見ていて、行き交う車がなければ、信号を無視して渡りそうな勢い。

　やっ、やっぱり、そうなりますよね！　どう見ても私が〝夫に浮気されている、かわいそうな妻〟に見えるもの。でも、違うの琢磨。私が自分から浮気してこいって言ったの。そのほうが私にとっても都合がいいの！

　……なんてことを叫べるはずもなく、琢磨の腕をつかみ、行かせまいと必死に踏ん張ることしかできなかった。

「まどか、離せよ！　あれ、どう見ても浮気だろ!?　一発ぶん殴ってくる」

　目尻を吊つり上げ、怒りのこもった声をあげる琢磨に、びびってしまう。

　つかんでいる腕を離したら、あっという間に春樹を殴りに行ってしまいそうだ。

「いいの、琢磨！　私は別に気にしていないからっ！」

　とにかく引き止めたい一心で、つい本音が出てしまった。

「……は？」

　当然琢磨は固まり、『嘘だろ？』と言いたそうに目を丸くし、私を見下ろしてくる。

「なんでいいんだよ。だってあいつはお前の夫だろ？　なのに、どうして見過ごすんだよ」

「それはっ……！」

　琢磨に本当のことなど到底話せず、ただただ下を向くことしかできなかった。

　すると琢磨は『気に入らない』と言いたそうに、舌打ちをした。

「春樹だけは許さねぇ……。まどかを傷つけたんだ、俺にはあいつを殴る権利がある」

「琢磨？」

　どうして琢磨は、こんなに怒りを露あらわにしているのだろう。昔付き合っていたよしみで慰めてくれるならまだしも、春樹に対してこれほど腹を立てるのは、少しおかしくないだろうか。

　疑問をぶつけるように見つめていると、琢磨はバツが悪そうに視線を逸らし、ぶっきらぼうな言葉で語りだした。

「まどかは知らないかもしれないけど、昔……俺が浮気しちまった時、あいつに殴られたんだよ」

「……嘘」

　春樹が琢磨を殴った？

　信じられない話に、琢磨の腕をつかむ手の力が弱まっていく。

「嘘じゃねぇよ。言われたんだよ、あいつに。どうしてまどかを泣かせるようなことをしたんだって。そんな奴に、まどかを任せられるかって」

　琢磨が嘘を言っているようには見えないけど、簡単に信じることなんてできないよ。だってあの春樹だよ？

「なのに、なんだよっ。偉そうなこと言ってたくせに、結局、俺と同じことをするなんて。だからまどかには悪いけど、俺はあいつを一発殴らねぇと気が済まない」

「あっ、待って琢磨！」

　信号が青になったのを横目で確認すると、琢磨は再び春樹のもとへ行こうとして走りだした。

　引き止めようと、今度は背後からガッチリホールドすると、この行動が思いもよらなかったのか、琢磨は勢いを失い、足を止めた。

「なっ……バカ！　何、抱きついてんだよっ」

「いいから戻って！」

　私たちが立ち止まっているのは、横断歩道の途中。

　いつまでも信号が青のままなわけがない。

「ほら、早くしないと信号変わっちゃうから！」

　何も言わない琢磨に強く言うと、彼は渋々了承してくれた。

　ふたりでもとの場所へ戻ると、ちょうど信号は赤に変わり、車の往来が始まった。

　車のライトが私たちを照らしていく中、琢磨は自分を落ち着かせるように息を吐き、私を見据えた。

「悪い、こればかりはふたりの問題だよな。なのに部外者の俺が口出しして悪かった」

　琢磨は申し訳なさそうに下唇を噛みしめている。

　法律上、私たちは夫婦になっているけれど、心までが夫婦になったわけではない。だから春樹が浮気しようが、私は気にしない。それを琢磨に伝える術すべがなく、下を向いたまま、やり過ごすことしかできなかった。

「ううん、そんな……。心配してくれて、ありがとう」

　ごめん琢磨。私には『ありがとう』としか言えない。

「帰ってきたら、春樹をとっちめるから。……だから、もう大丈夫だから」

　これ以上心配させたくなくて、平気なフリをして笑顔で言ったものの、琢磨は苦しそうに表情を歪めた。

「なぁ……昔もそうやって平気なフリして、無理して笑っていたのか？」

　昔……？　無理して笑っている？　琢磨は何を言っているのだろうか。

　首を傾げてしまうと、彼は目を細め、追及してきた。

「気づいてないのか？　まどか、今にも泣きそうな顔してる」

　う、そ……だ。

　どうして私が春樹に浮気されたぐらいで、泣かなくちゃいけないのよ。そもそも泣く理由が私にはない。

「冗談でしょ？　まさか……」

「冗談で言うわけないだろ？」

　次の瞬間、腕を引かれ、私の身体は琢磨の胸の中にすっぽりと収まっていた。

　別れて十年以上経っていても、身体は懐かしい琢磨のぬくもりをしっかり覚えていて、彼の体温にクラクラしてしまう。

「たっ……琢、磨？」

　頭の中まで甘くしびれてしまいそうになりながらも、どうにか声を絞り出す。

「普通はここで泣くもんじゃねぇの？　夫が浮気しているところを見たんだから」

　自分だって、昔浮気したくせに、どうして優しいところは変わっていないの？

「いいから黙って抱きしめられとけ」

　琢磨は、私を抱きしめる腕の力を強めた。

「言っただろ？　後悔しているって。……泣きたい時は、素直に泣け。でないと、いつまで経っても苦しいだけだから」

　なぜだろう。琢磨が言うほど、私はショックを受けていないし、悲しくなんてない。でも、そう言われちゃうと、涙腺が緩んでしまう。

　琢磨が昔と変わらず優しいから？　春樹が宣言通り、浮気していたから？　……それとも昔、私の知らないところで、春樹が琢磨に怒ってくれたから？

　いろいろな思いがどっと押し寄せ、琢磨の言う通り、私は彼の腕の中でわんわん泣いてしまった。

　そんな私に琢磨は何も話すことなく、ずっと背中や髪を撫で続けてくれていた。










「元カレの本音に動揺しています」




　土曜日。せっかくの休日だというのに、朝から気分は最悪だった。

「うわっ！　やっぱり目が腫はれちゃってる。化粧でどうにかなるかな……」

　鏡の前で自分の顔と睨めっこしてしまう。

　昨夜、不覚にも琢磨に抱きしめられたまま、子供のように泣いてしまった。ひと晩明けた今でも、どうしてあれほど涙が出てしまったのか謎だった。

　けれど琢磨は私が泣きやむまでずっと抱きしめてくれていて、落ち着くと、何も言わず家の近くまでタクシーで送ってくれた。

　家に帰ったら、そのままなだれ込むようにベッドに倒れ込んでしまい、気づけば朝になっていた。

　部屋を出ると、春樹は帰ってきたのか、まだ寝ているのかわからなかったけど、幸いなことにリビングにいなくて、逃げるようにバスルームへ飛び込んだのだ。そして泣き腫らしたひどい自分の顔と、ご対面したのである。

　週末はいつも、お互い家でのんびり過ごすところだけど、今日ばかりはなんとなく春樹と顔を合わせるのが気まずい。この顔をさらすのも嫌だし、たまには朝から出かけようかな。

　私は熱いシャワーを浴びて準備をし、玄関に春樹の靴があることを確認して、逃げるように家をあとにした。




　それから近くのカフェでモーニングを堪能し、特に行き先が決まっていなかった私の足は、なぜか図書館へと向かっていった。

『浮気……心が浮わついていて変わりやすいこと。ひとりの異性だけを愛さず、あの人、この人と心を移すこと』

　静かな心地よい空間で、なぜか調べてしまった〝浮気〟の文字。そして解説文を読んでみると、春樹の顔が頭にチラついた。

　もしかしたら浮気という言葉は、春樹のためにあるのかもしれない。

　そして次に調べてしまったのは〝泣く〟について。

『泣く……悲しみ・苦しみ・喜びや痛さなどを抑えることができず、声をあげたり、涙を流したりすること』

　これには首を傾げるばかりだった。昨夜、泣いてしまった理由を知りたい一心で、慣れない辞書なんて引いちゃったけど、説明されてもやっぱりわからない。

　私が泣いてしまったのは、悲しかったから？　いやいや、そんなはずはない。じゃあ、泣いてしまったのはなぜ？　心が揺れてしまったのは、なぜ？

　辞書に並べられているたくさんの文字をしばらくの間、ボーっと見つめてしまった。




「ヤバい、もう夕方だ」

　気づけば、ほぼ一日中図書館にいたことに、愕然としてしまう。

　昔何度も読んだ本を数冊見つけ、熱中して読んでいたら十六時を過ぎていた。

　図書館をあとにし、最寄り駅へと向かう途中、マナーモードにしたままだったスマホを見ると、不在着信と未読メールがいっぱいたまっていた。しかもそのすべては春樹からのもので、目を疑ってしまう。

　足が止まり、しばし立ち尽くしてしまっていると、手の中のスマホが震えだした。

　電話の相手は、春樹。

　行き先も告げずに家を出てきてしまったけど、ここまで電話やメールが来ていたってことは、もしかして何かあったのだろうか……？

　一瞬電話に出るのを躊ちゅう躇ちょしてしまったけれど、本当に何かあったら大変だ。

　覚悟を決め、恐る恐る電話に出ると、いきなり春樹の怒鳴り声が聞こえてきた。

『バカまどかー！　一体、お前はこんな時間まで、どこで何しているんだよっ！』

　あまりの大声に、スマホを耳から遠ざけた。

「声が大きいから！」

　春樹のバカでかい声に、気まずさなど一気に吹き飛んでしまい、いつもの調子で文句を言っている自分がいた。

　再び歩き始め、「ストーカー並みの着信やメールの量は何？」と問いかけると、彼は勢いよく話し始めた。

『早く帰ってこい！　勝手にいなくなりやがって……！　おかげでこっちは散々な思いをさせられたんだ』

「何があったのよ」

　すると、思いもよらぬ答えが返ってきた。

『来てるんだよ、家に』

「誰がよ」

『琢磨だよっ!!』

　やけくそに出された名前に、私の足はまた止まってしまった。

「……冗談でしょ？」

　乾いた声を出してしまうけど、春樹はすぐに言葉を続けた。

『冗談なわけねぇだろ！　本当だからこそ、何度も連絡してるんだろうが！』

　ちょっと待って。なんで琢磨が家に来ているの!?

『おいこら、聞いてるのか？　まどか。……あっ、おい！　何勝手に……っ』

『悪いまどか、勝手に来て。俊哉さんに住所を聞いたんだ』

　騒々しい春樹の声に変わり、落ち着いたトーンの声が耳に響いた。それは間違いなく琢磨の声だ。

『悪いんだけど、帰ってこられる？　……っていうか、帰ってきてくれないと、俺が大嫌いな春樹とふたりっきりで、何時間も過ごした意味がなくなるからさ』

「あっ……うん、ごめん。すぐに帰るから」

　優しい声色に咄嗟に返事をすると、琢磨は『気をつけて』と言って電話を切った。

　その間際、『俺に代われ』なんて言う春樹の声も聞こえてきた。

　どうやら、ただ事ではなさそうだ。

「急いで帰らないと」

　駆け足で駅へと向かい、電車に飛び乗った。




　ガチャリと玄関の鍵を開け、家に入ると、すぐにリビングから駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

「まどかっ！　お前なぁ……！」

　駆け寄ってきた春樹の顔を見た途端、ギョッとしてしまった。

「え、何？　春樹。どうしたの？　その顔」

　驚いてしまうのも無理はない。春樹の下唇は切れて血が滲にじんでおり、左頬は腫れているのだから。

「聞きたいのは俺のほうだ」

　痛そうに顔を歪め、親指で下唇を拭ぬぐう春樹は、鋭い眼差しを私に向けてくる。

　もしかして、もしかしなくても、その傷は琢磨にやられたもの……だよね？　え、じゃあ何？　琢磨は春樹を殴るために、訪ねてきたってこと？

「おい春樹、玄関先で何やっているんだよ」

　春樹にビシビシ睨まれている中、リビングから顔を出したのは琢磨だった。

「琢磨……」

　電話で家にいるってことはわかっていたけど、本当にいるところを見ると、違和感を覚えてしまう。

　それを悟ったのか、琢磨は申し訳なさそうに眉を寄せた。

「悪いな、勝手に上がり込んで」

「あ……ううん、私こそ出かけちゃっていたから」

　昨夜のこともあり、うまく話せないし、顔も見られない。照れ臭くて、前髪を何度も触ってしまう。

「おい琢磨！　俺には謝罪の言葉がないのか？　勝手にやってきて、いきなり殴りやがって！」

「やめて、春樹！」

　勢いよく琢磨のもとへ向かった春樹を追いかけ、慌てて止めに入る。

　それでも、春樹はつかんだままの琢磨の腕を離そうとせず、鋭い視線を送り続けている。

「おまけに殴った理由は、『まどかが帰ってこない限り、話さない』って、ずっと居座り続けるし。何言ってもシカトしやがって……！」

　敵対心をむき出しにし、興奮している春樹とは違い、琢磨はどこか落ち着いている。そして、まるで汚いものでも見るように春樹を眺めている。

「離せよ、くそ野郎が」

「なっ……！　なんだと!?」

　琢磨には似つかわしくない汚い言葉に、春樹は声を荒らげた。

　春樹は、今にも琢磨を殴ってしまいそうな勢いだ。

「もー、いい加減にして！　春樹も琢磨も！」

　無理やりふたりの間に入り、交互に睨みつける。

　冷静さを取り戻したのか、春樹はつかんでいた琢磨の腕を離すと、ふたりともバツが悪そうにそっぽを向いてしまった。

「コーヒーでも淹れるね」

　このままでは落ち着いて話もできないと判断し、先頭を切ってリビングへ向かうと、背後からふたりも渋々ついてきた。




「はい、どうぞ」

　コーヒーメーカーで三人分のコーヒーを淹れ、リビングに戻ると、春樹と琢磨はお互い目を合わさず、対面するかたちでソファに座っている。

　私はそれぞれのコーヒーが入ったカップを並べたあと、お誕生日席に当たる絨じゅう毯たんの上に座ったものの、どうしたものかと頭を悩ませてしまう。とりあえず、一旦頭を落ち着かせようと、自分で淹れたコーヒーをズズッと啜すする。

　気まずい空気を壊したのは、私ではなく琢磨だった。

「春樹、どうして俺がわざわざ休みの日に訪ねてきてまで、お前のことを殴ったのか教えてやろうか？」

「それはぜひ教えてほしいね」

　先ほどよりは冷静に話すふたりだけど、こっちはハラハラしてしまい、ここで口を挟むべきかどうか判断に迷ってしまう。

「それは、お前が一番よくわかってるんじゃないか？」

「はぁ？　どうして俺が」

　怪け訝げんそうに顔をしかめる春樹に、琢磨は鋭い視線を向けた。

「わかるだろ？　高校時代、俺が浮気したと知って、わざわざ殴りに来たお前なら」

　一瞬にして春樹の表情が強張っていく。

　その話を昨夜聞いた時は、琢磨には悪いけど半信半疑だった。

　でも、今の春樹は明らかに動揺していて、なぜか私の様子をチラチラと窺っている。

　そんな姿を見せられてしまったら、真実なのではないかと思わされてしまう。

「どうして、そんな昔話を持ち出してくるんだよ。つーか、なんでお前が今さらまどかの周りをうろついてるわけ？　お前ら、もうとっくの昔に終わってるじゃねぇか」

　息つく間もなく言う春樹を、琢磨は鼻で笑った。

「まどかから、何も聞いてないわけ？　俺ら今、同じ職場で働いているんだけど」

「……は？　同じ職場？」

　すぐにこっちを見てくる春樹に、ハッとする。

　そういえば私、春樹に言っていなかった。今の会社に琢磨がいるってことを。別に内緒にしたくてしていたわけじゃないけれど。

　言う機会がなかったというか、話す必要がなかったというか、それどころではなかったというか……。

「ごめん、言うの忘れちゃってたね」

　謝ってはみたものの、春樹は表情を歪めた。

「あぁ、聞いてなかったな。もし聞いてたら、就職を勧めなかったよ。誰が賛成するか！　まどかを傷つけた琢磨と一緒に働くなんて」

「それはお互い様だ。俺だって、もっとまどかと早く再会していたら、お前との結婚を全力で阻止してやったよ」

　再びケンカ腰になるふたり。どうして、ふたりはこんなに仲が悪いの？

　少なくとも、中学時代までは親友と呼べるほど仲がよかったのに。

「まどかの気持ちを踏みにじったお前に言われる筋合いはねえよ。……高校時代、まどかを誰よりも泣かせたのはお前だろ？」

　途端に、琢磨は下唇を噛み、拳をギュッと握りしめた。

「それに、たとえ琢磨に止められても、俺はまどかと結婚してたっつーの！」

　売り言葉に買い言葉だったはず。それなのに、なぜか私の胸は騒ぎだす。

　なんで乱されるの！　春樹は絶対、私のことなんて、なんとも思ってない。

　ただ琢磨と張り合うためだけに言った言葉なのに、いちいち反応してしまう自分が憎い。

「それほどまどかと結婚したかったなら、どうして結婚した今、浮気してんだよ」

「……は？　浮気？」

「あぁ、まどかから聞いてないのか？　昨夜、ふたりで見たんだよ。お前の浮気現場を！」

　いつになく声を荒らげる琢磨に、春樹は唖然としてしまった。まさか私と琢磨に見られているとは、夢にも思わなかったのだろう。

　押し黙ってしまった春樹に、琢磨は続けた。

「俺と同じことをして、まどかのこと傷つけてるんじゃねぇよ！」

「琢磨……」

　無意識に琢磨の名前を呼んでしまう。

　昨日も思ったけど、どうして琢磨は私のためにそこまで怒ってくれるの？　春樹のことを殴っちゃうほど、どうしてそこまで……。

　胸に何かが突っかかっているようで、心がざわめく。

「だからお前を殴ったんだよ。まどかが泣いてたっていうのに、お前が呑気に出てきたから」

「泣いてた？　まどかが？」

　春樹は信じられないと言いたそうな声をあげ、私をジッと見つめてくる。

　気まずくて目を逸らしたけど、それでも感じる視線に変な汗が流れそうになる。

　私が泣いてしまったことは事実だ。それに琢磨からしてみれば、夫に浮気された私が泣くのは、当たり前のこと。

　でも春樹にしたら、耳を疑ってしまうだろう。私と春樹の間にあるのは友情のみ。なのに自分が浮気したくらいで私が泣いた……なんて、驚くに決まっている。

　どうしよう、顔を上げられないんですけど。

　いよいよ汗が流れそうになった時、琢磨が声をあげた。

「まどかのことが好きだから、結婚したんだろ？　だったら昔の俺のように傷つけずに、ちゃんと大切にしろ。俺が言いたいのはそれだけだ」

　そう言うと琢磨は立ち上がり、呆然とする春樹に目もくれず、リビングを出ていく。

「あっ……琢磨！」

　咄嗟にあとを追ってしまった。

　けれど琢磨は立ち止まることなく足を進め、「お邪魔しました」とこちらを見ることなく言うと、玄関から出ていってしまった。

「琢磨、待って！」

　慌てて私も靴を履はき、あとを追いかける。

　すると、私が追いかけてくることを想定していたように、数メートル先の廊下で琢磨が待ちかまえていた。

「琢磨……」

　彼はゆっくりと歩み寄ると、眉を下げ、謝ってきた。

「悪かったな、突然来て」

「ううん、そんな。あのさ、琢磨……」

『どうして私のために、怒ってくれたの？』

　聞きたいのに聞けない。なぜか言葉が出てこなかった。

　けれど、琢磨には私が聞きたいことが伝わってしまったのか、ますます困ったように眉を下げた。

「まどかとはもう二度と会えないと思ってた。だから今さら俺の気持ちを伝えることは、一生ないと思ってたんだけどさ、まさかの再会を果たしちまったわけだ」

　語りだした琢磨の話に耳を傾けた。

「なぁ、まどか。……どうして俺が浮気したか、わかるか？」

　浮気した理由？　それはただひとつしかないでしょ？

　当時のことを思い出すと、いまだに胸がチクッと痛んでしまう。

「私に飽きちゃったから……でしょ？」

　そうだ。それ以外に理由があるはずはない。

　それなのに、琢磨は首を横に振った。

「ハズレ。言っておくけど、まどかに飽きたことなんて一度もないから。……好きだったよ、お前のこと」

　瞳を大きく揺らし、悲しみをこらえるように唇を噛みしめる琢磨に、目を見張る。思いがけない告白は、私の胸にズンと響き、私を簡単に動揺させていく。

「じゃあ、どうして浮気なんてしたの？」

　ずっと聞きたくても、なかなか聞けなかった。

　十年以上の時を経て、ようやく問いかけることができた質問に、彼は震える声で答えてくれた。

「好きだったからだよ。……まどかが好きだったから、浮気した」

「……理由になってないよ、それじゃ」

　好きだから浮気した、なんておかしいじゃない。十年経った今でも、琢磨はちゃんと話してくれないの？

　悲しくて切なくて、胸が苦しくなる。

　なのに、琢磨は無理難題を押しつけてきた。

「わかれよ。俺の気持ち」

「そんなの、わかるわけないじゃないっ」

　もどかしさに声を張り上げてしまう。

　けれど、琢磨は至って冷静だった。

「好きだから不安だったんだよ。……いや、ずっと不安だった。幼い頃からまどかのことが好きだった。でもお前の隣には、いつも春樹がいただろ？　いつもふたり一緒で、俺は入り込めないって諦めてたから」

　初めて聞く琢磨の本音に、耳を疑ってしまう。まさか琢磨がそんな風に感じていたなんて、思いもしなかった。

「だけど、やっぱり諦められなくて、ずっとしつこくお前に片思いしていたよ。付き合えた時は、どんなに嬉しかったか。でも、それと同時に、ますます不安になったよ。気づいていないだけで、まどかと春樹は互いを想い合っているんじゃないかって。そうなったら、俺はフラれちまうんじゃないかってな」

「……そんな」

　次第にうつむいていく琢磨を前に、悲しみが込み上げる。

　あの頃の私は、本気で琢磨のことが好きだったのに。それなのに、こんなにも琢磨を不安にさせていたなんて、知らなかった。

「まどかから春樹の話を聞くたびに、怖かったよ。だから、少しでも気を引きたかった。もっと俺を好きになってほしかった。……俺が離れていくかもしれない、そう思って悲しんでほしかった」

　過去の胸の痛みを訴えるように話す琢磨。

　その声で、私の心は悲しみと苦しみで埋うめ尽くされていく。

　私にとって、春樹はずっと仲がいい幼馴染みだった。でも、琢磨はそう思っていなかったんだ。私の軽はずみな言動が、いつも琢磨を苦しめていたんだ。

「今思うと、情けないくらいガキだったと思うよ。浮気をすることでしか、まどかの気持ちを俺に向けさせることを思いつかなかったんだからな。だから春樹に殴られても、何も言い返せなかった。まどかと別れたくない、好きだって伝えられなかった」

　あまりに胸が苦しくて、拳をギュッと握りしめてしまう。

　それに気づいてか、琢磨は顔を上げ、無理して笑った。

「だからだよ、俺が春樹を殴りに来たのは。ただ単に昔の罪滅ぼしをしたかっただけなのかもしれない。今も後悔しているから。自分が傷つけてしまった分、もう二度とまどかには悲しい思いをさせたくない、幸せになってほしいって願ってるから」

　浮気のことは、ずっと気になっていた。なぜしたのか、聞きたくてたまらなかった。

　でも、今は後悔に襲われている。

　だって、こんな琢磨の本音なんて、知りたくなかったよ。ちゃんと好きでいてくれたのに、それに気づけなかった自分が悪いんじゃない。

　琢磨ともっときちんと向き合っていたら、彼が抱いていた不安にも、気づくことができていたかもしれないのに。そう思うと、胸がはち切れそうだ。

「春樹としっかり話し合えよ。また月曜日な」

「あっ……」

　軽く私の頭を叩くと、琢磨はすぐにエレベーターに乗り込んでいってしまった。

　私は動くことができず、呆然と立ち尽くしたまま。自然と手が向かう先は、さっき琢磨が触れた自分の頭。

「どうして今、なんだろう……」

　もっと早く知りたかった、琢磨の本音を――。

　そうすれば私たち、今も笑って一緒にいられたのかな？　私がちゃんと気づけていたら、お互い傷つかずに済んだ？

　悲しいのに昨夜みたいに涙が出てこないのは、なぜだろう。今も胸が張り裂さけそうなくらい、苦しくて仕方ないのに。

　けれど、いくら後悔したって、もう昔には戻れない。それをわかっているから、琢磨は私のために怒ってくれて、春樹を殴ったんでしょ？　さっき言っていたように、昔を後悔しているから罪滅ぼしに来てくれたんでしょ？

　ねぇ、琢磨。私も琢磨と同じように後悔しちゃっているの。そんな私が琢磨にできる罪滅ぼしって、一体何かな？　春樹と友情結婚した私にできることなんて、ある？

　初めて知った事実に動揺し、心は大きく揺らされてしまっていた。










「夫だけは、絶対に好きになってはいけません！」




　琢磨が帰ってから、どれくらいの時間が過ぎただろうか。太陽はすっかり沈んでしまい、マンションの廊下の明かりが灯ともされ始めた。

「おい、いつまでそうしているつもりだ？」

　気配なく聞こえてきた声に、身体が大きく反応してしまう。

　振り返ると、ドアにもたれかかるように立っていたのは、春樹だった。

「そうやってたそがれてたら、ご近所に夫婦ゲンカしたのかって思われるから、そろそろ部屋に入ってきてくれない？」

「ごめん」

　足早に家へと向かい、促されるまま中に入ると、すぐに春樹は玄関のドアを閉め、部屋に上がろうとした私の腕をつかんだ。

「え……何？」

　彼の真剣な瞳は、私の目を捕らえて離さない。

「聞きたいことがふたつある」

「……ふたつ？」

　らしくない春樹に緊張が増す。

　おまけにさっき、琢磨に昨夜のことをバラされてしまった手前、気恥ずかしい。それに、今、頭の中は琢磨のことでいっぱいだ。

「ごめん、明日でもいいかな？　今日はずっと出かけていたから、疲れちゃって」

　やんわり断り、つかまれた腕をほどいてもらおうと動かすも、さらに強い力でつかまれてしまった。

　春樹は表情を変えぬまま、一歩近づいて「無理」と力強い声で言った。

「無理って……」

「明日まで待てるわけないだろ？　琢磨からいろいろ聞かされて。それと悪いけど、ドア越しに聞かせてもらったから。……さっきの琢磨との話」

　嘘……やだ。さっきの話全部、春樹に聞かれちゃっていたの？

　動揺する私に春樹は話を続けた。

「意外だったよ、あいつがあんなことを思っていたなんて。……全然知らなかった。昔とはいえ、あそこまで悩んでいたとか」

　徐々に小さくなっていく春樹の声に比例するように、私の目線も下がるばかり。

　そう、だよね。私だって気づけなくて、今こんなにも後悔しているんだもの。それは春樹だって同じはず。

「そこでひとつ目の質問。さっきの話を聞いて、率直にまどかはどう思った？　琢磨とやり直したいって思ったか？」

　唐突な質問に、返答に困る。

　どうしてそんなことを聞くのだろうか。なら私だって聞きたいことがある。

「逆に聞くけど、私が琢磨とやり直したいって言ったら、春樹はどうするつもりなの？」

　そうよ、いくら私たちの間に愛情がないといっても、私たちはもう、法律上、夫婦になってしまったのだ。

　私は腕をつかまれたまま、春樹と見つめ合う。彼の表情は変わらなくて、何を考えているのか全然わからない。

　だから聞きたい。……どうするつもりなの？

　少しの沈黙のあと、春樹はゆっくりと口を開いた。

「そんなの、俺が聞きたいよ」

「……え？」

　途端に春樹は、苦しそうに表情を歪めた。

「まどかと琢磨が別れる原因を作ったのは、俺だろ？　俺がいなかったら、お前らは今も関係が続いていて、まどかと結婚するのはあいつだったかもしれない」

　吐き出された思いに、私は首を横に振り、慌てて声をあげた。

「それは違うよ、春樹。……琢磨の気持ちに気づけなかった私が悪かったの」

　そうだよ、春樹は何も悪くない。悪いのは私。

「琢磨と付き合えて嬉しくて、でも、ふたりっきりの時間はすごく緊張しちゃって、無意識のうちに春樹の話ばかりしていたの。そりゃ琢磨からしてみれば、不安にもなっちゃうよね」

　あの頃は、琢磨と気まずくならないように必死だった。私と琢磨の共通の話題といったら、どうしても春樹の話になっちゃうから。

「それに、もう過去のことだから。春樹も聞いてたんでしょ？　さっきの話。私も琢磨も、戻りたいなんて思ってないから」

　あまりに春樹が苦しそうに顔を歪めるから、必死になってしまった。そんな顔、してほしくない一心で。

　私の気持ちは春樹に届いたのだろうか？　私は唇を噛みしめ、私の腕をつかんで離さない春樹の様子を窺うばかり。

「春、樹……？」

　何も話さない彼の名前をそっと呼ぶと、春樹は顔を伏せ、ポツリと呟いた。

「じゃあ、もうひとつの質問。……なんでまどかは昨日、泣いたわけ？　琢磨が言ってたこと、嘘じゃないんだよな？」

　ゆっくりと顔を上げた春樹の瞳が、私にまっすぐ向けられる。

「それ、は……」

　焦りと緊張でたじろいてしまう。

「もう見慣れてる光景だろ？　同じような場面、今まで散々、目撃してきたんだから」

　春樹の言う通りだ。それはもう嫌になるくらい見てきた。中学時代から友情結婚した今に至るまで、ずっと。

　結婚当初は、何も感じていなかった。ただ、迷惑かけてくれなければいいと思っていたのに――。

　すると、春樹は意外な事実を明かし始めた。

「言っておくけど、昨日、俺は浮気なんかしてないからな」

「え……嘘でしょ？」

　信じがたい話に、瞬きするのも忘れて彼を見つめてしまう。

　そんな私に、春樹は力強い声で言った。

「確かに浮気しようと思って、会社の女の子と一緒にいたけど、ずっとお前のことが頭から離れなくて……。全然楽しめなくて、ただ食事をしただけだ」

　本当なの？　春樹が言っていることは……。

「それなのに、何、勘違いして泣いてるんだよ」

　言葉が出ない私に、春樹は追い打ちをかけていく。

「何か言えよ、まどか」

　春樹は黙ったままの私にしびれを切らしたように、腕をつかむ力を強めてきた。痛みに顔をしかめるも、春樹は一向に力を弱めてくれない。

『何か言え』って言われても困る。これまで不特定多数の女の子と遊んできた春樹が、昨夜は何もせず帰ってきたなんて、動揺せずにいられると思う？

　それでも何か言わなくては……と、必死に頭をフル回転させる。

　いいじゃない、ここはいつものノリで『琢磨がいたから演技をしただけ』ってごまかせば。適当に理由を並べて、切り抜ければいいだけの話。

　そう思っていても、声が出ないの。私の心は乱されたまま。いつものノリで、嘘をつくこともごまかすこともできないよ。私が泣いてしまったのは、演技でもなんでもなかったから。

「なぁ……何も言わないってことは、俺のいいように解釈してもいいってことか？」

「え……キャッ!?」

　つかまれていた腕を離されると、代わりに私の腰にがっしりと両腕が回され、グッと身体を引き寄せられた。

「春樹……？」

　顔を上げれば、春樹の端正な顔が目と鼻の先にあり、澄んだ瞳に私の戸惑う顔が映し出されているのが見える。

　途端に、身体が硬直してしまった。

「まどかとは、昔から一緒にいるのが当たり前で、ずっとただの友達としか思っていなかったよ。なのに、高校の時、まどかが琢磨と付き合い始めたって聞いて、寂しくなったんだ」

　寂しい？　春樹が？

　思いがけないセリフに、耳を疑ってしまう。

「でも、それはなんつーか……まどかとは兄妹のように育っただろ？　だからだと思った。いつも一緒に過ごしてきたけど、これからはそうじゃなくなるのかもしれないって思うと寂しくて。だからあいつが浮気したって聞いた時は、友達として許せなくて殴ったんだけど……」

　言葉を詰まらせた春樹の大きな手が、そっと私の頬に触れた。

　彼の手は思いのほか冷たくて、ひんやりとした感触に一瞬目をつぶってしまう。

「さっきふたりの話を聞いていて、それは間違いだってことに気づいた」

　顔を歪ませ、苦しそうに絞り出された声に、胸が高鳴る。

　間違いってどういうこと？　春樹は何が言いたいの？

　鼻と鼻が触れてしまいそうな距離で見つめ合い、春樹は私の頬を優しく撫でながら、囁くように言った。

「俺……まどかのこと、琢磨に取られたくなかったんだと思う。今だってそう。お前のこと、琢磨に渡したくない」

　独占欲とも受け取れる発言に、クラクラしてしまいそうだ。

「どうして……そんなことを言うの？」

　知りたい一心で、震える声で問いかければ、すぐに答えが返ってきた。

「俺、この歳になっても〝好き〟って気持ちがいまいちよくわからなかった。可愛いなとか一緒にいると楽しいとか、それが好きって感情なんだと思っていたけど……相手を独占したいと思ったことはなかった。でも、まどかに抱いている感情は違う。誰にも渡したくないって思ったり、嫉妬して嫌な気持ちになったり、イライラしたり。負の感情も同時に抱いてしまう。だけど、それが好きってことだろ？」

「それ、は……」

　春樹の言う通りだ。人を好きになると、楽しいことや嬉しいことばかりじゃない。

　不安になったり自分の気持ちを理解してほしくて悶々としたり。嫉妬して自己嫌悪に陥ったり。いろいろな感情に支配されてしまうもの。

　当たっているからこそ、返答に困る。

「本当はまどかが実家で酔った日から、お前のことを女として意識し始めていたんだ。だから昨夜も楽しめなかったんだと思う。素直に認めたくなくて、気持ちに蓋ふたをしていただけで、あの日から……いや、本当は、俺はずっと前からまどかのことが好きだったのかもしれない」

　熱っぽい瞳で私を見つめたまま伝えられる〝好き〟って言葉に、呼吸をするのも困難になってしまう。

　春樹が言っていることは、嘘じゃないの？　疑わずにはいられないよ。簡単に信じられる？　春樹が私のことを、好き……だなんて。

　一向に胸の高鳴りが収まらない。

「で？　お前の気持ちはどうなんだよ。こっちは心のうちを全部さらけ出したんだ。いい加減、話せ」

　頬に触れていた手は離れていき、急かすように言ってくる。

「どうして泣いたんだよ、まどか」

　聞かれたって困る。頭の中はすでにパンク状態で、何より……。

「そんなの、私だってわからないよ」

「は？　どうしてだよ」

　ムッとする春樹に一瞬怯ひるんでしまうも、負けじと彼を見上げ、素直な自分の気持ちを伝えた。

「仕方ないじゃない！　なんか泣けちゃったのよ」

　早口でまくし立てると、春樹は面食らったように目を見開き、そして大きく息を吐いた。

「それ、理由になってねぇんだけど」

　ごもっともな言い分に、返す言葉が見つからない。

　すると春樹は、度肝を抜くような打開策を提案してきた。

「じゃあさ、今からキスするから」

「はい？」

　一気に表情は崩れてしまい、軽蔑にも似た声が出てしまう。

「冗談じゃねぇから。……嫌ならよければいい」

「何言って……っ！」

　すぐに文句を言ってやろうと思ったけれど、言葉が続かなかった。

　再び春樹の大きな手が私の頬を優しく包み、男の色気を含んだ瞳が向けられてきたから。

　春樹は本気だ――。

　咄嗟に理解できてしまい、身体が石のように動かなくなる。

　春樹は指先で私の唇をなぞると、今度は私の髪を慈しむように撫でていく。

　その姿は見とれてしまうほど妖よう艶えんで、ドキドキが止まらない。

　キスするからって何？　嫌ならよければいいってなんなの？

　混乱している間も目を細め、愛しそうに私を見つめてくる。

　春樹の気持ちを簡単に信じることなんてできないし、自分の気持ちだってわからないのに、キスなんかしちゃったら絶対ダメ。

　頭ではそう拒否していても、なぜか心では拒めない、拒みたくない自分がいる。もし……春樹とキスをしたら、昨夜、私が泣いてしまった謎が解けるのだろうか。

　ゆっくりと近づく情熱を含んだ彼の瞳に、吸い込まれていく。

　春樹が少しだけ顔を横に傾けた瞬間、もう拒むことなんてできない、そう思った。

「まどか……」

　吐息交じりに囁かれた自分の名前に、鼓動がますます速まる。

　春樹のこと、好きか嫌いかと聞かれたら、『好き』って答えると思う。

　でも、それはずっと友達としての好きだと思っていたけど……私も違ったのかな？　本当は、ずっと昔から春樹のことが好きだった……？

　答えの出ない問題に頭を悩ませているくせに、縮まる距離に合わせるようにゆっくりと瞼を閉じた。真っ暗な世界で唇に感じる感触に、さらにギュッと目をつぶる。

　触れるだけのキスはすぐに離れていき、恐る恐る目を開ければ、春樹の熱を帯びた瞳が視界に飛び込んでくる。

「……んっ！」

　再び重ねられた唇に、思わず声が漏れてしまう。

　その声に触発されたように、春樹は何度も角度を変えて、キスを落としてくる。

　久しぶりのキスに、されるがまま翻ほん弄ろうされていく。

「春、樹……苦しっ」

　いつまで経っても離れてくれない唇に息苦しさを覚え、彼の胸を叩きながら訴えるも、一向にやめてくれない。

「無理」

　そう聞こえたかと思うと、口づけはより深いものに変わっていった。

　琢磨に殴られてできた傷が唇に当たり、一瞬にして口の中に広がる鉄の味に、目眩を起こしてしまいそうになる。

　重なる唇、密着する身体、あがる息――。

　すべてに羞しゅう恥ち心しんを煽あおられ、何もかも忘れてしまいそうになる。

　春樹との間にあるのは、友情のみ。そう信じて疑ってこなかった。けれど何も考えず、理性さえも取っ払って本能に従ってしまおうか……。

　そう思ってしまった時、唇が離れると同時に、素早く靴を脱がされ、春樹に抱き上げられてしまった。

「春……樹？」

　キスの余韻が抜けなくて、春樹を見つめると、彼は苦しそうに表情を歪めた。

「そんな顔すんなよ、ベッドまで待てなくなるだろ？」

　そう言うと、彼自身も靴を脱ぎ、私を抱き上げたまま歩きだした。

　大きく揺れる振動に、徐々に頭の中がクリアになっていく。

「ちょっ、ちょっと、どこに連れていくつもり？」

　いや、その前にどうしてキスをしてしまった、私!!

「今さらそれを聞くか？　あんなキスしておいて。悪いけど、今日は寝かせねぇから」

　艶つやっぽく男の色気が漂う彼に、顔が熱くなっていく。

　いやいや、ここで顔を赤くさせている場合じゃない。このまま寝室まで連れていかれちゃったら……！

「無理、無理。下ろして！」

　なんとしても逃げなくては！

　無我夢中で手足をバタつかせ、必死に抵抗する。

「はぁ？　何言って……！　あっ、こらバカ！　暴れるなよっ」

「暴れるに決まってるでしょ!?　下ろして！」

　ジタバタしていると、春樹の腕の力が緩む。

　その一瞬の隙をついて、私は飛び下りた。尻しり餅もちをついてしまうも、痛みを感じる余裕もなく立ち上がり、自分の部屋に逃げ込んで鍵を閉めた。

「まどかっ、てめっ……！」

　身体中の力が抜けてしまい、そのままドアにもたれかかるように座り込んでしまう。

　すると、春樹が勢いよくドアを叩いてきた。

「人をその気にさせておいて、逃げてんじゃねぇよ！」

「無理！　絶対に無理！」

　思わず耳を塞ぐ。

　私ってば、どうかしちゃってる。春樹のキスを受け入れて、おまけにちょっと……いや、かなり夢中になっていたなんて。

　あわよくば、このままずっと……なんてバカなことも、感じちゃっていなかった!?

　ギャー！　何やってるのよ、私!!　人生最大の失態じゃない！

　好きかどうかわからない、しかも長年、友人関係にあった幼馴染みの春樹と、あんなキスをしちゃうなんて……！

　後悔に悶もだえている最中も、春樹の抗議は続いていた。

「卑怯だぞ！」とか、「飢え死にさせる気か！」とか、「ヤリ逃げ」とか。

「とにかく無理だから！」

　それでも無理と訴え続けると、ドア越しにいてもわかるくらい、盛大なため息が聞こえてきた。

「好きな女としたいって気持ち、わかれよな」

　今度は諭すように言われたけど、私の心が動くわけがない。

「何を言われても無理です、ごめんなさい」

　すぐに返事をすれば、諦めたのか春樹の足音が遠ざかっていく。少しすると、シャワーの音がし始めたので、お風呂に入ったようだ。

　その瞬間、安あん堵どし、ホッと胸を撫で下ろす。

　真っ暗な部屋の中、異様に響く自分の心臓の音も、少しずつ落ち着きを取り戻していく。冷静になると、とんでもないことになってしまった、と後悔の渦に襲われる。

　しかも、何？　春樹が私を好きかもしれない？　琢磨との話を聞いて、ちょっと喪失感に陥っただけじゃないの？　それに何よ、高校時代、私に内緒で琢磨を殴ったなんて――。

　春樹は昔から私のよき理解者で、なんでも気兼ねなく話せる相手だった。私が落ち込んでいるとすぐに気づいてくれて、何げない言動で励ましてくれて……そして、いつだって私の味方でいてくれた。

　そう思うと、胸がトクンと鳴る。

　そうなんだ。いい奴なんだよ、春樹は。それなのに、急に男の色気を全開にしちゃって……！

　思い出してしまうのは、さっきのキスと春樹の熱い吐息。

　あぁ～、もう！　これじゃあまるで、私も春樹のことが好きみたいじゃない。

　結婚しているんだから、お互いのことを好きなのは当たり前なこと。今さら好きになっても、なんら問題ないのかもしれない。

　それでも、素直に認めたくないのは、長年一緒にいて春樹がどんな男か知っているから。

　浮気は当たり前で、女の子を取っ替え引っ替え。『若いうちは遊んでなんぼ！』って言うような奴だもの。今は私に気があるようなことを言っているけど、明日になったら、もう心変わりしているかもしれない。

　そんな男を好きになったら、どうなっちゃうかくらい、想像しなくてもわかる。

「ない……！　春樹だけは、絶対にあり得ない……！」

　ドキドキする胸を押さえながら、自分にそう、何度も言い聞かせていた。










「夫とデートしてきます」




　朝日がカーテンの隙間から差し込み始めて、どれくらいの時間が経ったのだろうか。

　布団から顔を出し、時計を確認すると、アラーム設定時刻の一分前だった。

「そろそろ起きないと……」

　ベッドから起き上がり、アラームを解除した。

　幼い頃から何度も『このまま朝が来なければいいのに……』と思ったことがある。大嫌いな発表会やテストなど、嫌なことがある前日の夜とかに。

　だけど、今回ほど強く思ったことはないかもしれない。昨日のままで、一生時間が止まってほしかった。そうすれば、春樹にも琢磨にも顔を合わせずに済んだのに。

　なんて、子供染みたお願いをしたところで、今の状況が変わるわけではない。

　おまけに今日は月曜日。また忙せわしない一週間が始まる。

　ベッドから渋々起き上がり、カーテンを開けると、雲ひとつない快晴。青空を見たら、少しだけ気持ちが晴れた気がした。

　昨日はひたすら春樹から逃げていた。朝早くに起きて家を飛び出し、一日中外で過ごして夜遅くに帰宅。もちろん外出中、何度か春樹から連絡が来たけれど、そこは完全スルー。

　おかげで、昨日は春樹と一度も顔を合わせずに済んだけど……一緒に暮らしている以上、このままでいるわけにはいかない。

　そのことに昨日気づき、『明日からは逃げないで立ち向かおう！』と意気込んだわけだけど、いざ、朝が来てしまうと気が重い。

　一昨日おとといの春樹を思い出せば……うん、完全にご立腹に違いない。

　春樹は『よければいい』って言ったのに、彼のキスを受け入れてしまったのだから。それなのに、途中で逃げた。……うん、最低女だ。

　せっかく上向きかけた気持ちが、また下降していく。昨日からこの繰り返しだ。

　でも、そろそろ朝の準備に取りかからなくては、出勤に間に合わなくなってしまう。

　まずはコーヒーでも飲んで落ち着こう。春樹の起きる時間は、まだまだ先だし。

　しかし、ドアのほうへと向かうと、何やら物音がして、足が止まってしまう。ドアに耳を当てると、カチャカチャと食器が触れ合うような音が聞こえてきた。

　え？　春樹はもう起きてるの？

　まさかの事態に、恐る恐るドアを少しだけ開け、リビングの様子を窺うと、鼻をかすめたのはコーヒーの香り。それに、何かを焼いている音もする。もしかして春樹が朝食を作っているの？

　信じられない事態に、ドアを開けると、キッチンにはエプロンをつけた春樹が立っていた。

　春樹がご飯を作っているところなんて、初めて見た。

　呆然と立ち尽くしていると、気づいた春樹は眩しい笑顔を向けてきた。

「おはよう、まどか。もう少しでできるから、先に着替えてこいよ」

「え……あっ、はい」

　春樹にこんなセリフを言われる日が来ようとは……別人のような彼に戸惑い、そりゃ敬語にもなってしまう。

　顔を洗うためバスルームに行くと、昨日までたっぷりたまっていた洗濯物がキレイさっぱりなくなっていた。

　……ってことは、これも春樹がすでに干してくれたってこと？

　信じられず、固まってしまう。

　え、だって一昨日の夜、春樹ものすごく怒ってたよね？

　なのに早起きして、洗濯物を干したり、ご飯の準備をしてくれたり。それにあの笑顔……！　もしや何かよからぬことでも、考えているの？

　春樹の好意を素直に受け入れられないのは、長年一緒にいたからこそ。

「まどかー！　もう準備できたぞー」

　ふいに、キッチンから私を呼ぶ陽気な声が聞こえてきた。

「ごめん、今行くー！」

　素早く顔を洗い、着替えだけ済ませてキッチンへと戻っていく。

　するとダイニングテーブルには、淹れたてのコーヒーとトースト、目玉焼きにベーコンといったメニューが並べられていた。

「これ、春樹が全部用意したの？」

　目をパチクリさせて聞くと、彼は照れ臭そうに鼻をこすり、はにかんだ。

「当たり前だろ？　俺のほかに誰が作るっていうんだよ」

「それはそうだけど……」

　いつも私が作って当たり前、みたいな雰囲気だったのに。

　テーブルに並べられた朝食をまじまじと眺めていると、急に「あのさ……」と言葉を濁した。

「まどかから見て、俺は最低な男だろ？」

　そこは否定できず、素直に頷くと、春樹は「だよなー」とガックリうなだれた。

「だから頑張って変わろうと思って」

「え、変わる？」

　首を傾げると、春樹は真剣な面持ちで大きく頷いた。

「昨日一日、ずっと考えていたんだけど、やっぱり俺はまどかのことが好きだよ。いつもみたいにすぐ心変わりすることはないと思う。だってそうだろ？　今までずっと一緒にいて、やっと気づいたんだから」

「春樹……」

　春樹が私を好きだなんて、信じられないってずっと思っていたから面食らってしまう。でも、こんな風に真面目に言われちゃったら、嫌でも本当なんじゃないかって思わされちゃうじゃない。

「それと一昨日は悪かった。なんかこう、気持ちが昂って我慢できなくて、つい……。でも、もう二度と無理やりとかしないから！　……大切にしたいし」

　照れ臭そうに話す春樹に、これは夢なのではないか？と疑ってしまう。

　本当に、一体どうしちゃったの……？

　こんなの、私が知っている春樹じゃない。私が知っている春樹はもっとふざけた奴で、誠心誠意なんて言葉が、一切似合わないような奴だったのに。

「これからは、家のこともなるべく手伝うようにするから。……とりあえず食おうぜ。遅刻しちまう」

「あっ、うん」

　言われるがまま席に着き、春樹が用意してくれた食事を食べている最中も、やっぱり夢の中にいるように思えてならなかった。

　私を好きとか、これからは家事をやるとか、無理やりしないとか……。

　簡単に信じることができず、食事中も彼の様子を窺ってばかりだった。




「おはよう、まどか」

「おっ、おはよう……」

　朝から微妙に疲れた身体で家を出て、会社の最寄り駅の改札口を抜けた時、突然、声をかけられた。

　つい声がどもってしまう。だって私を待っていたのは琢磨だったから。

　たくさんの人が行き交う駅前で、琢磨が私のほうへと歩み寄ってくるうちに、一昨日の記憶が蘇ってくる。

　どうしよう、ものすごく気まずい。あんな話を聞いてから会うの初めてだし。

　挨拶を交わしただけで、あとの言葉が続かない。

　けれど、気まずさを感じていたのは私だけで、琢磨はいつもと変わらなかった。

「悪いな、なんか待ち伏せみたいなことしちゃって」

「あ……ううん」

　気まずくて、琢磨の顔をまっすぐ見られない。

　すると琢磨は「フッ」と笑みを漏らした。目線を上げると、琢磨は口角を上げて微笑んでいた。

「きっとまどかがこうなると思ってたから、ここで待ってたんだ。事務所でそんな態度取ってみろ。俊哉さんと真希さんに何を言われるか」

　ふたりの顔が脳裏に浮かぶと、琢磨の言うようにからかわれる様子が、容易に想像できた。

「……すみません」

　素直に謝ると、今度は「プッ」と噴き出した。

「素直なところも、全然変わってねぇな」

　あどけない笑顔に胸が高鳴る。

　それを言ったら琢磨もだよ。笑うと、顔が少年みたいになっちゃうところ、大人になった今も全然変わっていない。

「一生話すつもりはなかったんだけど、ごめんな。嫌な思いをさせてるよな」

　眉尻を下げて、悲しそうに微笑む琢磨に、胸の奥が痛くなる。

「そんな、嫌な思いなんて……。私のほうこそごめんね。琢磨の気持ちに気づくことができなくて。けれど、これだけは信じてほしい。あの頃の私は、琢磨のことが本気で好きだったってこと。春樹の話ばかりしてたのは、ふたりきりになっちゃうと、緊張してうまく話せなかったから。だから、つい……」

　言葉を詰まらせると、琢磨は首を小さく横に振った。

「ありがとう。……一昨日も言ったけど、まどかが今幸せならいいんだ。そろそろ行こうか。遅刻する」

「……うん」

　琢磨から見て、今の私は幸せそうに映っているのかな？　私は今、幸せ？

　自問自答を続ける私は、琢磨のあとをついていくだけで精一杯だった。




　怒ど涛とうのスタートを切った月曜日から早五日が過ぎ、やっと週末を迎えた。

　春樹の態度は変わることなく、家庭的な夫に大変身を遂げていた。

　三日坊主になることはなく、毎朝私とほぼ同じ時間に起きて、一緒に洗濯物を干したり朝食の準備をしたりと、頑張ってくれている。

　それが余計に私の心を混乱させていた。

　そして迎えた土曜日。この日は肉体的にはもちろん、精神的にも疲れた身体を少しでも休めようとゆっくり寝ていたものの、春樹はそれを許してくれなかった。

「んん～……何？」

　心地よい眠りから叩き起こすように、ドアがノックされる。

「まどか起きろ！　いつまで寝ているつもりだよ」

　そして、聞こえてきた春樹の大声。

　覚醒し切っていない頭を抱えたまま、近くにあった時計で時間を確認すると、朝の七時半過ぎだった。

「まだ七時半じゃない」

　休日はいつも遅くまで寝ているのに、どうして今日は早く起きているのだろうか。部屋の鍵はバッチリ閉めてあるし、たぬき寝入りしていれば諦めてくれるだろう。

　騒がしい音から逃げるように、布団を頭からすっぽり被り、再び夢の世界へ向かおうとするも……。物音が一向にやまず、あまりのしつこさに、すっかり眠気が消えてしまった。

「まどかー、早く起きろー！」

　我慢も限界に達し、素早く起き上がると、勢いよくドアを開けた。

「休日くらい、ゆっくり寝かせていただけませんかね!?」

　怒りを露わに怒鳴るように言ったけれど、春樹は私を見て目を細めた。

「ようやく起きたな」

「え……あっ！　ちょっと何!?」

　いきなり私の腕をつかむと、ズカズカと歩きだした春樹。

　腕を引かれるがまま連れていかれたのは、バスルームだった。

「朝食の用意をしておくから、さっさと顔を洗って化粧してこい」

「はぁ？　なんで化粧なんか……！」

　言い終える前に、バタンと閉められたドア。

　遠のく足音を聞きながら、しばし呆然としてしまう。

「なんなの？　一体」

　春樹に従うのは不本意だけど、今さらベッドの中に戻っても眠れそうにない。

　バシャバシャと顔を洗い、軽くメイクを施していく。

　すると、タイミングよく春樹からお呼びがかかり、リビングに戻ると、もう朝食の準備ができていた。

　すでに席に座っている春樹に「早く食べようぜ」と、急かされ、渋々席に着く。朝食を食べ始めるものの、聞かずにはいられない。

「ねぇ、こんな早い時間に起こして、何するつもり？」

　目の前の春樹がスーツ姿じゃないところを見ると、どうやら今日が平日だと勘違いしているわけではなさそうだ。

　出だ汁しが出ていて意外に美味しい味噌汁を啜りながら、ジッと見つめる……いや、睨んでいると、春樹は得意げに話しだした。

「まどかとデートしようと思って」

「デート!?」

　箸はしを持ったまま素っ頓狂な声を出してしまう。

「あぁ、よく考えてみれば、ふたりでデートなんてしたことないだろ？」

「それはそうだけど……」

　昔から家が隣同士だったんだもの。わざわざふたりで出かける必要もなかったし、結婚してからも、一緒に家具や生活雑貨の買い物に行ったくらいだ。

「天気もいいし、デートしようぜ。なんていったって俺たち、新婚じゃん」

「新婚じゃんって……」

　春樹は頭の中のネジを一本、どこかに落としてしまったのではないだろうか？　結婚当初では、考えられない言動ばかりで正直ついていけない。

「あのさ、春樹。この際だからハッキリ言わせてもらうけど」

　大きく咳せき払いをし、一度箸を置いて春樹を見据えた。

　ここ最近、春樹に言われるがままだったけど、一度私の気持ちを伝えておこう。

「なんだよ、急に改まって」

　言いながら、春樹は箸を休めることなく、食べ続けている。

「そりゃ改まりたくもなります！　最近の春樹さん、おかしくないですか？」

「は？」

　これにはさすがの春樹も箸を休め、怪訝そうに片眉を上げた。

「だってそうでしょ？　いきなり私を好きとか言って、急に手のひらを返したような態度を取られても、困るんですけど」

　切実な思いをぶつけると、春樹は何か言いたそうにしながらも、口を噤つぐんだ。

「……よかれと思って、こういう態度を取ってるんだけど？」

　春樹は努めて笑顔を取り繕つくろっているけど、額がピクピクと痙けい攣れんしている。いつものごとく、ガーッと言いたいところを我慢しているのだろう。

「でも、それは逆効果だよ。返ってやりづらいし……」

　ハッキリ言って、優しくて家庭的で真面目な春樹なんて、本当の春樹じゃないし、何より正直……気持ち悪い。本人にはさすがに言えないけど。

「いつもの春樹のほうがいいんだけど」

　ボソッと本音を漏らすと、春樹は深く息を吐いた。

「じゃあ何？　まどかは俺が、本能のまま行動していいって言うのか？」

「え？」

　すると開き直ったように、まくし立ててきた。

「本能のまま気持ちをぶつけたら、まどかのこと毎晩抱くけどいい？」

「はっ、はぁ!?」

　ガタッと音をたてて、座ったまま椅子ごと後ずさりしてしまう。

　それなのに、春樹はしれっとしたまま。

「いつもの俺でいてほしいっていうなら、そういうことですが？　まどかがそれを望むなら、喜んでそうするけど」

「ダメに決まってるでしょ！」

　すかさずツッコむと、彼は深いため息を漏らした。

「だったら文句言うなよ。……俺だって我慢しててつらいんだから」

　赤面してしまい、声が出ないまま口をパクパクさせてしまう。

「まどかへのありあまる感情を、仕事と家事にぶつけているんだ。少しくらい我慢しろよ」

『我慢しろ』って……！　いいように丸め込まれている気がしてならないんですけど。

「今日もふたりで出かけて発散するつもりだから。……行くよな？　デート」

　ニヤリと笑う春樹に、『この卑怯者め！』と心の中で毒づく。

　春樹とデートなんてお断りだ！　……なんて言えないじゃない。

「わかったわよ、行けばいいんでしょ!?　行けば！」

　やけくそになって言うと、春樹は満足そうに笑った。

「そうだ、黙ってついてこいよ。わかったらさっさと飯を食え」

「言われなくてもっ！」

　彼をキッと睨み、残りのご飯をガツガツかき込んだ。

「まどかー、行くぞ」

「待って、今行く！」

　朝食を済ませ、出かける準備が整う頃には、九時近くになってしまっていた。

　貴重品などを入れたバッグを手に、部屋を出て玄関へ向かうと、なぜか私を見た春樹は顔をしかめ、ガックリ肩を落とした。

　そんな春樹は、フチが太めの黒のダテ眼鏡をかけていて、ボーダーのカットソーに、紺色のチノパンといった、カジュアルな格好。

「え、なんなの？　そのガッカリした反応は。イラッとするんですけど」

「だってあり得ないだろ？　デートだっていっているのに、その格好は」

　目を伏せ、額に手を当てる姿に、ますますムッとしてしまう。

「別に普通でしょ？　これのどこがいけないのよ！」

　すると、春樹は不満の声を漏らした。

「普通、ここは女らしく、ワンピースとか着てくるもんじゃねぇの？　それなのにパンツって……。まぁ、いいや。行くぞ」

　どこに行くかわからないし、動きやすさ重視でＴシャツにブルーのチェックのシャツを羽織り、スキニーパンツをチョイスした私。

　腹立たしさを抱えながらも、促されて先に外に出ると、春樹が鍵を閉めてくれた。

「ほら、行くぞ」

　そう言いながら、差し出された手。

「え？　なんですか、この手は」

　キョトンとすると、春樹は舌打ちをし、乱暴に私の手を取った。

「デートといったら、手を繋つなぐのは鉄板だろ。今日は一日こうだからな」

　わざと繋いだ手を掲げてみせる春樹に、顔が熱を帯びていく。

　そんな私を見て、春樹は意地悪そうに笑った。

「いいじゃん、そういう顔。デートっぽい」

『デートっぽい』って……！　余計照れ臭くなっちゃうじゃない。

　繋いだ手を引かれ、マンションをあとにする。

「そういえば、まどかと手を繋いで歩くのなんて、子供の頃以来だな」

「子供っていうか、幼少期以来じゃない？」

　思い出そうとしても、記憶にないほど昔なのは確か。だから余計に照れ臭い。そう思うと、私と春樹って、本当に生まれた時からずっと一緒だったんだ。

　チラッと隣を歩く春樹を見上げる。

　幼い頃は可愛い顔をしていたのに、今では黙っていれば誰もが見とれてしまうくらい、男前になってしまった。

　シャープなフェイスライン、瞬きをするたびに際立つ、長い睫まつ毛げ。筋の通った高い鼻。いつもとは違った角度から見ると、より鮮明に映り、ドキッとさせられてしまう。

　身長も体重もあまり変わらなかったのにな。いつの間にこんなに差が出ちゃったんだろう。

　視線を前に戻すも、ボーッとしてしまっていると、春樹が急に声をあげた。

「まどか、今日は思いっ切り楽しむからな」

「……え？」

　もう一度顔を上げれば、春樹と目が合い、彼は目尻にたくさんのシワを作って笑った。

「そんで俺のこと、目一杯好きにさせるから。……覚悟しておけよ」

　キザなセリフとともに、繋いだ手に落とされたキス――。

「なっ……！　何してんのよっ！　こんな道端で!!」

　慌てて手を振り払おうとしたけれど、ガッチリつかまれていて、そう簡単に離してもらえない。

「バーカ、照れんなよ、これくらいで。もっとすっげぇのしただろうが」

「……っ、うるさい！」

　顔を逸らせば、春樹は声を押し殺すようにクククッと笑いだした。

「はいはい、照れて可愛いですから。さっさと機嫌直してくれよな、愛しの奥さん」

　おちゃらけた物言いは、完全にスルー。

　すると、また春樹の笑い声が聞こえてくる。

　ハッキリ言って全く乗り気じゃないけれど、春樹とのデート……果たしてどんな一日になるのやら……。

　不安がよぎる中、春樹と手を繋いだまま最寄り駅へと向かっていった。










「友情結婚が、バレてしまいました」




　電車に乗ってやってきたのは、都内にある水族館。休日ということもあって、家族連れを中心に賑わっていた。

　入場チケットを買うにも長ちょう蛇だの列。

　けれど、そこは夫の春樹が私を近くのベンチで待たせ、率先して買ってきてくれた。

「はい、奥さん、どうぞ」

「……どうもありがとう」

　ふざけて『奥さん』だなんて、照れるじゃない。

　言われ慣れていない呼び方に、春樹の顔がまともに見られなくなる。

「じゃあ、サクサク行くぞ。俺、こういうところは、順序よく全部回りたい派だから」

「何それ」

　普段はきっちりしていないくせに。

　けれど、すぐに手を繋がれてしまうと、また何も言えなくなってしまう。

「行くぞ」

　いざ館内へ向かうも、やっぱり春樹と手を繋ぐことに慣れなくて、最初はどこか緊張しっぱなしだった。けれど、可愛いペンギンや魚、大好きなイルカを見ているうちに和らいでいった。

「春樹、見てみて！　めっちゃ可愛い～！」

「お前はしゃぎすぎ。まだショー始まってないのに」

「だって泳いでいるだけでも、可愛いんだもん」

　イルカショーの会場には、開始の二十分前には入ることができた。

　おかげで、大きな水槽の中で、時折顔を見せて泳ぐイルカに、春樹の嫌味も気にならないほど視線を奪われていた。

「やっぱ、水族館に来て正解だったな」

「え、何が？」

　イルカに熱い視線を送ったまま問いかける。

　春樹は「それは……」と言いかけたと思ったら、急に顔を私の耳元に近づけて、甘い声で囁いた。

「まどかの喜ぶ顔が見られたから」って――。

　朝から何度もキザなセリフを言われ、ぐうの音も出ない。

「あのさ、そういうのいらないから」

「〝そういうの〟って何？」

　前を見据えたまま言えば、すぐにからかい口調で質問してきた。

「そういうのは、そういうのですよ」

「だからどういうのですかって」

　終わりのないやり取りにジロリと睨めば、ニタニタ笑う春樹と目がかち合う。

「バカ春樹」

「あのな、『バカ』って言う奴がバカなんだぞ」

　何を言うか、その口で！

　イルカそっちのけで春樹に気を取られていると、彼は愉快そうに笑うばかり。

「やっと、いつものまどかになった。……そのほうがいいわ、落ち着く」

「言っておくけど、不自然になったのは春樹のせいだからね」

　恨みを込めて見つめるも、顔は笑ったままで全然こたえていない様子。

「はいはい、俺が悪いでいいですよ。ほら、そろそろ始まるぞ」

　何？　その物言いは。……でも久しぶりかも、こんな風に春樹と言い合うのは。

　始まったイルカのショーを眺めながら隣を盗み見ると、春樹もまるで子供みたいに目を輝かせていて、笑ってしまった。

　何よ、自分だって充分楽しんでいるし、喜んじゃってるじゃない。

　次の瞬間、イルカが豪快なジャンプを披ひ露ろうし、大きな水しぶきをバシャッと頭から被ってしまった。

「ぎゃっ!?」

「うわっ!?」

　水がかからないゾーンに座っていたのに、まさかの出来事にお互い声をあげてしまう。

『今日はお客様がいっぱい来てくれたので、予想外に高くジャンプしてくれましたー！』

　お姉さんのアナウンスに会場内は笑いに包まれるも、私たちは呆気に取られて、思わず見つめ合ってしまう。そして、どちらからともなく笑いだした。

「ちょっとまどかさん、メイクが崩れていますよ？」

「そういう春樹さんも、水も滴る最低男になっていますよ？」

　お互い悲惨な状況になっているというのに、笑いが止まらない。

「あの、よかったら、これをお使いください」

　従業員のお姉さんが、濡れてしまったお客さんにタオルを配ってくれた。

「ありがとうございます」

　タオルで拭いている間も、ふたりともおかしくてクスクス笑っていた。

　それからは、もういつも通りの私たちだった。ふざけ合って、罵り合って、一緒に笑って。結婚してから忘れていたけど、春樹と一緒にいる時はいつもこうだった。言いたいことが言えて、楽しくて。これからも、ずっと一緒にいたいって思える、友達だった。




「まどか、そっちじゃなくてこっち」

「え？　でも順路はこっちになってるけど……」

　案内に従って館内を回っていたのに、春樹はなぜか、あらぬほうへ向かおうとしている。

　不思議に思って首を傾げると、春樹は理由を話してくれた。

「そっちはサメが、わんさかいるんだよ」

「え、サメ!?」

　慌てる私に、春樹は優しく言った。

「あぁ。……お前、昔から苦手だっただろ？　テレビに映るだけでも、ギャーギャー騒いでたよな？」

「……うん」

　返事をするものの、驚きを隠せない。春樹がそんな昔のことまで覚えてくれていたなんて。

　唖然としていると、彼は勝ち誇ったように笑った。

「長年お前と一緒にいたんだ、知っていて当たり前だろ？　幼馴染みをなめるなよ。わかったら、さっさと行くぞ。時間がもったいない」

　サラリと恥ずかしいセリフを言って、春樹は私の手を引いていく。

　おかしいな、ずっと一緒にいたいと思える友達……のはずなのに、何げない言動に、反応してしまっているのはなぜだろう。




「何、子供みたいなことしてんだよ」

　売店で売っていた、ソフトクリームを食べている時だった。「フッ」と笑った春樹の長い指が、私の口元に伸びてきたのは。

　そのまま、私の口端についていたソフトクリームを親指で拭った彼の姿に、不覚にも胸がときめいてしまった。

「ガキか」

「……っ失礼な」

　動揺しているのをごまかすように、必死にアイスにかぶりつく。

「慌てて食わなくても、誰も取らねぇよ」

「春樹、私が買っておいたアイスを、たまに勝手に食べちゃったりしてたじゃない」

「なんだ、まだ根に持ってたのかよ」

「当たり前です。食べ物の恨みは怖いんだから」

　悪態をついていないと、私が今ドキドキしていることが、春樹にバレそうだ。

「アイスくらい、好きなだけ買ってやるよ」

　その言葉にチラッと横を見れば、優しく目を細めて私を見る春樹がいて、生なま唾つばをゴクリと飲み込んでしまう。

「それで、ご機嫌直してくれますか？　奥さん」

　どうしてだろう。ずっと友達だったはずの春樹に、笑顔ひとつでこんなにも胸が躍らされてしまうのは。

　普通、友達に対してドキドキなんてしないでしょ？　だったら鎮まれ、私の心臓!!

「高級アイスを十個買ってくれるなら、機嫌直す」

「アホか！　調子に乗るな」

　アホはそっちだ。悪口言っているくせに、嬉しそうに笑わないで。せっかく通常運転に戻ってこられたのに、また調子が狂っちゃうじゃない。

　これじゃ勘違いしてしまいそうになる。ずっと友達だと思っていたけれど、もしかしたら違うのかもしれないって――。




「はい、これ」

「え……何これ？」

　水族館内をひと通り回り終え、春樹が『職場の人にお土産みやげを買っていく』と言うので、一緒に売店に来たものの……。彼が買ってきたのはイルカのぬいぐるみだった。

　驚く私に、春樹はどこか照れ臭そう。

「イルカ好きじゃん」

「いや、好きは好きだけど」

「だからプレゼント。……初デートの記念にな」

　私にサメを見せないように配慮してくれたり、プレゼントをくれたり……。

　何これ。心の奥が、なんかむずがゆいんですけど。

「だから、素直に受け取れ」

「……あり、がとう」

　心を落ち着かせるため、買ってもらったぬいぐるみをギュッと抱きしめた。

「はい。じゃあ、こいつは袋の中に戻ってもらって」

　春樹は、私が抱きしめていたぬいぐるみをパッと奪うと、手にしていた袋の中に押し込み、当たり前のように手をギュッと握ってくる。

「まだ時間あるし、どこか寄っていこうぜ」

「……うん」

　荷物は春樹が全部持ってくれて、歩く時は常に手を繋ぐ。

　今までの私たちとは違うんだって、嫌でも実感させられてしまう。春樹が私のことを女の子扱いしてくれて、それに戸惑う自分がいるから。

　今日初めて知った。彼の隣にいることは、こんなにも居心地がいいんだって。

　それから来た道を戻り、また電車に揺られていった。




　次にやってきたのは、この辺りでは大きなショッピングモール。水族館で買ったお土産やぬいぐるみをロッカーに預け、意気揚よう々ようと婦人服売り場にやってきた。

　アラサー世代に人気の、カジュアルな服を多く取り揃えているセレクトショップの前に来ると、春樹はニヤニヤ笑いだした。

「さて、まどか。覚悟しろよ」

「なんか、気持ち悪いんですけど」

　引きぎみに言うも、春樹は気にしていないようで、声を弾ませた。

「今度デートする時に着る服を、俺が選んでやろう」

「はぁ？　何それ、余計なお世話なんだけど」

「いいから行くぞ」

　繋いだままの手を引いて、有無を言わさず、店の中に入っていく春樹。

　そして、洋服の品定めをすると、ある一着を手に取り、私の身体にあてがった。

「これ、まどかに似合うと思う」

「えぇ～……これ？」

　春樹がオススメしてきたのは、淡い白色のチュニックワンピース。

　裾すそにはレースがあしらわれていて可愛いと思うけど……私の趣味ではない。そのことは、長年一緒にいる春樹に見透かされていた。

「たまにはこういう服着ろよ。いっつも楽な服ばかりだろ？」

　さすがは幼馴染みの春樹様。私の好みをよくご存知でいらっしゃる。

　でも、それを言ったら私だって、春樹の好みは嫌っていうほど熟知している。

「だってこれって、春樹の好みのまんまでしょ？　昔から春樹が連れ歩いてた女の子、大抵こんな服着てたし」

「うっ……！　お前、そういうこと言うなよ。せっかくデートしてるっつーのに」

　春樹は少し困惑した表情で、目を泳がせた。

「本当のことじゃん」

「いいから、試着してこい！」

　春樹はこれ以上、ツッコませるものか！と言いたそうに、私にワンピースを押しつけると、試着室に押し込んだ。そして、シャッと手早くカーテンを閉めると、「着替えたら、絶対見せろよな」と念を押してきた。

　自分の好みではなく、ましてや試着する前から似合わないとわかっている服を着るのは、普段だったらもちろんお断りだけど……。密室に押し込められてしまった以上、試着して、なおかつ着たところを見せないことには、ここから脱出できなそうだ。

　腹をくくり、渋々着替え始める。

「おぉ……！　なかなかの女子力」

　試着した自分の姿を、全身鏡でまじまじと見つめて声をあげる。

　くるりと背を向ければ、レースの部分がふわりと揺れた。

　これはもう、春樹のド・ストライクゾーンに間違いない。さっさと見てもらって着替えよう。

　着慣れない女子力全開のワンピースを身にまとったまま、堂々とカーテンを開ける勇気はなく……。外の様子を窺うように、隙間から顔だけをそーっと覗かせた。

「あれ？　どこに行ったんだろう」

　てっきり、春樹はカーテンのすぐ向こう側にいると思っていたのに、見当たらない。

『絶対見せろ』って言ってたくせに、一体どこに行っちゃったのよ。

　カーテンの隙間から顔を出し、周囲を見回している私は、他人の目には、さぞ滑こっ稽けいに映っているに違いない。

　それでも、当の本人はそれどころじゃなくて、必死に春樹を捜すこと約二十秒……。

「……いた」

　けれど、その姿を見つけた途端、顔をしかめてしまう。

　まぁ、なんてことでしょう。人に無理やり試着させておいて、自分はナンパですか？　しかも、同時にふたりもなんて、なかなか高度なスキルをお持ちじゃないですか！

　カーテンを握る手の力が強まってしまう。怒りの眼差しを向けていると、様子がおかしいことに気づいた。

　あれ……？　よく見ると、女の子ふたりのほうが押しているようだし、春樹はちょっと困った様子じゃない？

　しっかり確認しようとカーテンを開けた時、春樹とバッチリ目が合ってしまった。

　一瞬、カーテンを閉めてしまおうかと思ったけれど、なけなしのプライドで思いとどまり、足元を見つめること数秒。春樹が駆け寄ってきた。

「まどか、ちょっと」

「……え、何？」

　いきなり腕をつかまれたかと思ったら、春樹にお姫様抱っこされてしまった。

「ギャー！　いきなり何するのよっ！」

　ふわりと揺れるスカートの裾を必死に押さえる。

「いいから来い！」

『来い』も何も、私、連れ去られていますけど？

　暴れることもできず、抱かれたまま店の外へと出てしまうと、たくさんの視線が注がれて、恥ずかしくて春樹の胸元に顔を押し当てた。

「お待たせ、これが俺の奥さん。可愛いだろ？」

「何言って……！」

　耳を塞ぎたくなるセリフを言いだした春樹に、文句を言ってやろうとしたけれど。

　感じる視線のほうに顔を向けると、そこには春樹がナンパしていた可愛らしい女性がふたり、目をパチクリさせていた。

　どういった状況か呑み込めず、春樹をガン見してしまう。

　すると女性のひとりが、恐る恐る指差してきた。

「え……何？　冗談じゃなくて、本当に結婚しちゃったわけ？」

「信じられない。春樹が結婚とか」

　奇妙なものを見るような目で見つめられると、こっちもいたたまれなくなる。

　それにしても、この物言い……。もしかして、もしかしなくても春樹と昔、関係を持った子だろうか？　なんとなくふたりとも、春樹が好きそうなタイプだし。

　こっちもこっちで、ふたりをまじまじと見つめてしまった。

「悪いけど、俺は変わったから。こいつだけで充分だから」

　私の耳元で、囁くように言う春樹。

　おかげでもろに彼の吐息を感じてしまい、みるみるうちに顔が熱くなってしまった。

「みんなとの飲み会だったら、いつでも誘ってよ」

　春樹がひたすら甘い顔で言うと、ふたりは顔を見合わせ、肩を落とした。

「はいはい、ごちそうさまでした」

「安心して。飲み会にも誘わないから。せいぜい奥さんと仲良くね」

　口々にそう言うと、ふたりは人混みの中へと消えていった。

「ふー、やれやれだぜ」

　えーっと……何が『やれやれ』なのかさっぱりわかりませんが、とにかくこの状況をどうにかしてほしい。さっきからずーっと、周囲からの視線が痛い。

「春樹、いい加減下ろしてくれないかな？」

　怒りを必死に抑えて言うと、「あぁ、悪い悪い」と軽く謝る春樹と目が合う。

　すると、なぜか私を凝視したまま、彼は固まってしまった。

「……春樹？」

　瞬きもせず、ガン見されている状況に耐えられなくて呼びかけると、春樹はハッとして頬を緩ませた。

「悪い、あまりに可愛かったから。……似合ってるじゃん、このワンピース」

　途端、身体中に熱が走る。

「何言って……！」

「はいはい、慣れない褒め言葉に照れているんだよな。大丈夫、ちゃんとわかってるから」

　適当にあしらわれ、そのまま来た道を戻っていく。

「ちょっと、下ろしてって言ってるでしょ!?　恥ずかしくて死にそうなんだけど」

　足をジタバタ動かすも、春樹は気にもとめず、前を見据えたまま歩を進めていく。

「そんなことで死ぬかよ。つーか、ここで下ろしてもいいのか？　お前、靴履いてないけど」

「……あ」

　そういえばそうだった。

　仕方なく大人しく運ばれていくと、店員さんがホッと胸を撫で下ろし、安心した顔をして駆け寄ってきた。

　あぁ、すみません、店員さん。決してこのまま逃げるつもりはございません。そしてこのお洋服は、もちろん購入させていただきます。

　やっと試着室まで戻ってくると、春樹はすぐに私を下ろし、様子を窺っている店員さんに声をかけた。

「すみません、この服このまま着ていけるようにしてもらってもいいですか？」

「あっはい、かしこまりました！　値札のほう、取らせていただきますね。お会計はレジでお願いします」

　店員さんに値札を取ってもらうと、春樹はスマートに支払いを済ませてくれた。




「おい、人に服を買ってもらっておいて、そのブッサイクな顔はなくね？」

「そりゃブサイクな顔にもなりますよ。勝手に試着させられて、知らない人に意味不明なことを言われたら」

　それからワンピース着用のまま、遅い昼食になっちゃったけど、フードコートで軽食を食べている。

　けれど水族館の時のように、笑って食事を楽しめるはずなどない。

「まぁ……でも買ってくれてありがとう。そこは感謝する」

　試着の時にチラッと見たけど、確か一万円近くする代物だった。そこは素直に感謝の気持ちを伝えるも、私の顔は歪む一方だった。

「お礼言っているくせに、なんでそんなに不機嫌なんだよ。服だってまどかに似合うやつ買ってやったし、さっきだってあいつらにちゃんと、俺はまどかひと筋だって伝えただろ？　おまけにお姫様抱っこって、女子の憧れなんじゃねぇの？」

　ガーッと言い返したい気持ちを抑えていると、額がピクピクと痙攣する。

　一度気持ちを落ち着かせるように小さく深呼吸をし、春樹に聞いた。

「ねぇ、さっきのおふたり様とはどういったご関係で？」

　途端に春樹は目を泳がせた。

「別に？　ただの昔の友達だけど」

「ふ～ん……昔の友達、ねぇ」

　疑り深い目で春樹をじっと見る。

「どーせ昔遊んでいた子たちなんでしょ？　下手な嘘をつかなくても、バレバレですから」

　嫌味を込めて言うと、春樹は面白くなさそうにそっぽを向いてしまった。

「だったら最初から聞くなよな。それに聞いてただろ？　今はまどかひと筋だし」

「なぜか非常に安っぽい言葉に聞こえてくるんですけど」

「……本気だよ」

　だけど、まぁ……正直、あの言葉にはちょっぴりときめいてしまった。

『悪いけど、俺は変わったから。こいつだけで充分だから』

　誰だってあんなこと言われたら、ドキッとしてしまうよねと言い聞かせながら、残りのご飯を食べ進めた。




「まどか、何食べたい？　なんでも作るぜ」

　ショッピングモールをあとにし、やってきたのは近くのスーパー。

　そこで春樹は名誉挽ばん回かいと言わんばかりに、率先してカートを押し、野菜売り場へと向かっていく。

「『なんでも』って言っても、春樹が作れるメニューなんて限られているじゃない」

「だから、その中で選べってこと」

　野菜の品定めをしている彼に、違和感を抱いてしまう。

　そりゃ、ここ最近は料理を作ってくれているけど、春樹がスーパーで買い物しているところなんて、初めて見たから。

　一歩後ろを歩きながら食品を見ていると、春樹が急に立ち止まった。

「おい、せっかく一緒に買い物してるのに、なんで後ろを歩いてるんだよ」

「は？　え、ちょっと何!?」

　いきなり両手をつかまれ、引き寄せられたと思ったら、カートの手すりを握らされた。そして、私の手に重ねるように置かれたのは、春樹のゴツゴツした大きな手。

「ちょっと、ちょっと！　なんですか、この手は！」

　すぐさま春樹を睨むけれど、当人はニコニコ笑っているだけ。

「いいじゃん、なんか新婚っぽくて。仲良く買い物タイムといこうぜ」

「はぁ？　誰が仲良く買い物タイムなんかっ……っ！」

「はい、却下～！　行くぞ」

　素早く背後に回ると、春樹は手すりを握ったままの私の手ごと押し始めた。

「ちょっと春樹っ……！」

「ほら、何が食いたいか早く言えよ。でないと何も買えないだろ？」

　悪いけど、今は食べたい物をセレクトしている場合じゃない。

　背後から身体を密着されて、春樹を意識してしまい、それどころじゃないから。

「あらまぁ、若いっていいわねぇ」

　当然、私たちはスーパーで一気に注目の的となり、近くにいたおばちゃんが、からかうように話しかけてきた。

　こっちは恥ずかしくて顔面蒼白だというのに、春樹は声を弾ませた。

「そうでしょ？　なんてったって新婚ですから」

　得意げに堂々と話す春樹に、おばちゃんも面食らったようで、「ごちそうさま」なんて決まり文句を残し、去っていった。

　……もう本当にいやだ。どうして、こんな辱はずかしめを受けなくちゃいけないのよ。

「聞いただろ、まどか。俺たち、やっぱ新婚夫婦に見えるんだよ」

　上機嫌で話しかけてきた春樹を完全無視した私は、現状から逃れたい一心で、春樹を残し、カートを押していく。

「あっ、おい！　何シカトしてんだよっ」

　春樹はあとを追ってくる。

「早く買って帰るよ。どこかのアホでバカでお調子者のせいで、すっかり悪目立ちしちゃったから」

「おい、どういう意味だ、それは！」

　その後、何かと話しかけてくる春樹を一切無視し、適当な食材をカゴに入れ、そそくさと会計を済ませてスーパーを出た。




「意外と買っちゃったな」

　財布にレシートをしまい、いざ帰ろうと歩き始めると、手にしていた買い物袋を春樹に奪われてしまった。

「さっきは散々無視されたけど、持ってやるよ」

　春樹は気持ち悪いくらいのスマイルを浮かべ、棘とげのある声で言ってきた。どうやら、先ほどのことを根に持っているようだ。

「まだ怒ってるなら、無理して優しくしてくれなくていいよ」

「あっ、おい！」

　私は奪われた買い物袋を素早く取り返し、そそくさと歩きだす。

　身体は大人の男性になっても、性格は子供の頃と変わらないんだから。

「俺が持つって言ってるだろ？」

「ちょっと！」

　再び買い物袋を奪った春樹は、片眉を上げ、意地悪そうに微笑んでいる。

「まどかと、手が繋げないだろ？　わかったか？」

　すると、綺麗な瞳が覗き込んできた。

　不意打ちで春樹の整った顔がドアップになり、頬が熱くなる。おかげで何も言えなくなってしまい、春樹に手を引かれて歩くのがやっとだった。私の心の中は大きく揺さぶられてしまっている。春樹に女の子扱いされてしまうと、どんな反応をしたらいいのかわからない。

　らしくない態度を取られると、こっちも通常運転できないじゃない。ねぇ、春樹、あんたは本気なの？　私のことを散々好きって言っておきながら、少ししたら、いつもの調子で浮気とかしちゃうんじゃないの？

　知りすぎているからこそ、これ以上、踏み込むことができず、自分の気持ちとしっかり向き合う勇気が出ないのかもしれない。嫌って言うほど、春樹のことを知り尽くしてしまっているから……。

　胸が苦しくなる中、人が行き交う歩道を、手を引かれるがまま自宅に向かって歩いていると――。

「げっ、何よ、あんたたち！　いつの間にそんな関係になっちゃったわけ？」

　聞き覚えのある声に、春樹とふたり足を止めてしまう。

　そのままふたりで声がしたほうを見ると、そこに立っていたのは買い物袋を手にしたあさみだった。

「嘘、あさみ？」

「うげっ。最悪な奴に会っちまった」

　同時に漏れた声に、あさみは顔をしかめ、ズカズカとこっちに駆け寄ってくる。目の前まで来ると、春樹をひと睨みした。

「こっちだってバカ春樹になんか会いたくなかったわよ。私が用があるのは、まどかなの！」

　人差し指を立てて、詰め寄るあさみに圧倒され、春樹は何も言えずに唇を噛みしめる。

　そういえば、昔からふたりはいつもこうだった。そりが合わないようで、何かにつけて衝突していたっけ。

　昔を懐かしんでいると、あさみの鋭い眼差しが今度は私に向けられて、親友ながら怯んでしまった。

「ちょっと、まどか！　なんなの？　春樹と仲良くイチャついちゃって。あんたたちは〝友情結婚〟の仲でしょ？」

「いや、これにはいろいろと事情がありまして……」

　言いつつ、今もしっかり春樹に手を繋がれた状態では、説得力がない。

「たまには、まどかのグチを聞いてあげようと思って、お酒とつまみを買ってきたっていうのに、あんたらふたり、仲良く手を繋いじゃって。……おまけにまどか、いつになくオシャレしちゃっているし」

「だっ、だから、これにはいろいろと……っ」

　必死に言い訳を考えていると、春樹が急に「だー、もう！」と叫び出したかと思えば、繋いでいた手を離し、私の肩に腕を回し、抱き寄せてきた。

「どんなにイチャついていようが、俺とまどかは夫婦なんだから、いいだろ!?」

　啖たん呵かを切った春樹に、あさみは目を丸くさせ、言葉を失っている。

　そうだよね、びっくりして固まっちゃうよね。唯一事情を知っていたあさみには、青天の霹へき靂れきでしょ？

　私たちが、お互い愛などない友情結婚をしたのも、春樹が結婚前から堂々と浮気宣言をしていたことも、すべて知っているのだから。

「わかったら、もう口出しするな！　これは俺とまどかの問題なんだから」

　子供のように舌を出し、威嚇する春樹に頭が痛くなる。

　人の親友に『口出しするな』なんて、よく言えたものだ。

「あさみ、ごめん、本当にいろいろあってさ。よかったら、このあと家に――」

「はぁ？　俺とまどかの問題だぁ？　ちょっと春樹！　あんた、どの面下げて言っているわけ!?」

　あさみは闘牛のごとく春樹に詰め寄ると、彼の首を迷わず両手で思いっ切り絞めだした。

「あさみっ……！　何するんだよっ」

　呆気に取られてしまう中、春樹は苦しそうにあさみに抗議した。けれどあさみはやめるどころか、ますます力を込めているように見える。

「まどかのことを好きじゃないくせに、弱みにつけ込んで『友情結婚』なんて、流行語大賞を狙ったような結婚なんかしてんじゃないわよっ」

「やめろっ！　苦しっ」

　春樹の悲痛な声に、やっと我に返り、慌てて止めに入った。

「あさみ、落ち着いて！」

「バカね、親友がたぶらかされて結婚させられたっていうのに、落ち着いていられるわけないでしょうが！　こいつだけは、一回絞め殺さないと気が済まない！」

　冗談に聞こえず、ギョッとしてしまう。

　このままだと、あさみは本気で春樹の息の根を止めてしまいそうだ。

　必死にあさみの手を引っ張るも、私の力では敵わず、春樹がいよいよヤバい状況に陥りそうな時だった。

「何やってるんだよ、こんな公衆の面前で」

　あれほど私の力では引き離すことができなかったのに、急に伸びてきた手があさみの腕をガッチリつかんだと思ったら、いとも簡単に春樹の首元から引きはがした。

「え、琢磨……？」

　いまだ興奮状態のあさみを、呆れたように見下ろしているのは琢磨だった。

　目を見張ってしまう中、春樹は必死に酸素を取り入れている。

　あさみはというと、やっと落ち着いてくれたのか、私同様、突然現れた琢磨に目を丸くしている。

「あさみ、お前なぁ、何やっているんだ。今の状況、通行人から警察に通報されてもおかしくなかったぞ。どう見ても、ふた股された女が男に逆上している光景だった」

　呆れた様子の琢磨に、さすがのあさみも押し黙ってしまった。

　そうだった、あさみは昔から琢磨にたしなめられると、何も言い返せなくなっちゃうんだっけ。

　どうしてここに琢磨がいるのかわからないけれど、とにかく助かった。

　チラリと見渡せば、相当注目を集めてしまっていて、中には立ち止まってこっちの様子を窺っている人たちもいる。

「大丈夫か、春樹。お前は昔から、女には手を出さないからな」

　琢磨が気遣った言葉をかけたものの、突然現れた彼に、春樹は警戒の目を向ける。

「そ、それよりも、どうしてお前がここにいるんだよ。まさか性懲りもなく、また家に押しかけてくるつもりなんじゃねぇだろうな」

「たまたま、そこのスーパーに買い物に来ただけだから。それに、話なら場所を変えていくらでも聞いてやる。……俺も聞きたいことがあるし」

「琢磨に話すことなんて、何もねぇよ」

　眉をひそめる春樹に向かって、琢磨は冷静に、けれどどこかイラ立ちを隠せないように言い放った。

「俺はあるんだよ。……さっき、あさみが言っていた『友情結婚』とか、『まどかのことを好きじゃない』って何？　ちゃんとわかるように、聞かせてほしいんだけど」

　鋭い眼光が向けられた瞬間、春樹の顔は青ざめていく。

　けれど、それは私も同じで、春樹の身体からゆっくりと離れ、私たちを見据える琢磨を見つめてしまう。

　腕をつかまれたままのあさみは、『しまった』というように額に手を当てた。

「詳しく聞かせてよ。……友情結婚ってやつをした、事の経緯を」

　動揺から喉の渇きを覚え、生唾をゴクリと飲み込む。

　ずっとあさみ以外の人には内緒にしてきた、私と春樹の〝友情結婚〟。

　それが、バレてしまいました。しかも相手は私たちの旧友であり、私の元カレです。これ……一体どうしたらいいのでしょうか？

　しばし途方に暮れるのであった。










「妻は、とんだ浮気者かもしれません」




「ふ～ん……それでまどかは、春樹と友情結婚なんてバカげたことをしたわけだ」

　カチコチと時計の音だけが異様に響く中、本来ならくつろげるはずの我が家のリビングで、琢磨の棘のある声が私を追いつめる。

　あれから琢磨に説明を求められ、やってきたのは我が家。

　そこで言われるがまま、春樹と友情結婚した経緯を話したのだけれど……次第に琢磨の表情は険しくなっていき、眉間に何本もシワを寄せていた。話す前より話したあとのほうが、彼の怒りは増してしまっている。

　それだけでも、充分居心地が悪いというのに、春樹はずっと固い表情を崩さず何も言わないし、あさみはあさみで、いまだに春樹に対する怒りが収まらないのか、ピリピリしている。

　こうやって四人で会うなんて、中学生の時以来だというのに。普通は昔話に花を咲かせるものじゃないの？　なのに、何？　この気まずさマックスの再会は。

　ひとり途方に暮れていると、琢磨は深いため息を漏らした。

「どうりでこの前、春樹は堂々と浮気をしていたわけだ」

「早速、浮気!?　春樹ー！　あんたって男はっ……！」

　琢磨とともに、あさみまで春樹を責め立てる。

　すると、ずっと沈黙を守っていた春樹の堪忍袋の緒が切れてしまった。

「浮気なんてしてねぇよ！　いい加減なことを言うな！」

　これじゃ埒らちが明かない。とにかく春樹を落ち着かせよう。

「ちょっと春樹……わっ!?」

　春樹は急に立ち上がったと思ったら、まっすぐ私のほうへ来て、私を抱き寄せた。

　そして目を丸くして驚いているふたりに、声を荒らげた。

「言っておくけどなぁ、法律上、俺たちはれっきとした夫婦なんだ。最初は友情結婚だったけど、今は違うから。俺はまどかのことが本気で好きだから」

　真剣な面持ちで話す彼の横顔を、凝視してしまう。

　ここ最近、ずっと言われてきたセリフだけど、琢磨とあさみの前でも口にされると、信じてみたくなってしまう。春樹の気持ちを――。

「なぁ、春樹がまどかのことを好きって気づいたの、いつ？」

「どうしてそんなことを、お前に話さなくちゃいけねぇんだよ」

　冷静に問いかける琢磨に、春樹はますます声を荒らげる。

「それ、私も聞きたい！　つい最近までまどかのことなんて、恋愛対象外だったんでしょ？　急に心変わりした理由はなんなのよ」

「それはっ……！」

　言葉を詰まらせた春樹に、琢磨は追い打ちをかけていった。

「もしかして、俺が現れたからなんじゃないのか？　タイミング的にもそうだろ？」

　胸の前で両腕を組み、琢磨は春樹を探るように見つめた。

　さすがは琢磨だ。鋭い観察力を持っている。

「何？　急に俺が現れて焦ったのか？　まどかを取られると思った？」

　確信を突く琢磨に、春樹は何も言い返せず睫毛を伏せ、悔しそうに唇を噛みしめるばかり。

　その姿を見て、それが真実だと悟ったのか、琢磨は肩を落とした。

「なんだそれ。気づいてないのか？　今のお前は、お気に入りのおもちゃを必死に守る子供と同じだって」

「そんなわけっ……！」

　うろたえたような春樹の表情は、どこか余裕がないように見える。

「でなかったら、おかしいだろ？　友情結婚とか意味わからねぇし。……ふざけんなよ」

　そんな春樹とは対照的に、琢磨は冷静に言い放つと、急に立ち上がり、まっすぐこちらにやってきた。

「え、ちょっと琢磨？」

　あさみが呼びかけるも、琢磨の足は止まらず、春樹の腕を払って強引に私の腕をつかむ。

　そして、私はそのまま彼の胸の中に引き寄せられてしまった。

　昔と変わらないぬくもり、つけている香水の香りにクラクラしてしまい、今の状況が容易に把握できてしまった。私は今、琢磨に抱きしめられているのだと。

「たっ、琢磨!?」

　咄嗟に離れようと試みるけれど、それを許さないと言うように、抱きしめる腕の力を強められ、身動きが取れなくなってしまう。

　琢磨ってば、どうしてこんなことをするの？　私たちはもう終わったんだよね？

　頭の中が、一気にパニック状態になる。

　そんな中、頭上から聞こえてきたのは、琢磨の怒りを含んだ低い声だった。

「まどかが幸せならいいと思っていたけど、そんなふざけた結婚なら、引き下がらないから」

　え……何、それ？

　胸がざわつき、鼓動が激しくなる。

「ここで俺が引き下がったら、お前は絶対まどかのこと、やっぱり好きじゃなかったってなるはず」

　なぜだろう。琢磨の言葉が胸に突き刺さる。ズキズキと痛んで仕方ない。私だって同じことを思っていた。きっと春樹の気持ちは一時的なもので、そのうち平気でまた浮気しちゃうようになるって。

　胸の痛みを消すようにギュッと瞼を閉じた時、春樹が口を開いた。

「はっ……ずいぶん低い評価だな、俺」

　琢磨に抱きしめられているから、春樹が今どんな顔をして言っているのか見ることができない。でも声を聞く限り、心穏やかではないことは確かだ。

「当たり前だろ？　昔からお前がどんな男なのか、嫌になるほど知っているからな。簡単に信じられるか」

「それをお前が俺に言えるのか？　昔、浮気してまどかを傷つけた男が！　お前のほうこそ信じられないね。それよりいつまで人の嫁を抱きしめているんだ。いい加減、離せよ」

　春樹が手を伸ばしてきたのだろうか。身体が右に大きく揺さぶられた。

「琢磨、お前なぁ……！」

　声を荒らげる春樹に、琢磨は力強い声で言った。

「俺はもう二度と、あんなバカなことはしない。……まどかをお前なんかに渡さないから」

　もしかして琢磨は、今も私のことを想ってくれているの……？　もう何がなんだかわからないよ。春樹の気持ちも、琢磨の気持ちも、そして自分の気持ちも。いきなりすぎて頭も心もついていけない。

　それなのに、私の気持ちなんて置いてきぼりにされ、ふたりはますますヒートアップしていく。

「ふざけるなよ！　今さら何言ってんだよっ！　まどかを裏切っておいて」

「だから、今度こそ絶対幸せにするって言ってんだよ！」

「まどかは絶対、渡さねえからな!!」

　バチバチという効果音が聞こえてきそうな雰囲気の中、それをぶち壊したのはあさみだった。

「はい、ストーップ!!」

　家中に聞こえるような大声に、琢磨の力が緩んだ瞬間、私はあさみによって琢磨から素早く引きはがされた。

　驚き固まっているふたりに、あさみは怒りを露わにした。

「いつまで中学生みたいなケンカしてるのよ！　まどかは物じゃないのよ!?　ちょっとは、まどかの気持ちも考えなさいよ。ふたりとも一方的すぎ。頭を冷やしなさい！」

「あさみ……」

　あぁ、この場にあさみがいてくれてよかった。春樹と琢磨の三人だけだったら、なす術がなかったもの。

　ふたりに啖呵を切ってくれたあさみに、じんわりと目頭が熱くなっていく。

「だから春樹、まどかにはしばらく私の家に泊まってもらうから」

「どうしてそうなるんだよ」

「え、ちょっとあさみ？」

　突然の提案に、あさみを見つめてしまうと、彼女は『いいから』と目配せしてきた。

「親友としてまどかの気持ちも聞きたいし。春樹も熱くなりすぎているし、少し冷静になるべきよ」

「俺は最初から冷静だっつーの」

　拗すねた子供のようにポツリと声を漏らすと、琢磨がすかさず口を挟む。

「そうだな、あさみの言う通りだ。それに、このまま、ここでまどかを春樹なんかとふたりっきりにさせておくわけにはいかないし。よろしく頼むよ、あさみ」

「もちろん！　そうと決まれば、ほら。ちゃちゃっと荷物まとめてきなさい！」

「いや、でも……」

「いいから！」

　そのままあさみに押し切られ、春樹の抵抗も虚しく、私はひとりで暮らしているあさみの自宅マンションへと連行されていった。




「はい、とりあえず乾杯」

「ありがとう」

　あさみの家に着いてすぐ、互いに交代でお風呂に入り、ラフな部屋着に着替えて、今やっとひと息ついた状況だ。

　あさみが暮らしているのは、１ＬＤＫの広々としたマンション。

　冷蔵庫で冷やされたビールを受け取り、ダイニングテーブルを挟んで向かい合って座り、乾杯をした。

「ごめんね、急に泊まることになっちゃって」

「何よ、今さら。それに、全然迷惑じゃないし」

　つまみのさきいかを食べながら、あさみはあっけらかんと話す。

「あさみがいてくれて助かったよ。あの状況、私ひとりではどうすることもできなかったと思うから」

　あさみがふたりの間に入ってくれなかったら、あのケンカが今も延々と続いていそうだ。それに、琢磨との言い合いを聞いたあとで気まずい中、春樹とふたりっきりになりたくなかったし。

　飲みかけの缶ビールを持つ手の力が、強まってしまう。

「それで？」

　彼女は眉を下げ、頬杖をついて私を見つめていた。

「私に、何か聞いてほしいことがあるんでしょ？　バカ春樹のこと。あっ、それとも琢磨のほう？　まぁ、時間はたっぷりあるし、聞かせてみなさいよ。一体、何があったのか」

「あさみ……」

　ダメだな。いつも厳しいあさみに、優しい言葉をかけてもらえちゃったら、どんなに努力したって隠せそうにないよ。

　私はあさみに、これまでのことをゆっくりと話していった。




「いやはや、ちょっと会わないうちに、予想外の急展開を迎えていたわけだ」

「うん……」

　春樹の浮気未遂現場を目撃してしまった日から、今までのすべてをあさみに話した。

「事情は把握した。そこでいくつか聞きたいんだけどさ、まず、どうしてまどかはバカ春樹の浮気未遂の現場を目撃して、泣いちゃったわけ？」

　あさみは前屈みになり、私の顔を探るように覗き込んでくる。

　ストレートな質問に困ってしまう。

「ごめん、それに関してはなんて言ったらいいのか……。昔から、女の子と一緒にいるところを散々見てきても、特になんとも感じていなかったのに、どうして見慣れた光景に泣いちゃったのか、自分でも謎でして」

　素直な気持ちを話していくと、あさみはこめかみを押さえながら「うーん……」とうなったあと、違う質問をぶつけてきた。

「じゃあ、どうしてキスを受け入れたの？　よけていいって言われたんでしょ？」

「それ、は……」

　あのキスを思い出すと、今でもドキドキしてしまう。

「あぁ、ごめん。別に責めているわけじゃから。それに人間だもの。どうしようもなく、キスしたくなる時だってあるわな」

『わかるよ』と言うように、何度も頷くあさみ。

「いや、そういうわけじゃっ……！　ただその、なんていうか、あの時はそのまま受け入れてしまったというか、嫌じゃなかったというか……」

　しどろもどろになりながらも本音を話すと、あさみは何度も瞬きを繰り返した。

　その姿を目の当たりにして、いたたまれない気持ちになっていく。

「もっ、もちろんすぐに我に返ったからね。……それ以降してないし」

　つけ足すように言うものの、あさみは私をジッとガン見したまま。

「じゃあ、もうひとつ質問。今日は春樹と一日デートしてきたわけ？　滅多に着ないような服を着てたけど」

「あれは春樹に無理やり着せられて……。デートというか、まぁ、その……これも無理やり連れていかされて」

　照れ臭くなり、無駄に髪をいじってしまう。

「全然、楽しくなかったの？」

　次から次へと容赦なく投げかけられる質問に、タジタジしてしまう。

　昔からだったけど、あさみは本当にいつも痛いところを突いてくる。

「楽しかったよ。……正直、ドキドキした」

　素直な気持ちを言うと、あさみの目はますます丸くなる。

「何よ、まどかってば、いつの間に春樹のこと好きになっちゃってたわけ？」

「好きっ……！　なのかなぁ、やっぱり」

　過剰に反応するも、ストンと落ちてくる言葉に脱力してしまう。

　ずっと考えたくなくて、自分の気持ちにフィルターをかけてしまっていたけど、私は春樹のことが好きなのかな？　だから、心を乱されちゃっているの？

　なかなか答えが出ず、頭を抱えてしまう私に、あさみはバッサリ言い捨てた。

「好きに決まってるじゃん。っていうかずっと思ってたんだけど、まどかは昔から春樹のことが好きだったんじゃないの？」

「まさかっ！　昔からとか、あり得ない」

　これにはさすがに声をあげてしまい、続けて否定する。

「だって、あの春樹だよ？　女遊びしまくってた、最低男だよ？　それを知ったうえで好きだったなんて……」

「でも今は、その春樹が好きなんでしょ？」

「うっ……！」

　鋭いツッコミに、ぐうの音も出ない。

「それに好きじゃなきゃ、いくら友情結婚っていっても、本当に結婚しないでしょ。嫌いな相手だったら、一緒に暮らせないだろうし。まどかは気づいてなかっただけで、心のどこかで春樹のことをずっと想ってたのよ」

　自信満々に語るあさみの言葉に、耳を疑うばかりだ。

　素直に受け入れられない。確かに春樹にはなんでも話せるし、彼は私のことをよく理解してくれているし。いい奴だなって思うけど、それが好きと結びつくの？

「私……流されているだけじゃないのかな？」

　不安な気持ちがポツリと声になって出ると、あさみは首を傾げた。

「どうしてそう思うの？」

「春樹は私に全く興味がなかったのに、突然、手のひらを返したように『好き』って言われて……。だから、ただ慣れなくてドキドキさせられているだけで、それを好きって勘違いしちゃっているのかなって」

　戸惑ってばかりだった。ずっと友達のノリで接してきたのに、いきなり恋愛対象にされて、春樹が男に見えちゃったから。

「でも、居心地がいいことに変わりはないんでしょ？　キスだってできるし、デートしても楽しいし、ドキドキしちゃうんでしょ？」

　あさみは瞳を輝かせ、徐々に声に力を入れて、確認してくる。

　だから素直に頷くしかなかった。間違いなど何ひとつないから。でも、なぁ……。

「あの春樹を好きとか、認めた時点で、もう終わったと思っちゃうんだけど」

　ガックリうなだれると、あさみも瞼を閉じ、『同感』と言わんばかりに何度も頷く。

「そりゃ、そうよね。でも春樹は、結婚までしておまけにあの変わりよう。やっぱり春樹もまどかのこと、本気で好きなんじゃないの？」

　冗談なのか、本気なのかわからない言い回しに、ドキッとしてしまう。

「……『そうだったらいいな』って、ちょっと思っちゃったことはあるけど」

「何よ、ゾッコンじゃないのよ」

『ゾッコン』って……！　そう、なのかなぁ。

　それはそれで、ちょっと屈辱を感じてしまうのは、相手が春樹だからだろう。

　そんなことを考えていると、あさみはビールを呷りながら、しみじみ語りだした。

「だけどまぁ、人生うまくできているというか、なんというか。琢磨と再会したのをきっかけに、まどかたちがうまくまとまったりしたら、そりゃ琢磨的には面白くないわよね」

　急に琢磨の名前を出され、身体がビクッと反応してしまう。

　それに気づいたあさみは、少しだけ身を乗り出して力説してきた。

「今日の琢磨を見たら、誰だって気づくよ。琢磨は間違いなく、まどかに未練タラタラだって」

　あさみは腕を組んで、何もかも熟知しているかのように深く頷く。

　まるでどこかのおじいさんみたいだな、と思いつつも、さっきの言葉が頭に引っかかった。

「ねぇ、やっぱりそうなのかな？　琢磨は、その……まだ私のことを想ってくれているのかな？」

　自信がなくて小声で言うと、あさみは鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をした。

「当たり前じゃない。っていうか、まどかのことを好きじゃなかったら、バカ春樹に啖呵切らないでしょ。好きだから、あの冷静な琢磨があんなに取り乱していたんじゃない」

　簡単には信じがたいあさみの話に、目をパチクリさせてしまう。

「でっ、でも私たち、別れてもう十年以上経ってるんだよ？　いくら互いに後悔するような別れ方をしたからって、今さら……」

「それだけ琢磨はまどかのこと、本気で好きだったってことでしょ」

　目を細め、穏やかな口調で言った彼女に、いよいよ言葉を失ってしまう。

　本当なのだろうか。琢磨が私のことを好き、だなんて――。

　昔から常に冷静で落ち着いている琢磨が、あそこまで熱くなったのは、私を想ってくれているから……？

「ちょっと、まどかさん。いきなり百面相しだして、どうなさったんですか？」

「百面相!?　いや、その……」

　真顔でツッコまれると、途端に慌てふためいてしまう。

　春樹のことを好きとか言っておきながら、琢磨のことを考えてしまっていたなんて、なんか……どうなの、これ!!

「まどか、もしかして琢磨のことも気になっているの……？」

　疑り深い目で聞かれてしまうと、まるで浮気を問いつめられている気分だ。

「気になるっていうか、なんていうか……。その、昔の浮気事件の真相を聞いた時は、胸が苦しくなっちゃったし、今日だって何も感じなかったって言ったら、嘘になるし」

　無意味に両手をこすり合わせてしまう。

　そもそも、琢磨を嫌いになって別れたわけではない。浮気された時はショックで悲しくて、そして苦しいだけだった。

　その原因を作ったのは私で、琢磨も同じくらい苦しんでいたのかと思ったら、切なくて……。

「でも、いくら後悔していても、もう昔に戻れないと思ってたし、琢磨もそうだと思ってたから、ちょっとびっくりというか……」

　正直な気持ちを並べていくと、あさみはなぜか急に立ち上がり、私の隣にやってきた。そして腰を下ろすと、両肩をガッチリつかみ、真面目な顔でとんでもないことを言いだした。

「ねぇ、今からでも遅くないと思うの。そんなに老後が寂しいのが心配で、恋愛結婚に夢がないのなら、いっそ春樹とは離婚して、琢磨と友情結婚するのはどう？」

「は？　……はぁ!?」

　ぶっとんだ話に、当然声が大きくなってしまう。

　なのに、あさみは真剣なようで、目をキラキラ輝かせて勢いよく熱弁してきた。

「お互い、嫌いで別れたわけじゃないんでしょ？　それが、こ～んな運命的な再会を果たしたわけだ！　バカ春樹より、琢磨のほうが稼ぎもいいだろうし、毎日つまらないことでケンカすることもなく、穏やかに過ごせるんじゃないの？　おまけに職場も一緒だし、何より琢磨なら浮気なんて、ぜーったいにしないだろうし！」

　ずいぶんと早口でまくし立てられたけれど、これには頷くわけにいかない。

「あさみ、ちょっと落ち着いて」

「大丈夫！　私は至って冷静かつ、的確なアドバイスをしているから」

　ますます目力が増す彼女に、慌てて首を左右に振った。

「いやいや、全然、冷静でも的確でもないから！　……そりゃ春樹と違って琢磨とだったら、穏やかな毎日を送れそうだけど、でも……」

「でしょ!?　こうなったら、ちゃちゃっと琢磨に頼んで、離婚の準備を手伝ってもらえばいいじゃん！」

　私の話を最後まで聞かず、勝手に話を進めていく。

「もー、最後まで話を聞いて！　私と春樹はもう夫婦になっちゃったんだよ？　まだ籍を入れて間もないのに、そう簡単に離婚だなんて……」

「えー、世の中にはごまんといるじゃない。スピード離婚しちゃう夫婦が」

　一向に引き下がらないあさみは、つかんでいた私の肩をゆっくり離し、私に言い聞かせるように話しだした。

「それにさ、この前も言ったけど、親友としてまどかには幸せになってもらいたいの。その相手が春樹だなんて心配だったし、何よりあいつのこと信用できないし」

　彼女の本音に触れて、心がじんわりと満たされていく。

「それに！　まどかが、春樹のことを本気で好きなら仕方ないと思うけど、少しでも琢磨に気持ちがあるなら、迷わず琢磨を選んでほしいの。……琢磨なら、安心してまどかのことを任せられるから」

　透き通った瞳で見つめられると、それが正解なのかもしれないと思ってしまう。

「しばらくうちにいていいから、よく考えてみてよ、これからの人生を。私は琢磨に奪われることをオススメするけどね」

「そう言われても……」

　茶目っ気交じりに言われても困る。

「あくまで、私のオススメは、ってことよ。ぶっちゃけ、今のまま春樹と結婚生活を続けてたって、幸せになれるとは到底思えないけどね。離婚してひとりになるっていうのも、手よ」

　悔しいけれど、彼女の言うことは的を射ていると思う。

　この先も春樹と結婚生活を続けていったら、どうなるのだろうか。

　春樹のことだ、数ヵ月後には私への想いなんてなくなっているかもしれない。彼の愛情が冷めてしまったあとも、ずっと一緒にいたとして、私は本当に幸せになれるのだろうか……？

　ましてや春樹は、私にとって友達以上の存在になりつつあるというのに。老後の楽しいひと時を待って、ひたすら耐えられる？　春樹の浮気を黙認して。

　いや、考えただけで無理。春樹のことを本当に好きになってしまったら、到底耐えられない。

　ならいっそのこと、あさみの言う通り、思い切って離婚しちゃうのもアリなのかも。

　それに琢磨となら、心配することなく心穏やかに暮らせるはず。もしかしたら、昔よりもっと好きになれるかもしれない。

　そこまで思いを巡らせた瞬間、ハッと我に返る。

「いやいやいや！　これじゃ、春樹のこと責められないから！」

「ちょっと何よ、びっくりするじゃない。急に大声出して」

「あっ、ごめん」

　いけない、あまりに身勝手すぎる。決めたじゃない。春樹と楽しく老後を過ごすために、結婚を受け入れるって。ちゃんと、腹をくくったはずなのに……。

　突然現れた琢磨に心が揺れちゃうなんて、私も春樹のことを悪く言えない。これ、世間一般で言う立派な〝浮気〟じゃないですか？

　ますます定まらない自分の気持ちに、ひたすら頭を抱え込んでしまった。










「夫の愛は偽物なのでしょうか？」




　習慣とは恐ろしいもので、今日からまた一週間が始まるかと思うと、目覚ましが鳴る前に目が覚めてしまった。

　あさみのマンションから出勤するとなると、いつもより二十分ほど早く出なければ間に合わない。

「あさみー、起きて！　そろそろ準備しないと遅刻しちゃうよ」

「う～ん……あとちょっと……」

　あさみの勤める会社とは違う路線だけれど、お互い家を出る時間は大体同じ。キッチンを拝借し、簡単な朝ご飯を作り終え、眠っている親友を起こしにかかる。

「んー、いい匂い。もしかして何か作ってくれたの？」

「あっ、うん。勝手にキッチン使っちゃってごめんね」

　あさみは起き上がって、リビングに入り、私が用意した朝ご飯を見て目を輝かせた。

　一昨日の夜は遅くまで語り明かし、昨日は昼までお互いぐっすり眠っていた。

　起床後は遊びに行こうということになり、久しぶりにふたりで買い物に行ったり、夕食はオシャレなダイニングバーで済ませたりと、充実した休日だった。

「あっ、今日の帰り、ちょっと家に荷物取りに行ってくるから、少し遅くなりそう。でも、あさみよりは早く帰ってくるから、迷惑じゃなければ夕食作るけど、どうする？」

　ふたりで朝ご飯を食べている時、ふと聞いてみると、あさみはトーストをかじりながらうなりだした。

「うーん、いつも適当に食べているんだけど……まどかの負担にならないなら、久々に手料理食べたい。温かいご飯、かき込みたい」

「アハハ、了解！　じゃあ、ご飯に合うおかずを作るよ」

　こうやって泊めてもらっているんだもの。料理くらいしなくちゃね。冷蔵庫の中にあまり食材が入っていなかったし、帰りにスーパーに寄って何か買ってこようかな。

　そんなことを考えていると、あさみが「ところで……」と切り出した。

「一旦帰るって、何を取りに行くの？　あのバカと鉢合わせたりしたら、気まずいんじゃない？」

「仕事で使う本を持ってこなかったから、それを取りに行きたくて」

　読んでいる途中だった本を、忘れてきちゃったんだよね。

「それに、春樹なら大丈夫。月末近いし、帰り遅いだろうから」

「ふ～ん……よくご存知で。やっぱりそういうところは、ご夫婦でいらっしゃるのね」

　棘のある声にむせそうになり、慌ててコーヒーを流し込んだ。

「変な言い方しないでよね。一緒に暮らしていれば、嫌でも互いの仕事状況とか把握しちゃうでしょ？　つまらないこと言ってないで、早く食べないと遅刻しちゃうよ」

　そう言うと、あさみは時計を見て青ざめる。

「げっ、本当だ。遅刻しちゃう！」

　残りのトーストを頬張り、コーヒーを喉に流し込むと、洗面所に駆け込んでいった。




「はい、鍵！　悪いけど、私のほうが遅いと思うからよろしくね」

「了解、気をつけてね」

　駅の改札口で別れ、ホームへと向かっていく中、考えてしまうのは今日のこと。

　今から仕事に行ったら、嫌でも琢磨と顔を合わせてしまう。春樹とは家にさえ帰らなければ会わずに済むけれど、琢磨とはそうはいかない。でも、変に意識していたら、真希さんと俊哉さんに感づかれちゃうだろうから、気をつけないと。

　平常心、平常心！と心の中で何度も唱えながら、電車に揺られていった。




「おはようございます」

「あっ、まどかちゃん、おはよう」

　事務所に着くと、すでに真希さんが出勤していて、観葉植物に水をやっていた。

「給湯室のほうはまだですよね？　やってきますね」

「ごめんね、助かる」

　すぐに荷物をデスクに置き、給湯室へと入る。

　うん、ここまでの私はいつも通りだよね。琢磨が来ても、この調子で対応しよう。

　今日の琢磨は、終日外出の予定が入っていた。朝だけは顔を見せるだろうけど、それさえ乗り切れば……！

　コーヒーメーカーをセットしつつ、そんなことを考えていると、「おはようございます」と琢磨が早速、出勤してきた。

　あれほど意気込んでいたというのに、声が聞こえてきただけで、心臓が飛び跳ねてしまった。

　おまけにコーヒー豆をシンクにぶちまけてしまうという、オプション付き……。

　あぁ、何やっているのよ、私。全然、通常運転できていないじゃない。声を聞いただけで動揺しすぎ。

「真希さん、まどか給湯室ですか？」

「えぇ、そうよ」

　まさかの声にギョッとしてしまう。

　テンパッて、とうとうコーヒーメーカーまで床に落としてしまった。

　ギャー！　やってしまった！　もしや壊れちゃった!?

「何やってるんだよ、朝から」

　琢磨が、コーヒーメーカーをすかさず拾い上げてくれた。

　途端に顔を上げられなくなり、心臓が激しく波打っていく。

「ごっ、ごめん」

　うう、恥ずかしい。顔も見られないし、これじゃあ動揺しているのがバレバレじゃない。

　どうすることもできずスカートをギュッと握ってしまう。

　すると琢磨は大きく息を吐いた。

「コーヒー豆も派手にぶちまけたな」

「……はい」

　ますます顔が上げられない状況に陥ると、琢磨は急に子供をあやすように、私の頭をポンポンと撫でてきた。

「悪かったな、そうさせたのは俺だろ？　だけど、ごめん。俺はまどかが動揺してくれてるの、すっげぇ嬉しいよ」

　そう言われて、顔を上げたけれど、すぐに後悔してしまう。

　琢磨は、私の視線が釘付けになってしまうくらい、甘い瞳で私を見つめていたから。

「少しは、俺にも脈があるって証拠だろ？　だったら悪いけど、俺、つけ込むから」

　何これ、胸がキューッて鳴って仕方ないんですけど。学生じゃあるまいし、何、素直に胸キュンなんてしているのよ、自分。

　盛大なツッコミを入れている間も、琢磨は愛しそうに私を見つめ、頭を撫で続ける。

「今日の昼には一度こっちに戻ってくるから、一緒に食事しよう」

「え、食事？」

「あぁ、ハンバーグの美味しい店に連れていってやるよ。まどか、昔から好きだったじゃん」

　ダメだ、鳴るな二十八歳の胸！

　琢磨は幼馴染みみたいなもので、付き合っていたんだから私の食べ物の好みを知っていて当たり前じゃない。……ただ、別れて十年以上も経つのに、覚えていてくれたのが嬉しかっただけで。

　いや、でも私が好きかもしれないのは、春樹じゃなかったの？　甘い言葉を囁かれたら誰でもいいの!?　それじゃ、まるでビッチじゃない。

「昼飯、楽しみにしているから」

「……うん、わかった」

　どんなに自分を戒めても、胸の高鳴りは止まりそうにない。

　昔を思い出しちゃったよ。琢磨はよくこうやって、私の頭を撫でてくれたなって。よく笑ってくれたし、優しかったし。いつもそばにいてくれた。

　そう思うと、胸はキュンキュン鳴る一方だ。

　どうしよう私、胸が鳴りすぎて呼吸困難に陥りそうなんですけど。とりあえず、この頭を撫でる大きな手を退けてもらえないだろうか。

　切り出すタイミングを窺っていると、急に声が聞こえてきた。

「いいなぁ、頭ポンポン。私もやってもらいたい」

「真希さんっ！」

「げっ、何、盗み見ているんですか！」

　すぐに琢磨の手は離れていき、ふたり同時に声をあげてしまった。

　給湯室の中を覗くように立っていたのは、こちらを見てニヤける真希さんで、さっきまでの一部始終を見られていたのかと思うと、いたたまれなくなる。

　恥ずかしすぎて、近くに穴があったら逃げ込みたいくらいだ。

「いやいや、こんな狭い事務所内で聞かないほうが難しいわよ、たくちゃん。だけど、何？　いつの間にふたりってば、ドラマみたいな急展開を迎えたわけ？」

　口元に手を当てて、こちらをニヤニヤ眺める真希さんに、さすがの琢磨も気恥ずかしいのか頭をガシガシとかいている。

　お願いですから真希さん、それ以上ツッコまないでください。

　けれど、そんな私の願いも虚しく、真希さんも給湯室内に入ってきて、さらに深く追及してきた。

「ついに、たくちゃんの儚い恋心がまどかちゃんに届いたのかしら。いいじゃない！　今どき浮気や不倫なんて、日常茶さ飯はん事じなんだから。たくちゃん！　円満離婚に持ち込めば、こっちのものよ」

　弁護士事務所の中で交わされる会話とは思えない内容に、目を見張ってしまう。

　でも、琢磨は乗り気な真希さんの挑発に乗ることなく、額を押さえてうなだれた。

「どうせ、そのうち追及されそうだから言っておきますけど、俺、本気でまどかを奪うつもりでいるんで。あまりからかって、まどかを困らせないでくださいね」

　真希さんに釘を刺すように言うと、琢磨はこちらに目を向ける。そして困ったように眉を下げてはにかみ、『悪い』と口パクしてきた。

　せっかく胸キュンが収まったというのに、そんなことをされたら、またドキッとしちゃうじゃない。

　それからも、琢磨は外に出るまでの間、真希さんや出勤してきた俊哉さんにいじられていたけれど、私に矛先がいかないよう配慮してくれていた。




　昼休みになると、琢磨は約束通り事務所に戻ってきてくれた。

　それから、ひたすらニヤニヤ顔の真希さんと俊哉さんに見送られ、ふたりで事務所をあとにし、やってきたのは洋食屋。

　最初は緊張していたけれど、次第にほぐれていき、琢磨オススメのハンバーグに舌鼓を打った。

　そして、食後に頼んだコーヒーを飲んでいる時だった。琢磨がどことなく照れ臭そうに封筒を差し出してきたのは。

「え……何これ？」

　キョトンとしてしまい、差し出された封筒と琢磨を交互に見つめてしまう。

　すると、琢磨はますます恥ずかしそうに頭をかき、目を泳がせた。

「よかったらさ、今度の土曜日に行かないか？」

「え、土曜日？」

「映画のチケット。……久しぶりにデートしない？」

　まさかのお誘いに目が点になってしまう。

「言っただろ？　『本気で奪いにいく』って。でも強引にいく気はないから。またゆっくり、俺を好きになってほしい」

　視線を合わせると、力強い眼差しで見つめられる。

「だから、俺とデートしてくれない？　でないと、好きになってもらえないじゃん」

「琢磨……」

　次の瞬間、テーブルに載せていた手をそっと握られ、胸が飛び跳ねた。

　けれど琢磨の表情は変わらず、私をまっすぐ見据えている。

「まずは友達として出かけようぜ。……昔みたいに」

　どうしよう、これ。自分の気持ちがわからなくなっていく。

　私が好きになりかけているのは、春樹だよね？　それなのに今は、琢磨の言動ひとつひとつに、こんなにも心を大きく乱されてしまっている。

　ドキドキして仕方ない。これじゃあ私、いよいよ春樹のことを責められなくなっちゃうよ。

「ごめん、ちょっと強引すぎたよな」

　何も言えずにいると、困っていると勘違いされたのか、すぐに手が離され、映画のチケットが入っている封筒もしまわれてしまった。

「そろそろ出るか。昼休み終わっちゃうよな」

「あっ……！」

　違うのに。琢磨と一緒に出かけたくないわけじゃないの。ただ、あまりにフラフラしすぎている自分に嫌気が差していただけなの。

　店を出る準備を進める琢磨に、言えるはずない。

「ここは俺が出しとくから、先に出てて」

　そう言われてしまったら、ここは素直に従うべきだよね。

「ありがとう」と伝え、先に店を出た。ランチの時間ということもあって、レジは混雑していて、会計を済ませるまでまだ時間はかかりそうだった。

　それにしても……私ってば、何をやっているんだろう。

　店先でガックリうなだれてしまう。

　絶対さっきの、傷つけちゃったよね？　不愉快な思いをさせちゃったよね？

　逆の立場だったら、すっごい緊張してたと思う。これじゃあ昔と同じじゃない。また琢磨のことを傷つけてるなんて。別に、誘われて嫌じゃなかったのに。本当は嬉しかったのに。

　ふと、あさみの言葉が頭をよぎる。『よーく考えなさい』という言葉が。

　そう、だよね。琢磨は真剣に、私に気持ちをぶつけてくれている。それなら私もちゃんと考えないと。琢磨に対する自分の気持ちを。

「悪い、まどか。お待たせ」

「あっ、ううん。こっちこそごめんね。いいお店紹介してもらったうえに、奢ってもらっちゃって。とっても美味しかった。ありがとう」

「全然、気にするなって」

　申し訳なくて謝ると、琢磨は優しく微笑んだ。

　ほら、さっきのことなんて微塵も感じさせないほど、琢磨はいつも通りに接してくれる。優しい人なんだ、琢磨は。昔からずっと。

　あさみの言うように、私がこの先、一緒にいて幸せになれる相手は、春樹じゃなくて琢磨なのかもしれない。

　浮気の心配もないし、毎日くだらないことで言い争いをしなくて済む。老後だってきっと幸せに暮らせるはず。

　考えてみてもいいのかな？　春樹とじゃない、琢磨との未来を。

「俺、このまま事務所に戻らず、次のところに行くから。真希さんに伝えておいてくれる？」

「あ……うん」

　どうしよう、てっきりこのまま、一緒に事務所に戻るとばかり思っていたのに。

「それから、今日は直帰だから。……また明日な」

　何か言わないと。でないと、また琢磨を傷つけたまま終わっちゃう。そうなっちゃったら、私、絶対後悔する！

「じゃあな」と言いながら背を向けられた瞬間、咄嗟に琢磨の腕をつかんでしまった。

「待って！」

　琢磨は当然驚き、不思議そうに私を見下ろしている。

　言うんだ、ちゃんと。

　自分自身を奮い立たせ、琢磨の腕をつかんだまま切り出した。

「映画、私も行きたい。……琢磨と一緒に」

　勇気を出して自分の想いを伝えたけれど、次第に琢磨の顔を見られなくなっていき、うつむいてしまった。

「……え、でも――」

　戸惑う琢磨に、声を被せた。

「さっきはごめん、全然嫌じゃなかったから。……ただ、あまりに気持ちがフラフラしちゃっている自分に嫌気が差しちゃって。それで何も言えなかったの。だから、琢磨と映画に行くのが嫌とかじゃないから」

　早口ながら、一番言いたいことは伝えられた。琢磨に私の気持ちは伝わっただろうか？

　何も言わない琢磨が気になり、そっと顔を上げると、いまだ放心状態の彼と目がかち合う。

　すると、琢磨はハッとしたように口を開いた。

「え……じゃあ一緒に映画、観に行ってくれるのか？」

　恐る恐る聞いてきた琢磨に、即答した。

「うん。行こう、映画！」

　力強く答えると、彼は一瞬面食らったように息を呑んだけど、顔をくしゃくしゃにして喜んだ。

「やった！」

　少年のようにこれでもかってくらい、目尻にシワを作って喜ぶ。

　やだな、もう。そんなに喜ばれたら、こっちまで嬉しくなっちゃうじゃない。

　つられるように口元を緩ませると、琢磨はますます目を細めて微笑んだ。

「じゃあ約束。……そうだな、朝十時に駅前の公園で待ち合わせで、どう？」

「うん、わかった。楽しみにしてる」

「俺も」

　今、思い出した。初デートもこうだったなって。

　あの時も琢磨が映画のチケットを取ってくれて、それで誘ってくれたんだ。さっきみたいに目を泳がせながら。

　あぁ、ダメだな。ますます気持ちが加速していく。昔を思い出せば思い出すほど、琢磨に惹かれていく気がしてならない。

「あっ、やべ、時間になる！　悪いけど行くから、気をつけて戻れよ」

「うん、琢磨も気をつけて」

　琢磨は腕時計で時間を確認しながら、慌ただしく行ってしまった。

「……これでよかったんだよ、ね？」

　琢磨の背中を見送ったあと、ポツリと声が漏れてしまう。

　もう後悔したくないし、あんなに喜ぶ琢磨を見たら、間違ってないと思うけど。それなのに、なぜだろう。春樹の顔が頭に浮かんでしまうのは。

　春樹とは、お互いのプライベートに干渉しないって決めたじゃない。

　最近は春樹が勝手に私に対して騒いでいるだけで、またすぐにいつもの女たらしに戻るかもしれないし。それなら、私だって琢磨と映画に行くくらい、いいよね。

　なのに胸の奥に何か詰まったような気がして、モヤモヤするばかり。

　その時、ふと感じた視線。

　周囲を見回すも、通行人が行き交っているだけで、誰も私のことなんて見ていない。

「気のせい……かな？」

　確かに、誰かに見られているような気がしたんだけど。

　不思議に思っていると、近くにあった時計が目に入り、ギョッとしてしまう。

「急いで戻らないと！」

　感じた視線のことはすっかり忘れて、慌てて事務所に戻っていった。

「よし、春樹はいないよね」

　仕事を終え、やってきたのは我がマンションの裏側。

　春樹は仕事だと思うけど、もしかしたら……という不安が頭をよぎり、まるで泥棒のように部屋に電気が点いていないことを確認していた。

　今のうちに取りに行って、さっさとあさみの家に戻ろう。

　玄関を開けると、真っ暗な室内が映し出される。二日間不在にしただけなのに、明かりを点けると、見慣れた光景にホッとしてしまうのはなぜだろうか。まだここに住み始めて、数ヵ月だというのに。

　ちょっぴりしんみりしつつも、当初の目的を思い出し、自分の部屋へと向かう。

「あった、これこれ」

　読みかけの本を手に取り、適当にバッグに詰めていく。

　そして、すぐに家を出ようとしたけれど、ふと、リビングで足が止まってしまった。

「何よ、意外と綺麗にしてるじゃない」

　たった二日間だけど、春樹のことだ。散らかし放題かと思ったのに、整然と片づけられていた。そのままキッチンに向かうと、こちらもシンクに洗い物もなく、綺麗なまま。

　おまけに帰りが遅くなるからか、洗濯物はしっかり部屋干しされている。

　私がいなくても、春樹はいつも通りの生活をしているわけだ。

　あれ……？　どうしてここでイライラしちゃうんだろう。おかしくない？　別に嫌がることじゃないよね？　むしろ喜ぶべきじゃない。

「春樹は私がいなくても平気なんだ」

　そこまで声に出して、ハッと気づく。

　やだな、私ってば。私がいなくても、春樹が変わらない日常を送れていることが、面白くないんだ。

　気づいてしまった感情に、軽くよろめいてしまう。

　私は一体どちらに惹かれているのだろう。春樹だったり、琢磨だったり。

「ダメだ、頭が痛くなってきた」

　こうなったら美味しいご飯をたっぷり作って、あさみにこの行き場のない気持ちをぶちまけよう。

　フラフラした足取りで玄関へ向かった、その時だった。

　ガチャリと鍵を開ける音が聞こえたと思ったら、ドアが開かれた。

「まどか!?」

　現れた春樹は、私に気づいて目を見張っている。

「……春樹」

　まさか彼が家に帰ってくるとは夢にも思わず、廊下で呆然と立ち尽くしてしまう。

「戻ってきてくれたのか？」

　私の姿を確認し、安堵の笑みを漏らす春樹。けれど、私が手にしているバッグを見た瞬間、悲しげに目を伏せた。

「……じゃなくて、荷物を取りに来た……んだな」

　確信を得た声に、なぜか申し訳ない気持ちになってしまう。

「うん、ちょっと忘れ物をしちゃったから」

　なぜだろう。相手は春樹なのに、まともに顔を見て話せない。

　いつも私、春樹とどんな顔で話してたっけ？　少なくとも、こんなに緊張したことなんて一度もなかったはず。

　戸惑いを隠せず、この場から早く去りたい衝動にかられていく。

「ごめん、あさみが待ってるから、もう行くね」

　春樹の顔を見ることなく、すぐさま立ち去ろうと靴を履き、彼を押しのけてドアノブに手を伸ばす。

　すると、その手を素早くつかまれてしまった。

「待てよ！」

　たったそれだけのことで、尋常じゃないほど心臓が飛び跳ねてしまう。

「……春樹？」

　それでもどうにか声を絞り出し、やんわり手を振りほどこうとしたけれど、叶わず。さっきから春樹の視線を感じちゃって、どうしようもない。顔が上げられない。

「帰ってきてくれないか？」

　そう言うと、春樹は私の手を握る力を強めた。

「なんか、ごめんな……。俺たち、友情結婚っていう約束だったのに、ひとり暴走しちまって」

　本当だよ。いきなりスキンシップしてきたかと思えば、キスしてきたり、手のひらを返したようにいい夫になっちゃって。まるで恋人同士でするようなデートまで強制してきて。

　おかげで春樹には、振り回されてばかりだった。

「でも、俺はこの先もまどかと結婚生活を続けたい。まどかがいなくなって、よくわかったんだ。俺にとって、まどかは本当に大切な存在だったんだって。これからも、俺と夫婦として一緒に生活を続けてくれるなら、今まで通りの幼馴染みの関係に戻るから」

　何それ。言っている意味がちっともわからない。

　私とこれからも夫婦でいたいのに、幼馴染みの関係に戻る？　今さらもとの関係に戻れるとでも思ってるの？　人の気持ちをこんなに、かき乱しておいて！

　私のことを自分に惚れさせるなんて言って、人を少しその気にさせておいて悩ませて。春樹の都合で、こっちは振り回されてばっかりだ。

「そんなわけで、戻ってきてくれよ」

　勝手な言い分に、一気に怒りが爆発してしまう。

「とりあえず、この手を離してくれないかな？　アホ春樹」

　顔を上げてニッコリ微笑み、ゆっくり問いかけると、春樹は目を丸くさせた。力が弱まった瞬間、素早く手を振りほどくも、瞬きもせず固まっている春樹。

「やっぱり春樹は、救いようのない最低男だよね。そんなことを言われて、素直に『はい、わかりました』とでも、言うと思っているの？」

　ひたすら笑顔で毒づく私に、春樹は唖然とするばかり。

「手のひら返したように態度を急変させて、いきなりキスしてくるわ、いい夫を演じるわ……。人の気持ちを振り回しておいて、今度はもとの生活に戻りましょう？　ふっざけるんじゃないわよ！」

　玄関に私の声が響いた瞬間、春樹の身体は怯えたように反応し、後ろに大きく飛び跳ねた。

　けれど、一度溢あふれた怒りは抑えることなど不可能で、ひたすら春樹にぶつけていく。

「だったら、最初から関係を壊しかねないこと、するんじゃないわよ！　あぁ、でもそっか。春樹の恋愛スキルなんて所詮そんなもんよね。次から次へと相手を変えて、甘い言葉で壮大な気持ちを語るくせに、中身はすっからかんだもんね」

　バカにしたように言えば、さすがの春樹もムッとした様子で反論してきた。

「おい、黙って聞いてれば、ずいぶんひどいことを言ってくれるじゃねぇか」

「ひどいこと？　何言ってるの、私は真実を語っているだけですけど」

「なんだと!?」

　いつの間にかお互い睨み合い、けなし合戦が始まる。

「あんたの恋愛スキルは、小学生男児並みに低いのよ！」

「よくそんなことが言えたもんだ！　恋愛もろくにできず、枯れまくってた女が。お前の末路は本当だったら、ハゲたおっさんとの見合い結婚だったってことを、忘れたのか？」

　そう言うと、春樹は両手のひらを上に向けて、バカにしたようにふっと笑った。

　悔しくて彼の肩にグーパンチをし、言い返す。

「手あたり次第、手を出した挙句、ストーカーされて怯えていた情けない男は、どこの誰ですか？」

「あんなの社会勉強だよ、社会勉強！」

「一度きりの人生で、手を出した子にストーカーされる経験なんて、したくてもなかなかできないものね。さすがは女たらしの春樹さんだ」

　お互い一歩も引かず、小学生以下のケンカを繰り広げること数分間。

「ここ数年、恋愛もまともにできなかった女に、言われたくないね。そういうことは、しっかり恋愛できる人に言われてなんぼなんだよ。悔しかったら浮気のひとつやふたつ、してこいっつーの！」

　まさに売り言葉に買い言葉。

　けれどこのセリフが、私の変なプライドを強く刺激してしまったんだ。

「そうだね、全然好きじゃない春樹と友情結婚なんて、ふざけた結婚させられちゃったんだもの。私にだって、浮気してほかの人と恋愛する権利くらいあるわよね」

「は？」

　思いっ切り顔をしかめた春樹。

　悪いけど、そこまで言われちゃったら、こっちだって黙っていられないから。

「お望み通り、今週の土曜日に琢磨と浮気してきます！」

「なっ何！　琢磨とだと!?」

　琢磨の名前を出した途端、春樹は目を吊り上げた。

　そういう態度が、ますます私の逆鱗に触れているってわからないかな？　琢磨が気に入らないからでしょ？　琢磨が話していた通り、私を好きだって騒ぎだしたのは、お気に入りのおもちゃを取られるのが嫌だったからなんでしょ？

　そんなの本当の〝好き〟じゃない。春樹は、やっぱり私のことなんか好きじゃないんだよ。

　それなのに私ってば……！

　怒りのボルテージは、いよいよ最高潮に達していく。

「言っておくけど、私、浮気とか不倫とか、隠れてコソコソする恋愛なんて嫌いだから。琢磨のことを本気で好きになっちゃったら、潔く離婚届にサインしてくださいね？　ダメ夫の春樹さん」

　ニッコリ微笑むと、春樹も額に血管を浮き立たせながら、笑顔を取り繕った。

「あぁ、上等だ。その時は何枚でもサインしてやる。こっちだって琢磨と浮気するようなふしだらな妻なんて、お断りだっつーの！」

　語尾に力を入れて、シッシッと手で追い払う彼を前に、冷静でいられなくなった。

「『ふしだら』って……それをあんたが言う!?　万年、発情期男が！」

　拳をギュッと握りしめて反論すれば、春樹もすかさず声を荒らげた。

「あぁ、いくらでも言えるね！　ふしだらまどか！」

　ダメだ。春樹と話しているだけで、頭が痛くなる。顔を見ているだけで、次から次へと怒りが湧き起こってきてしまう。

「そうですか、じゃあ、ふしだらな妻はさっさと出ていきますね！　それとも、もう帰ってこないほうがいいですか!?」

「そうだな、そのほうが助かる」

　そうですか、そうですか！　それならば、お望み通りさっさと出ていってやる！

「どうもお邪魔しました！」

「今度来る時は、菓子折りでも持ってきやがれ！」

「はぁ？　何それ……あっ、ちょっと!?」

　最後に意味のわからない暴言を吐かれ、無理やり背中を押されて、締め出されてしまった。

　バタンと大きな音が響く。

「なんなのよ、あいつは……っ」

　しかも、何？　ここは、あんたの家でもあると同時に、私の家でもあるっつーの！　なんで私が、菓子折りなんか持ってこなくちゃいけないのよ！

「何よ……バカ春樹」

　ドアの向こうの春樹に向かって、ボソリと呟き、マンションを去っていく。

　結局、最後は三歳児並みのケンカをしちゃった。

　駅に向かって歩いていくと、さっきまでの怒りは徐々に収まっていき、虚しさに襲われていく。

　悪いのは春樹だ。態度をコロコロと変えるんだから。振り回されるこっちの身にもなってみなさいよ。

　バカみたいじゃない。まんまと乗せられて、好きになりかけたとか。

「あーあ、春樹なんてさっさと見切りをつけて、本気で琢磨に奪われちゃおうかな」

　もともと、琢磨が嫌いで別れたわけじゃないんだ。……きっとすぐに、また好きになれるはず。

　そう思うのに、心の奥が痛んでしまうのはなぜだろう……。

　迷走する自分の気持ちに戸惑いながら、ゆっくりと駅へ向かっていった。










「初めて気づく気持ちもあるのです」




　花の金曜日。

　そんな日に私は定時で仕事を上がり、転がり込んでいる親友宅で、せっせと夕食の準備を進めていた。

「よし、今日もなかなか美味しくできたじゃない」

　味付けはバッチリ。料理を皿に盛り始めた。

　あさみの家にお世話になり始めて、明日で一週間が経とうとしている。

　春樹と子供並みのケンカを繰り広げて、今日で早四日。春樹からの連絡を断つため、あの日からスマホの電源をずっと落としている。数々の暴言を吐いたことは後悔していない。向こうだって、私を散々罵ってきたわけだし。

　じゃあ、どうしてスマホの電源を入れないの？って聞かれたら、困ってしまうけれど、本当は答えがわかっている。きっと春樹から連絡が来ることが怖いんだ。




「それで？　あれから春樹からは特に音沙さ汰たなしですか？」

「そりゃ、まぁ……スマホも起動しておりませんから」

　帰宅したあさみと食事を済ませ、ふたりでのんびりテレビを見ていると、あさみがいきなり春樹の話を振ってきた。

　動揺しつつも、どうにか言葉を返すだけで精一杯。だって、春樹の話題が出るのは、月曜日にあさみにグチッて以来だったから。

「そろそろ、バカ春樹が待ち伏せでもして、またひと悶もん着ちゃくありそうだと思ってたけど」

「まさか！　あれだけケンカをしたんだもの。春樹は、私の顔も見たくないと思う。もちろんお互い様だけど」

　そうだよ、あそこまで言われたら、こっちだって怒り心頭だ。

　けれど、あさみは肩を落とし、テレビを消した。

「だったら、なんでスマホの電源入れないのよ。それって、まどかは後悔してるってことなんじゃないの？　言いすぎたって思ってるんでしょ？」

　あさみは、私の気持ちを探るように問いかけてきた。

「そんなわけじゃ……」

　テレビを消した途端、私とあさみの声が室内に異様に響く。

「まっ、私は断然、琢磨派だから、今の状況に不満はないけどさ。せいぜい後悔しない選択をしなさいよね」

「……わかってる」

　言われなくても、ちゃんと考えてるよ。

「とりあえず、明日の琢磨とのデート、楽しんできたら？　ふたりっきりで過ごすことで、見えてくる気持ちもあるんじゃないの？」

「うん……」

　あさみはため息をひとつ漏らして立ち上がり、「私は明日も仕事で早いから、先に休むね」と言うと、私の肩を数回叩き、寝室へといってしまった。

　パタンとドアが閉まる音が聞こえてきたと思ったら、リビングは怖いほどシンと静まり返ってしまった。

「見えてくる気持ち……か」

　あさみの言うように、何かハッキリすることがあるのだろうか。

　あの日から、琢磨は変わらず優しくて……いや、優しすぎて困るくらいだった。

　真希さんと俊哉さんにどんなに冷やかされようと、いつも私のことを気遣ってくれて、仕事も丁寧に教えてくれている。

　昔からそうだったけど、琢磨と一緒にいると、心穏やかに過ごせる。つまらない言い争いもないし、イラッとすることもない。このまま琢磨と一緒にいるのなら、不安になる未来など想像できないし。

　それなのに、どうして私の心の片隅には、春樹がいるんだろう。明日琢磨とふたりっきりで過ごしたら、それも変わるのかな？

　私はそれを望んでる？　自分の気持ちが、完全に琢磨に向かってほしいと思ってる？

　答えが出ないのに、何度も自問自答してばかりだった。




「おかしくないかな？」

　翌朝、昨夜のうちに用意していた服に袖を通すも、鏡の前で何度もチェックしてしまう。

　Ｔシャツにひざ丈のフレアスカート。仕事ではいつもスーツ姿だから、私服で会うのは気恥ずかしくてならない。

「本当に久しぶりだな、服ひとつでこんなに悩むのは」

　この前、春樹ともデートしたけど、いきなりで半ば無理やりだったし。

　でも、琢磨とは違う。ちゃんと前もって誘ってくれて、私の気持ちを尊重してくれて。うん、どう考えても、琢磨ほど誠実で素敵な男性はいないと思う。あの万年発情期男と比べるのが間違っている。

　せっかくのデートなんだから、今日は一日、春樹のことは忘れて楽しんでこよう。でないと、誘ってくれた琢磨にも失礼だよね。

　そう自分に言い聞かせ、琢磨との待ち合わせ場所へと向かった。




「……いた」

　約束の十分前にもかかわらず、琢磨はすでに待ち合わせ場所である、駅の改札口に来ていた。

　いつものスーツ姿とは違い、黒のシャツに紺色のチノパンとラフな格好をしている。どこか別人に見えてしまい、声をかけるのに躊躇する。

　数メートル離れて、しばし彼の様子を窺っていると、気づかれてしまった。

　途端に琢磨はクシャッと表情を崩し、微笑んだものだから、こっちは激しく胸を鳴らしてしまう。

「何やってるんだ？　そんなところで突っ立って」

「いや、その……」

　あっという間に目の前まで来られて、こんなにまじまじと見つめられたら、照れちゃうじゃない。

　無意味に髪を手で整えてしまっていると、琢磨はクスリと笑った。

「今日の服、可愛い。……昔からカジュアルな服が似合ってたよな、まどかは」

　甘い殺し文句に、唇を噛みしめてしまう。

　琢磨は本当に、私のことをよく見てくれていたんだね。そんなことまで覚えていてくれたなんて。

　ジンとしていると、琢磨は自分で言ってきたくせに照れ臭かったようで、頭をガシガシかいて「行こうか」と声を発した。

　返事をすれば、ホッとしたように微笑む彼の姿に、初デートの記憶が蘇っていく。

　あの日、緊張で二十分前に待ち合わせ場所に来たにもかかわらず、琢磨は私より先に来ていたんだよね。そして、さっきみたいに私の姿を見つけると、嬉しそうに駆け寄ってきて、こう言ったんだ。『来なかったらどうしようかと思ってた』って。

　もしかして、今日も昔みたいに不安にさせちゃっていた……？

　そう思うと、胸が痛む。

　ちゃんと考えようって決めたんだ。今日は琢磨との時間を目一杯、楽しもう。

　再び心に誓い、映画館へと向かっていった。




「はー、すっごいよかった！」

「あぁ、特にラストは感動的だったな」

　琢磨が選んでくれていたのは、以前から観たいと思っていた、小説が原作の恋愛映画だった。

　切ない恋の話で、昔から何度も読んだ作品だったから、映画化するって知った時は、絶対観に行こうと決めていたのだ。

「でもよくわかったね、私があの映画を観たがってたこと」

　同じ職場で働いているといっても、そんな話、一度もしたことがなかったのに。

　不思議に思って問いかけると、琢磨は得意げに言った。

「そりゃ、わかるさ。多分、俺、まどかのことなら、なんでも知ってる自信がある」

「なっ……何それ！」

　琢磨らしくないキザなセリフにテンパッていると、彼は口端を上げて笑いだした。

「言ったら、そうやって照れるだろうなってことも、ちゃーんとわかってたよ」

「もう、からかうのはやめてよね！」

　琢磨をジロリと睨んでも、彼は嬉しそうに頬を緩めるばかり。

「なんでそんなに嬉しそうなの？　こっちは怒ってるのに」

　すると、耳を塞ぎたくなるような甘い言葉が返ってきた。

「だってさっきのまどか、可愛いかったから」

　ダメだ。そんなこと言われちゃったら、撃沈しちゃう。

「昔はそんなこと、口にしなかったのに」

　目を伏せ、照れ隠しでボソッと告げると、琢磨は私の手をギュッと握ってきた。

「昔は思っていても、言えなかっただけだよ。でも、今はそうしないと伝わらないし、まどかのこと奪えないから」

「え、あっ、琢磨!?」

　私の手を取ったまま、足早に歩きだした琢磨に、身体が引っ張られていく。

「時間がもったいない。早く次のところ行こうぜ」

「え、次って？」

　彼の広い背中を眺めていると、少年のように目を輝かせた琢磨がこちらを向いた。

「まどかが喜ぶところ」

　そう言うと、琢磨は歩く速度を速めていく。

　おかげでこれ以上聞くことができず、ついていくのがやっとだった。

　そんな、珍しく強引な琢磨に案内された場所は、なんと、この前春樹と訪れた水族館だった。まさかここに連れてこられるとは夢にも思わず、呆然としてしまう。

「もしかして、もう水族館なんて好きじゃない？」

　何も反応しない私の様子を窺ってくる琢磨に、ハッと我に返った。

「あっ、ううん、そんなことないよ、水族館大好き」

　慌てて笑顔で答えると、琢磨は安心したようにホッと胸を撫で下ろした。

　水族館は昔から大好きだけど……まさかじゃない？　つい最近、春樹と訪れた場所に、今度は琢磨と来ることになるなんて。

「よかった、実は前もってチケットも買ってたから、嫌いだったらどうしようかと思ったよ」

　嬉しいのに、それと同時に泣きたくなってしまうのはなぜだろう。

　ただ単純に、嬉しすぎて？　それとも――。

　違う考えが頭をよぎった瞬間、消し去るように首を横に振ってしまった。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない。早く行こう」

　慌てて笑顔を取り繕って、今度は私が琢磨の手を引き、歩きだす。

　琢磨は目尻にシワを作って微笑んだ。

　つい最近、春樹と来たばかりなのに、一緒に来たのが琢磨ってだけで新鮮に感じてしまうから不思議だ。館内を回るうえで、気づくところとか見るところが違うと、また違った視点から楽しむことができる。

　春樹と来た時は、彼の変なこだわりが災いして、館内を隅々まで見せられたけど、琢磨は違う。私が見たいところを尊重してくれて、見るスピードもちゃんと私に合わせてくれる。

　順調に進んでいく途中、ふとある場所で足を止めてしまった。そこから先はサメの展示スペースだったから。

「まどか、どうかした？」

　足を止めた私に琢磨も立ち止まり、不思議そうに聞いてきた。

『サメがいるから行きたくない』という言葉が、喉元まで上がってきたのを必死に呑み込んだ。

「あ、ううん。なんでもない。行こうか」

　せっかく楽しく見て回っていたのに、ここで流れを断ち切るようなことをしたくない。平気なフリをして、サメの展示ゾーンへと進んでいく。

　そこは薄暗く、サメの水槽の周りだけ明るくて、それがサメへの恐怖心を、より一層駆り立てた。

　なるべく見ないようにしよう。目を見なければ平気なはず。

　サメが泳いでいない水槽のほうばかり見ていると、ふいに琢磨が聞いてきた。

「俺、水族館で一番好きなのはイルカのショーなんだけど、まどかは？」

「……え？」

「まどかは、どの動物が一番好き？」

　ふと投げかけられた質問に、固まってしまう。

　別に普通に答えればいいじゃない。私も琢磨と同じ、イルカが好きだよって。

　なのに言葉が出ないばかりか、春樹のことばかりが頭に浮かんでしまう。

　琢磨は私のことをよく理解してくれている。考えていることも好きな料理も、映画の趣味も。そんな琢磨なら、私がサメ嫌いだってことも、イルカ好きだってことも、知ってくれていると勝手に思い込んでいた。

　あぁ、そっか。だからこんなに驚いちゃってるんだ。

　よく考えれば、当たり前のことなのにね。琢磨と水族館に来たのは、付き合っていた時のたった一度だけ。だから、知らなくて当然なんだ。

　春樹と琢磨は違う。それぞれと過ごしてきた時間も、互いにわかり合ってきた時間も――。

「何？　そんなに悩むほど、好きな動物がいっぱいいるのか？」

「えっ、あ、うん、そうなの。みんな可愛いから選び切れなくて」

　なんとかごまかせたことに、ホッと息を漏らしてしまう。

「そろそろ、イルカショーの時間じゃない？」

「本当だ、いい席なくなりそうだし、早めに行っておこうか」

「うん」

　琢磨は昔と変わらず、優しい。一緒にいると、心地いいのも変わらない。

　でも別れてからの十年は大きい。その間、お互い何をしていた？　その話題が出てもおかしくないはずなのに、私たちは再会してから、会っていなかった十年分の話を一切していないよね？　私も過去を思い出してばかり。『あぁ昔と変わらない、私の知っている琢磨だ』ってことばかりだ。

　これって、私も琢磨も過去のことを後悔しているからじゃない？　せっかく再会できたのに、お互い前に進めていない気がする。離れていた間、いろいろなことがあったはずなのに……。ただ昔に戻りたいだけなのかもしれない。

　そう考えだしたら止まらなくなってしまい、大好きなイルカのショーも、心から楽しむことなどできなかった。




「悪い、出る前にトイレ行ってくるから、そこの売店で待ってて」

「うん、わかった」

　イルカショーのあとは、再び館内を回り、そろそろ出ようということになった。

　売店には、この前、春樹が買ってくれたイルカのぬいぐるみがたくさん並べられている。

「……可愛いな、やっぱり」

　手に取り、部屋にあるのと同じぬいぐるみを、まじまじと見つめてしまう。

　この前春樹と来たのだって、子供の頃以来だった。幼い頃は、初めて見たイルカに興奮しすぎちゃって、春樹にすごくバカにされた記憶がある。春樹は、あの日のことを覚えていてくれたんだよね。

　ううん、イルカだけじゃない。

　私がちょっとでも落ち込んでいると、誰よりも先に気づいてくれて、くだらない話を持ちかけてきては笑わせてくれたり、グチを聞いてくれたよね。

　いつもケンカばかりで、くだらないことで言い争っちゃうのは、それだけ私が春樹に心を許しているから？

　もし、さっき琢磨に聞かれたように、春樹にも同じことを聞かれたら、間違いなくこう言っちゃうもの。『私がイルカを好きだってこと、忘れてるの？』って。

　そんなこと、とてもじゃないけれど、琢磨には言えない。……それはつまり、私は春樹ほどは、琢磨に心を許していない、ということ？

　でも、それは春樹が生まれた時からずっとそばにいたからであって、イコール好きには結びつかない気がする。それこそ、友情からくるものかもしれないし……。

　無意識にぬいぐるみを持つ手が強まったその時、ふいに視線を感じた。

　ハッとして辺りを見回すも、誰もこちらを見ていない。

「あれ……？　気のせい？」

　ジッと見られていた気がしたんだけど……。

　もしかして、ひとりで水族館に来てお土産を吟味している、痛い女だと思われているとか？　あり得る話に、慌ててぬいぐるみをもとの場所に戻した。

　これで、もうジロジロ見られることはないよね？

　そう思いながらも、つい周囲を警戒してしまっていると、よほど挙動不審だったのだろう。

　琢磨に、戻ってくるなり「何やっているんだ？」と聞かれてしまった。

「あっ、いや、その……ちょっと、誰かに見られている気がしたから」

「……え」

　途端に、琢磨の表情が険しくなり、目を見張ってしまう。

「あっ、でも気のせいだったから！」

　そう言っても、琢磨の表情は一向に晴れそうにない。

「あの……どうしたの？　琢磨」

　そっと問いかけると、琢磨はハッとして「悪い」と呟いた。

「もしかしたら、春樹があとをつけているのかと思って」

「え、春樹が？　まさか！」

　ここで春樹の名前が出てくるとは思わず、声が大きくなってしまった。

　そんな私を見て、琢磨は少し困ったように笑った。

「春樹だって、まどかのことが好きなんだ。だから、まどかが俺とデートしているって知ったら、あとを追ってきても不思議じゃないだろ？」

　ううん、そんなことない。春樹は私のことなんて好きじゃない。この前のケンカで、それを充分理解したはず。

　なのに、どうしてすぐに言えないの？　『そんなことあり得ないから』って。『琢磨の言う通り、春樹は私のことなんて、全然本気じゃなかったから』って――。

　言えないどころか、その言葉に傷ついているとか、あり得ないでしょ。これじゃ、私……いよいよ春樹のことが好きみたいじゃない。

　導き出された考えが、妙にしっくりきてしまう。あさみの言う通りになってしまった。ふたりっきりで過ごして、見えてくる気持ちがあったよ。

「さて、次のところも考えているんだけど、そこに行ってもいい？」

「あっ、うん。もちろん」

　ダメ、今は琢磨と一緒にいるんだから。決めたじゃない。今日一日は春樹のことを考えないようにしよう、って。

「じゃあ行こうか」

　映画を見終えてからさっきまで、歩く時はずっと手を繋いでいたのに、今はなぜか手を繋ぐことなく先に歩きだしてしまった琢磨。

　けれど、今の私にとって、それはホッとしてしまうものだった。こんな気持ちのまま平静を装って琢磨と手を繋ぐなんて、きっと無理だっただろう。

　痛む胸を押さえ、琢磨についていった。




「うわぁ、すごい綺麗」

「だろ？　マイナーな夜景スポットだけどな」

　それから琢磨が連れてきてくれたのは、東京タワー。

　地上百五十メートルの高さにある大展望台は、休日ということもあって、家族連れや恋人たちで混み合っていた。

　陽が落ちた今、都会の街並みには明かりが灯され、幻想的な夜景を、琢磨とふたりで眺めていた。

「私、東京タワーなんて、小学生の頃以来かもしれない」

「えっ、そうなのか？」

　これには琢磨も驚いた様子。

　地元だといつでも行けると思っちゃって、足を運ぶ機会がなかったんだよね。

「しかも、夜景を見るのは初めてだから嬉しい」

「……そっか」

　素直な気持ちを伝えると、琢磨は安心したように微笑んだ。

　しばし、ふたりで夜景に視線を奪われている中、琢磨がポツリポツリと語りだした。

「俺は結構、ここに来ているんだ」

「え……それはひとり、で？」

　横を見ると、琢磨は景色を眺め、どこか懐かしそうに口元を緩めた。

「あぁ、何かあると、この夜景を見に来てた。大人になればなるほど、な」

　そうだったんだ……。

　初めて聞く話に、また視線を景色へと移し、耳を傾けた。

「勉強に行き詰まった時や、つらいこと、悲しいことがあった時。ひとりになりたい時は、いつも来ていたよ」

『そんな場所に私を連れてきてくれたのは、どうして？』って聞きたかったけど、言葉が出なかった。その答え、ちょっぴりわかってしまったから。

　私のことなら、なんでもわかると言っていた琢磨だから。……そんな琢磨に、聞く勇気がなかった。

　それからまた、しばし夜景を見つめること数分、「フッ」と笑い声が聞こえてきた。

「ごめん俺、回りくどいこと言ったりして」

　その声に、琢磨のほうにゆっくりと顔を向けると、彼も同じように私を見つめていた。そして目が合った瞬間、琢磨は今にも泣きだしてしまいそうに、瞳を大きく揺らした。

「本当はずっと昔から気づいていたんだ。まどかが落ち込んでいた時も、悲しんでいた時も、いつもそばにいたのは春樹だって」

「琢磨……」

　ギュッと心臓を鷲わしづかみされているように、苦しくなっていく。

「それに気づいていたから高校時代、あんなバカなことをしてしまったんだ。春樹はいつもまどかのことを気にかけて、守っていたよ。まどかが気づかないくらい、さりげなく、いつもいつも。……今だって、きっとそうだ。互いにほかの理由もあって友情結婚したのかもしれないけど、春樹はまどかが見合いさせられると聞いて、黙っていられなかったんだと俺は思う」

　吹っ切れた声に、胸がますます苦しくなるばかり。

「お前らには、誰も立ち入ることができないような、見えない絆みたいなものがあるんだよ。お互いのことを知り尽くしていてさ。……十年ぶりに再会した時、ふたりが結婚したって聞いて、『やっぱり』って思ったんだ。たとえ友情結婚ってやつでも、互いを理解したうえで一緒になったなら、それはもう、とっくに友情の域を越えているんじゃないか？」

　琢磨の言葉、ひとつひとつが胸に響く。

　思い返せば、いつも春樹は私のことを守ってくれていたよね。

　幼稚園で男子にからかわれた時、私をかばってくれて喧嘩になっちゃって。それで春樹は先生に怒られちゃったのに、私のことを何も言わないでいてくれたんだ。

　小学生の時も、あさみとクラスが離れてしまってクラスメイトの女子たちと、うまく馴染めない頃があった。そのことを話してもいないのに春樹は気づいてくれて、持ち前の明るさで、私とクラスメイトとの仲を取り持ってくれて。

　琢磨にフラれちゃった時は、毎日家に押しかけてきて、ゲームを一緒にやってくれたり、面白い本を貸してくれたりして、気を紛らわせてくれていたっけ。

　大学受験では、不安で押し潰されそうになっていた私を励ましてくれて、自分も受験するのに私の勉強を見てくれたり……。

　いつも嫌な顔ひとつせず、春樹は笑っていた。時には罵られたりしてきたけれど、どんな時も春樹は私のそばにいて、守ってくれていたんだ。

　やだな、琢磨に言われてようやく自分の気持ちに気づくなんて。

　私の記憶の片隅には、いつも春樹がいたんだ。幼い頃からずっと――。

「ありがとう、琢磨。……私、ようやく自分の気持ちに気づくことができたよ」

　ごめんね、琢磨。もう二度と琢磨のことを傷つけたくないって思っていたけど、どうしても伝えたいの。本気で奪うって言ってくれた琢磨に、今の私の正直な気持ちを。

　すべて見透かしたような瞳で私を見る琢磨に、小さく深呼吸をして伝えた。

「琢磨となら、私は幸せになれる、って何度も思ったよ。春樹と違って優しいし、一緒にいて落ち着けるし。これから先も、幸せに暮らせると思う」

　自分の幸せのことだけを考えたら、間違いなく琢磨を選ぶべき。

　あさみだけじゃなく、誰に聞いたって琢磨を選ぶべきだって、皆、口を揃えて言うと思う。

「でも、琢磨のことを思うたびに、春樹が頭に浮かんできて、彼と比べちゃっているの。そんな状態で、このまま琢磨と一緒にはいられない」

「……うん」

　琢磨は口を挟むことなく、何度も頷きながら話を聞いてくれている。

　そんな琢磨に、今日一日、ともに過ごして感じた気持ちをぶつけていった。

「ねぇ琢磨、気づいてた？　……私たち、再会してからほとんど、昔の話しかしていないってことに。私もね、琢磨と一緒に過ごすたびに、付き合っていた頃のことばかり思い出してたの。これって、お互い過去のことを後悔したままで、前に進めていないってことなんじゃないかな？」

　ずっと相あい槌づちを打ってくれていた琢磨の瞳が、色を失っていく。

「昔の後悔を消したいだけなのかもしれない。……私も琢磨も。もう、お互い、あの頃のことを気にするのはやめよう。浮気されて別れてから、琢磨との思い出は悲しいものになっちゃったけど、今は違うから。私のことを好きでいてくれたからだったんだってわかったから。……だから、琢磨ももう、あの頃の楽しかった思い出を後悔で埋め尽くさないで。楽しかったことだけを覚えていてほしい」

「まどか……」

　たった一年だったけれど、琢磨と過ごした時間はすべてが初めてで新鮮で、思い出すと今も胸が熱くなる。悲しげに唇を噛みしめる琢磨に笑ってほしくて、以前、彼に言われた言葉を口にした。

「琢磨が前、言ったじゃない？　私に幸せになってほしいって。それは私も同じだから。琢磨には幸せになってもらいたいの。でも、それはきっと、私と一緒にいても得られないものなんだよ。琢磨を幸せにできる人は、ほかの人だと思う」

　琢磨に幸せになってもらいたい。でも、それには私は必要ない。

　きっぱりと伝えた瞬間、琢磨は吹っ切れたように大きく息を漏らし、頬を緩ませた。

「あーあ、容赦ないな、まどかは」

「ごめんね。でも、琢磨ならわかってくれると思って」

『奪う』とまで言ってくれた琢磨には、ちゃんと自分の気持ちを伝えないといけないと思ったの。たとえ、琢磨を傷つけることになったとしても。

　その想いは、ちゃんと琢磨に届いてくれたようで、彼は先ほどとは違い、笑顔で一歩、また一歩と、私との距離を縮めてきた。

「あのさ、デートの最後に、ひとつお願い聞いてくれる？」

「もちろん」

　そう言うと、琢磨は真正面からギュッと私の身体を抱きしめた。

　背中に回される逞たくましい腕。一瞬にして包まれる彼のぬくもりに、目を見開いてしまう。

「え、琢磨？」

　裏返る声に、琢磨はクスクスと笑っている。

「なんだよ、お願いを聞いてくれるって言ったじゃんか」

「そりゃ、言ったけどっ……」

　まさか、そのお願いがこれだとは思わなかったから。

　行き場のない手が宙ぶらりん状態の中、琢磨はゆっくりと話しだした。

「今度は、俺が語る番。……未練がましい奴だって思われるのが嫌で、今までずっと言えなかったけど、俺は別れてからも、ずっとまどかのことを想ってたよ」

「……え」

「まどか以外の人と付き合ったことないし。……それくらい好きだった」

　初めて聞く彼の深い愛情に、涙が溢れそうになる。

　どうして高校時代に、気づいてあげられなかったのかな。そうしたら、きっと私は今も、琢磨のことを想っていたはずなのに。こうやって二度も傷つけずに済んだのに。

　いくら後悔したって、どうしようもないと理解したはずなのに、やっぱり後悔せずにはいられないよ。

「まどかは、お互い昔を後悔しているからって言うけどさ、俺は違うと思う。今も昔もまどかのことが好きだから。だから、本気で春樹から奪おうと思ったし、また一から始めたいと思った。……それだけは信じてほしい」

「……っう、ん」

　彼の優しさが心に染みる。涙をこらえるのに必死で、声がかすれてしまう。

「後悔もしていたけど、それ以上に〝好き〟って気持ちのほうが強かったんだ。今はもう、後悔なんかしてないよ。ちゃんと自分の気持ちをぶつけることができたし、最後に、またこうやってまどかと一日デートできたんだから。だから、ありがとうな」

　私は首を大きく横に振った。

　それは違うよ。お礼を言うべきなのは、私のほう。こんな私のことを、ずっと想ってくれていてありがとう。……自分の気持ちに気づかせてくれて、ありがとう。

　身体がゆっくりと離されていく。

　顔を上げれば、琢磨は甘い顔で私を見つめていたけれど、目が合った瞬間「ブッ」と噴き出した。

「なんで泣くんだよ。泣きたいのはこっちなんだけど」

「うっ……ごめん」

「謝るなよ」

　そう言うと、額にコツンと拳を当てられた。

「言っておくけど、あとで悔やんでも知らないからな。あの時、春樹じゃなくて俺を選んでおけばよかったって」

　私が額を手で押さえると、琢磨はクスクスと笑いだした。

　そう言われると、一気に不安に襲われてしまう。

「そんなこと言わないでよ。相手があの春樹なんだもん。冗談抜きで、すぐに後悔しちゃいそう」

　鼻をズズッと啜りながら言うと、ツボに入ったのか、琢磨は声をあげて笑いだした。

「もー笑い事じゃないから。ぶっちゃけ、あいつのどこがそんなに好きなのか自分でもよくわからないし」

「ぶっちゃっけすぎだろ！　だけど、まぁ……好きっていう気持ちはそういうものなんじゃないの？」

「え？」

　聞き返すと、琢磨は諭すように話してくれた。

「ふたりは、昔からずっと一緒にいたんだろ？　あまりに近すぎて、互いの存在の大切さに、気づいていなかっただけなんだよ」

「そう、なのかなぁ」

「そうだって。……つーかこんなこと、俺に言わせるなよな」

「痛っ」

　すかさず頭を叩かれ、手で押さえてしまう。

　そして目が合った瞬間、どちらからともなく笑いだしてしまった。

　うん、私たちの間にあった空気は、こんな感じだった。柔らかくて落ち着けて、自然と笑顔になれたの。

　ねぇ、琢磨。今すぐには無理かもしれないけれど、私たち、また昔のように仲のいい友達として、過ごせるようになるよね？　こんな風に笑い合いながら――。

　すると突然、琢磨のスマホが鳴りだした。

「あれ？　なんだろ、俊哉さんからだ。悪い、ちょっと出てくる」

「うん」

　琢磨はそのまま、人の少ないところを探して行ってしまった。

　気づけば、先ほどよりたくさんの人で溢れている。そうだよね、今日は土曜日だし。

　夜景を見ながら、琢磨が戻ってくるのを待っていようと思ったその時、急に周囲が騒がしくなった。

「キャー！」

「わーっ！」

　周りの人々が、何かから逃げるように次々と散っていく。

　え、何？

　突然の出来事に唖然としていると、小柄で髪の長い二十代くらいの女性が、数十メートル先から人混みをかきわけて、まっすぐこちらに向かってきた。

「キャー、早く逃げて！」

「刃物を持っているぞ！」

「誰か、警備員さんを呼んで!!」

　次々と飛び交う声と人々が逃げ惑う様子に混乱し、立ち尽くしてしまう。

　次第に見えてきた彼女の手には、ナイフがしっかり握られていて、血走った目はなぜか私に向けられていた。

　あまりの恐怖に、まるで金縛りに遭ったかのように、動けなくなってしまう。

「早く逃げるんだっ」

　すべてがスローモーションのように映し出されていく。

　辺りは騒然としているのに、私の視線は向かってくる女性から逸らせない。

「よくもっ……よくも私の春樹をっ……！」

　彼女は目を血走らせ、女性のものとは思えないほど低い声で叫ぶ。

「……え」

　春樹……？

　ハッと我に返った時には、すでに彼女は目の前。

　刺される!!

　痛みへの恐怖を感じたその時だった。

「まどかっ!!」

　思いっ切り抱きしめられたと思ったら、勢いそのままに床に転がり込んでしまう。

「痛っ……」

　すぐに襲われた背中の痛みと、のしかかる重み。

　そして周りからの悲鳴の嵐に、一瞬何が起きたのかわからない。そんな中、苦しそうな声が聞こえてきた。

「まどかっ……無事、か？」

　その声――まさか……！

「春、樹……？」

　覆い被さられた私の視界は、真っ暗で何も見えない。けれど、ずっと一緒に過ごしてきたんだもの。彼の声を聞き間違えるはずはない。

「どうして春樹がここに……？　それよりもっ」

　一瞬にして、さっきの光景が頭にフラッシュバックされていく。

　さっき私は、間違いなく刺される寸前だった。なのに、刺された感覚も痛みもない。ってことは、もしかして……！

　今の状況を確認しようと、どうにか身体を動かす。

　すると、私にまだ半分覆い被さったまま、苦しそうにうなっている人物がいて……それはまさしく、春樹だった。

　恐怖と嫌な予感で混乱しつつ、呆然と彼を見ると、クリーム色のシャツを着た春樹の背中が、赤い液体で濡れていることに気づく。震える手で触れた瞬間、その生暖かい感触に、身体が強張る。

　これって……血？

「やだ、春樹、あんたっ……！」

「……へ、平気……だ。……これ……くらいじゃ、死なねぇ、から……」

　状況が見えないだけに、頭の中が恐怖で埋め尽くされていく。

　周りに人が集まってきたようで、すぐに「救急車を」「大丈夫か！」「取り押さえたぞ！」という声が聞こえてきた。

　春樹の身体を下手に動かしてしまうとよくないから、どうにも身動きができない。

「春樹……ねぇ、本当に大丈夫なの？」

「バーカ……だい、じょうぶ……だって……」

　途切れ途切れの弱々しい声に、震えが止まらない。

「やだ、しっかりしなさいよ。もっと、いつもみたいに文句のひとつでも言いなさいよね！」

　涙が溢れて止まらない。こんな春樹、知らない。

　私の上から退くこともできないんでしょ？　本当は痛くてつらいんでしょ？

「春樹……っ、春樹……!!」

　彼は次第に、問いかけにも答えなくなってしまった。

　やだ、やめて！　冗談じゃないわよ、このまま会えなくなったりしないよね？

『びっくりしたか？』って、笑ってみせてよ。今すぐに飛びのいて、泣いている私を見て笑ってよ。

　私の心は、春樹を失うかもしれない恐怖心で、埋め尽くされていった。










「失うのが怖いほど、好きなんです」




　薄暗い病院の待合室は、シンと静まり返っていて、私は恐怖と不安に押し潰されそうだった。

『手術中』と赤く点灯したままのドアを、さっきから何度も見つめては、手の震えが止まらずにいる。

「まどか、大丈夫だから落ち着けって」

　あれから救急車が到着し、病院に搬送されていく間も、琢磨がずっとついてくれていた。

　正直、この状況で琢磨がいてくれて助かった。だって私、救急隊や警察に状況を聞かれても、うまく話せなかったから。

　琢磨はそんな私に代わって、わかる範囲で答えてくれたのだ。

「さっき、医者も言ってただろ？　安心してお待ちくださいって」

　琢磨は眉尻を下げて微笑み、落ち着いたトーンで話す。

　確かに、お医者さんからはそう言われた。でも――。

「でも春樹……血がいっぱい出てた」

　救急隊によって搬送されていく春樹の洋服は、真っ赤に染まっていた。

　いくら先生が大丈夫と言っても、元気な春樹をこの目で確認しない限り、安心なんてできないよ。怖くて不安で、どうしようもない。

　ひたすら震える身体を両手で抑えていると、こちらに駆け寄ってくる足音がバタバタと響き渡った。

「まどか、琢磨！」

　聞こえてきた声はあさみのもので、彼女は血相を変えて駆け寄ってきた。

「あさみ……？　どうしてここに……」

　突然現れたあさみに驚いていると、琢磨が説明してくれた。

「俺が連絡したんだ。心配していると思って。それと春樹の親御さんにも連絡を入れておいたから、そろそろ来てくれると思う」

　そうだったんだ。本当に何から何まで、琢磨に頼りっぱなしだ。

「それでどうなのよ！　春樹は！」

　あさみは琢磨の肩をガッチリつかむと、身体を大きく揺さぶり始めた。

「落ち着けって、春樹なら大丈夫だから！　……まだ手術中だけど」

「大丈夫なのね！　命に別状はないのね!?」

「あぁ、だからとりあえず落ち着け」

　ホッとしたのか、あさみは脱力したように琢磨の隣に腰を下ろした。

「もー、バカ春樹。生意気に私を心配させやがって！　……それで、相手は誰なのかわかったの？」

「あぁ、以前、春樹と関係を持った女性らしい」

「まったく、自業自得野郎めっ」

　あさみの言う通りだ。

　昔からずっと思ってたんだ。そのうち誰かに刺されちゃうんじゃないかって。

「でも……あの人、まっすぐ私を狙ってた、よね？」

　瞬時にその光景が浮かび、恐怖に包まれる。

「それは、まだ警察が調べているところだから、確証はないけど……まどかが春樹と結婚したからじゃないかと、俺は思う」

「え……？」

　まさか、という思いで隣に座る琢磨を見れば、彼はそっと睫毛を伏せた。

「それだけ、あいつに本気だったんだろ」

　そんな……。だからって、相手の女性を殺そうとするものなの？　だってあの人、迷いなく私を刺そうとしていたよ？

『愛情と憎しみは紙一ひと重え』なんて言葉を聞いたことがあるけど、本当にそうなってしまうなんて……。

　震えが止まらず、自分の身体をギュッと抱きしめると、それに気づいたあさみがすぐに私の隣に腰かけ、寄り添ってくれた。

「怖かったよね、まどか。でも、もう大丈夫だからね」

　あさみのぬくもりに、少しだけ気持ちが落ち着いていく。

　すがる思いで彼女の肩に頭を預けた。

「……怖かったっ」

　声を絞り出すと、あさみは同調するように何度も身体を撫でてくれる。

「当たり前だよ、刺されるところだったんだから」

「ううん違うの。……そうじゃなくて、このまま春樹が死んじゃうかもしれないって思ったら、怖くてたまらなかったっ」

「……まどか」

　我慢していた涙が、とめどなく溢れだす。

「ずっとそばにいるのが当たり前で、彼を失うことなんて考えもしなかった。でも、こうなって初めて気づかされたの。私には春樹が必要だって。春樹のいない人生なんて考えられないって」

　このまま失ってしまったら、私も生きていけないと思った。

　生まれた時からずっと一緒で、つらい時も嬉しい時も、ともに過ごしてきた春樹がいなくなるなんて、想像さえもできなかった。

「春樹のことが好き。……怖くて心配でどうしようもなくなるくらい、好きなの」

　溢れる気持ちが止まらなくて、涙とともに出てしまう。

　知らなかった。私ってばいつの間に、これほど春樹を好きになっていたんだろう。

「じゃあそれ、春樹本人に伝えてやりなさい。そうしたら、あいつの怪我もすぐに回復するだろうから」

　その瞬間、手術室のランプが消え、ドアが開かれた。

　すぐに現れた先生に、三人とも立ち上がり、駆け寄っていく。すると先生は私たちを安心させるように話してくれた。

「ご安心ください、手術は成功しました。命に別状はありません。ただ、しばらくは絶対安静です。それと、今夜はこのまま集中治療室で、容体を確認させていただきます」

　その言葉に、三人とも安堵する。

「よかった……っ」

「ありがとうございました」

　深々と頭を下げると、先生は「ご面会は明日からになります」と言い残し、去っていった。

「よかったな、まどか」

「本当、あのバカ春樹め！　あとでみっちり絞めないとね。まどかにこれだけ心配かけたんだから」

「そうだな」

　口々に交わされるふたりの会話に、やっと笑うことができた。

　本当によかった。春樹が無事で。

　もう二度と会えなかったらどうしようかと、何度思ったか……！




「ねぇ、本当に泊まるつもり？　明日にならないと春樹に会えないんだよ？」

「うん、やっぱりそばにいたいし、一番に会いたいしさ」

　お義父さんとお義母さんも先生から説明を受けて安心し、今さっき帰っていった。

　私たちもそろそろ帰ろうか、となったけれど、私はここに残ると伝えた。家に帰ったところで眠れるはずはないだろうし、落ち着かないもの。

「でも――」

「あさみ、いいから俺たちだけ帰ろうぜ。まどかの気持ち、わかってやれ」

　琢磨に言われ、渋々納得してくれたようだ。

「まどか、ちゃんと明日、春樹に伝えろよな。それで今度こそ幸せになれ」

　ふわりと顔をほころばせる琢磨の隣で、あさみも口元を緩めた。

「そうね、琢磨じゃなく春樹を選んだ以上、何がなんでも幸せになりなさいよ」

「うん、ありがとう」

　本当にありがとうね、ふたりとも。

　心の中で深く感謝する。

「それと安心しろ、身を挺ていして守ったんだ。あいつにとってもまどかは、なくてはならない存在なんだよ」

「琢磨……」

　ポンと肩に置かれた手は、すぐに離れていく。

「おやすみ」

　そう言い残し、琢磨とあさみは帰っていった。

　誰もいない待合室で、明日になるのをひとり待っている間も、考えてしまうのは春樹のことばかり。

　琢磨の言うように、春樹にとっても私が大切な存在なら嬉しい。……けれど、たとえそうじゃなかったとしても、私の気持ちはもう変わらない。

　春樹が好き。

　この先浮気されようが、どんなにケンカしようが……。

　だから明日、ちゃんと伝えよう。春樹に私の気持ちを全部。




「……さん、大沢さん」

　名前を呼ばれ、身体を揺すられた瞬間、ハッと目覚めると、いつの間にか朝を迎えていた。待合室には窓から朝日が差し込んでいる。

「もう、面会できますよ」

「本当ですか？」

「はい、こちらにどうぞ」

　どうやら私が待合室で眠りこけている間に、春樹は集中治療室から一般病棟に移ったらしく、５０５号室の個室へ案内された。

「ご主人も目を覚まされていますので、どうぞ」

「ありがとうございます」

　看護師さんに頭を下げ、緊張が増す中、ゆっくりとドアを開ける。

　窓のカーテンは開いていて、朝日の眩しさに目をつぶってしまうも、次の瞬間、目に映ったのは、仰あお向むけになっている春樹の姿だった。

「春樹……」

　看護師さんの言う通り、春樹は目を覚ましていて、私が部屋に入ってくるなりいつもの調子で微笑んだ。

「よう、まどか。……悪かったな、俺のせいで危ない目に遭わせてしまって」

　片腕には痛々しく管が通されていて、仰向けの状態から動けない様子。

　だけど目の前にいるのは、間違いなくいつもの春樹だった。

　笑った顔も、声も、全部――。

「大丈夫、だったか？　……怪我は、ない？」

「何よ、春樹のくせに弱々しい声で、人の心配なんてしないでよ……っ」

　徐々に視界がぼやけていく。

「まどかこそ一人前に俺を心配して、泣くんじゃねぇよ。……泣くんだったら、こっち来いよ。でないと、涙を拭ってやれないだろ？」

　目で『こっちにおいで』と促されるまま、一歩、また一歩と、ベッドへと近づいていく。

「泣くに決まってるでしょうが！　……怖かった。あんたがいなくなるかと思ったら、怖くてどうしようもなかった」

　溢れた涙は頬を伝っていく。

「俺だって同じだわ。……みっともなくふたりのデートを尾行していたことも忘れて、気づいたら飛び出してたよ。……まどかを守りたい一心で」

　痛むのか、顔を歪めながらも、精一杯の気持ちを伝えてくる春樹に、胸が熱くなっていく。

「なっ、尾行してたって何よ！」

「しょうがないだろ？　……気になって、どうしようもなかったんだから」

　ベッドまで来ると、そのまま手をつき、視線を合わせるようにしゃがみ込んだ。

「どうして気になったのよ。私のことなんて、好きじゃないんじゃないの？」

「アホか。好きに決まってんだろ？　それくらい俺の妻ならわかれよ」

　春樹は優しい眼差しで私を見つめながら、ゆっくりと手を伸ばし、私の涙をそっと拭ってくれた。

　いつもの調子で言い合う私たち。

　なのに自然と怒りは湧き起こらず、愛しさが込み上げてくる。

　見飽きたはずの顔なのに、たまらなくカッコよく見えてしまうから不思議だ。

「あんたの愛はわかりづらいのよ。おまけに薄っぺらくて、中身もすっからかんだし」

「なんだと!?」

「でも！　……もういいよ、そんな薄っぺらくて、すっからかんの愛でも。その分、私の愛は壮大で、中身がぎっしり詰まっているから」

　春樹は涙を拭ってくれていた手を引っ込め、目を丸くする。

　その姿がおかしくて笑えてしまう。

「言っておくけど、私の愛は大きすぎて厄介だからね。今後、浮気は絶対許さないし、『魔が差した～』なんて言おうものなら、みっちり懲らしめてやるから」

「まどか……」

「だから覚悟しなさいよね、アホ春樹」

　瞬きもせずに驚いている春樹の頬に、そっとキスを落とした。『これが私の気持ち』と伝えるように。

　離れれば、春樹は私をガン見状態。

　その姿に、おかしさをこらえ切れなくなり、声をあげて笑ってしまった。

「アッハハハハ！　何よ春樹、その顔は」

「うっ、うるせぇ！　まどかが悪いんだろうが！　いきなりするからっ……！」

　照れているのか、耳まで真っ赤になって怒る春樹に、キュンとしてしまう。

「今さら何を言うの。ガッツリ唇にキスしておいて」

「おまっ……！　女が言うセリフじゃねぇぞ！」

　春樹は罵ってくるけれど、照れ隠しだってことは、一目瞭然。ムキになっちゃうところが彼らしい。せっかくカッコいい顔をしているのに、台無しだ。

　いつもだったら情けないとか、呆れるって思うはずなのに、こんな一面を愛しく思えてしまう私は、以前春樹に宣言された通り、まんまと惚れてしまったようだ。

「おーい、ここは病院ですよー、バカ春樹さん」

「バカはやっぱり死なないな」

　突然ドアが開かれたかと思えば、そこに立っていたのは、呆れた様子のあさみと琢磨だった。

「げっ、なんでお前らが来るんだよ。さっさと帰れ！　今は夫婦の時間だっ」

　せっかく来てくれたというのに、ふたりを手でシッシッと追い払おうとする春樹に、ふたりは怒りを露わにした。

「ちょっと春樹、よくそんなことが言えるわね！　何よ、人が心配して来てやったのに……！」

「はっ！　誰があさみなんかに頼んだかよ、心配してくれなんて」

「なんですってー！」

　一触即発な空気の中、なぜか琢磨はいたずらっぽく笑いながら近寄ってきた。

　当然、春樹は顔をしかめだす。

「なっ、なんだよ琢磨。ニヤニヤ笑いやがって気持ち悪い、な」

　ハラハラと様子を見守っていると、琢磨は春樹に向かってとんでもないことを言いだした。

「いいか春樹、これだけはよーく覚えておけよな。まどかが初めて好きになったのは俺で、付き合ったのもキスをしたのも、その先も、ぜーんぶ俺が初めてだってこと」

「はぁ？」

「ちょっ、ちょっと琢磨!?」

　急に何を言いだすかと思えば……っ！

「あぁ、それと、もうひとつ。まどかの初めての浮気相手も俺になるかもしれないってこと、せいぜい肝に銘じておくことだ」

「なっ、なんだと！」

　私が唖然とする中、琢磨は言いたいことを吐き出してスッキリしたのか、したり顔で「またな」と言い残し、病室を出ていってしまった。

「せいぜい肝に銘じなさーい！」

　あさみも琢磨に便乗し、〝あっかんべー〟をして颯さっ爽そうと病室を出ていった。

　春樹は沸々と怒りを募らせている。

「あいつらめ……っ！　俺が動けないのをいいことに、言いたいことだけ言って逃げやがって」

　琢磨も琢磨だけど、春樹さんも春樹さんですよ？　ついさっき、私の気持ちをこれでもかってくらい伝えたのに、どうしていちいち反応しちゃっているのかな？

「ちょっと春樹さん、私の気持ちわかっていないんですか？」

「は？　何がだっ……っ」

　ギロリと睨まれた瞬間を狙って、春樹の口を塞ぐようにキスを落とした。

　すると途端に春樹は押し黙り、唇を離すと魂が抜けた顔をしちゃっている。

「おまっ……！　やめろよなっ、二回も不意打ちすんのは！　……こっちはもっと激しいチューしたくても、我慢しているっつーのに!!」

「そうなの？　じゃあ、ほっぺにもキスしてあげる」

「やめろ！　俺を欲求不満で死なせるつもりかっ」

　あぁ、やっぱり春樹とはこうでなくちゃ。くだらないことを言い合って、笑い合って。これが私と春樹の、愛のスキンシップなのかもしれない。

　怒り狂う春樹の頬に、その後も何度もキスを落としていった。










「この度、恋愛結婚いたしました」




　あの事件から二週間が経とうとしていた。

　春樹に傷を負わせたのは、前に彼が言っていたストーカーだった。

「彼女は、まどかちゃんの旦那さんが結婚したと知って、一度は諦めたみたいだけれど……」

　俊哉さんは言葉を濁した後、ゆっくりと続きを話し始めた。

「偶然、琢磨くんと一緒にいるまどかちゃんを見て、ナイフを持ち歩いたまま、まどかちゃんのあとをつけるようになって……。東京タワーで、ふたりが抱き合っている瞬間を見てカッとなり、事件を起こしてしまったようだ」

「そう、だったんですか……」

　加害者の弁護を引き受けてくれたのは、俊哉さんだった。

　春樹から琢磨経由で依頼したのだ。

「でも、旦那さんも、おおごとにしたくないって言っているし、彼女も反省しているからね。まどかちゃんが心配するほど大きな刑を科せられることは、ないと思うよ」

　その言葉に、ホッと胸を撫で下ろした。

　彼女がしたことは、決して許されないことだけど、もとはと言えば、春樹の行いが招いたことだし、彼女が反省しているのなら何よりだ。

　それに、きっと、もう二度とこんな過ちは犯さないと思うから。

「ところで、旦那さんはそろそろ退院できそうなのかな？」

「あっ、はい、おかげさまで」

　春樹は順調に回復しており、そろそろ退院のめども立つ頃。

　ほのぼのとした空気に包まれる中、急に真希さんが私の腕に、自分の腕を絡ませてきた。

「はーい、まどかちゃん！　ここで質問です」

「あっ、はい、なんでしょうか？」

　真希さんは屈託のない笑顔で、とんでもないことを言いだした。

「近々、たくちゃんの失恋記念飲み会を開催する予定なんだけど、まどかちゃん空あいている日ある？」

「……えっ!?」

　耳を疑うイベントに、ギョッとしてしまう。

「ちょっと真希さん、いい加減にしてくれませんか？」

　書類を作成していた琢磨も血相を変えて立ち上がり、私と真希さんの間に割って入ってきた。

「だって失恋を吹っ切るなら、まどかちゃん本人にも出席してもらうべきでしょ？」

「それって、明らかに人の傷口を抉えぐる行為だって気づいてますか？」

　ドヤ顔の真希さんに、すかさずツッコミを入れる琢磨。

　いつものごとく始まってしまった真希さんの琢磨いじりを、しばし呆然と眺めていると、俊哉さんはクスクスと笑いながらこちらに近づいてきた。

「まどかちゃんは、気にしなくて大丈夫だよ。琢磨くんは琢磨くんで乗り越えるだろうし、俺たちがついているからね」

「俊哉さん……」

　うん、そうだよね。琢磨なら大丈夫だ。

　いまだに言い争いをしているふたりを、俊哉さんとふたり、見守ってしまっていた。




　仕事帰り、ナースステーションで面会手続きをし、早速、春樹が入院している病室へと向かう。

　ここ三日間、仕事が忙しくて来られなかったから、寂しがってくれていただろうか。

　そんなことを考えると、自然とニヤけてしまう。

　さすがにこの顔のまま病室に入るわけにはいかないから、ドアの前で顔を引き締めていると、ふと病室内から声が聞こえてきた。

「悪かったな、いろいろと。……でも助かったよ」

「フッ。春樹に礼を言われると、違和感を覚えるな」

　え、この声って……。声の主を確認したくて、忍者のごとくドアを少しだけ開けて、中の様子を見る。

　すると、バツが悪そうに顔をしかめる春樹と、そんな春樹を見て微笑む琢磨が目に飛び込んできた。

　琢磨は今日、用事があるからと言って、定時で上がっていった。けれどまさか、その用事が春樹に会うことだったなんて。

　驚きを隠せない中、ふたりのぎこちない会話が続いていく。

「お前の手術中、まどかは泣いてたよ。……先生は大丈夫だって言ってたのに。怖くて心配でどうしようもないくらい、好きだって」

「……そっか」

　ちょっと琢磨ってば、私のいないところで、なんてことを春樹に言ってくれちゃってるのよ！　これじゃ、中に入るに入れないじゃない。

　琢磨の話を聞いて、春樹は照れ臭そうに鼻をかいた。

「昔からお前には、勉強でも運動でも勝てていたのにな。……まどかのことだけは勝てなかった。悔しいけど、俺より春樹のほうがまどかのことを理解しているし、いつだってまどかを支えていたんだよな。……お前にとってのまどかも、そんな存在だったんだろ？」

　諭すように語りかけた琢磨。

　すると、春樹は真剣な面持ちで、琢磨と向き合った。

「まどかとはさ、物心つく前からいつも一緒だった。ああ見えて意外とドジなところも、涙もろいところも、自分のことより人の心配をしてしまうところも、全部知ってる。……そんなまどかが、高校生の時、琢磨と付き合うことになったって聞いて、すげぇ寂しかったんだ。それまでなんでも話してくれてたし、ずっとそばにいたはずなのに、俺は何も聞いていなかったから」

　春樹の瞳が悲しげに揺れる中、私は初めて聞く彼の本音に心を大きく乱されていた。

　胸元をギュッと押さえ、静かに彼の話に耳を傾けた。

「当時の俺は寂しくて、でもまどかの相手が琢磨なら応援しようって、無理やり自分に言い聞かせた。……今思えば、あの頃にはもう気づいていたのかもしれない。まどかはただの幼馴染みじゃないって。だからお前が浮気して別れたって聞いた時、考えるより先に身体が勝手に動いて、殴ってしまったんだと思う」

　苦笑いする春樹に、琢磨は眉を下げ、口元を緩めた。

「なるほどね。あの時の春樹、すっげえ剣幕だったもんな。……納得」

　意地悪そうにニヤける琢磨を前に、春樹は面白くなさそうに顔をしかめ、「うるせぇ」と呟いた。

　けれどその表情も次の瞬間、引き締まる。

「あの時はお前になら、まどかを任せられるって思ってたけど、今は違うから。まどかは誰にも渡さない。……いや、誰にも渡したくない。俺が一生かけて守って、幸せにするから」

　力強い眼差しを向ける春樹に、琢磨はどこか安心したように肩を落とした。

「その言葉が聞けてよかった。ちゃんと守れよ？　……まどかと幸せにな」

「あぁ。まどかのことは、一生俺が守り続けるよ。……お前の分も」

　春樹……琢磨……っ！

　ふたりの気持ちが嬉しくて胸が熱くなり、涙が込み上げてきた。口元を押さえ、唇を噛みしめる。そうしないと声が漏れてしまいそうだ。

　鼻を啜り、バッグからハンカチを取り出して涙を拭う。

　いつまでも、ここで聞き耳を立てているわけにはいかないもの。今来たところを装って、中に入ろう。そう思っていた時。

「――というわけだ。話は終わったから、入ってきていいぞ、まどか」

　突然、病室内から琢磨に呼ばれ、身体がビクッと反応してしまう。

「まさか俺たちにバレていないとでも、思ってたのか？」

　琢磨に続いて、春樹も笑いをこらえながら言ってきた。

　嘘でしょ、いつからバレてたの!?　テンパる私をよそに、琢磨の手によって容赦なくドアが開けられてしまった。

　恐る恐るふたりを見れば、私を見てニヤニヤと同じ顔をしちゃっている。

「……いつから気づいてたの？　私がいることに」

　バツが悪く感じながらも尋ねると、琢磨が笑いながら答えてくれた。

「ドアが少しだけ開いた辺りかな？　春樹もそうだろ？」

「あぁ。それにシルエットがガラス窓にバッチリ映ってたしな」

　嘘、そんな前から!?　ますますいたたまれなくなる。

「さて、と。言いたいことも言えたし、聞けたし。俺はそろそろ帰るな。……春樹、お大事に」

　琢磨はバッグを手に、さっさとドアのほうへと向かっていく。

「琢磨、本当にありがとうな」

　声をかけた春樹に、琢磨の足が止まる。けれど、振り返ることなく片手を挙げ、「またな」と言って去っていった。

　途端に静まり返る室内。さっきの話を聞いてしまった手前、ちょっと気恥ずかしい。それでも、なんとかベッド横にある椅子に腰を下ろすと、春樹は私の気持ちを察してか、何事もなかったように話しだした。

「そういえば俺の退院、明後日あさっての土曜日になったから。ちゃんと迎えに来てくれよな」

「本当？　よかった、退院が決まって」

　すぐに会話は途切れてしまい、次の言葉が出てこない。三日ぶりに会うんだもの、話したいことはたくさんあったはずなのに。さっきの春樹の言葉がどうしても頭から離れてくれず、邪魔をしてくる。

『まどかのことは、一生俺が守り続けるよ』という言葉が。

　思い出すと、胸がギュッと締めつけられていく。そして、ますます恥ずかしくなり、春樹の顔が見られなくなっていた時だった。

「まどか、こっち」

「え、わっ!?」

　腕をつかまれたと思ったら勢いよく引かれ、春樹の腕の中に引き寄せられた。

「は、春樹っ……!?」

　春樹の上に乗った状態で腰に両腕を回され、身動きが取れない。

　慌てる私を前に、春樹はどこか面白そう。

「土曜日、退院した足で行きたいところがあるから、付き合えよな」

「は？　何言っているのよ、退院してすぐなんて」

「いいから。楽しみにしててよ」

　ニッコリ微笑む春樹に、面食らってしまう。

　一体どこに行くつもりなのだろうか。

　落ち着かない体勢で、そんなことを考えていると、ふいに春樹の顔が近づいてきたものだから、咄嗟に彼のほっぺを両手でバシッと押さえてしまった。

「おい、この手は一体なんだよ」

「手も何も、まずはこの体勢があり得ないんですけど！　そろそろ夕食の時間でしょ？　看護師さんが突然来て、見られたらどうしようって危機感はないの？」

「ないね」

　きっぱり言うと、顔を近づけてくる春樹。私の抵抗も虚しく、唇が触れてしまいそうな距離で彼は囁くように言った。

「……悪かったな、泣くほど心配させて」

「それ、はっ……！」

　咄嗟に身体を後ろにのけ反らせると、春樹は目を細めて、愛しそうに私を見つめてきた。

「嬉しかったよ、それを聞いて。……琢磨に宣言した通り、お前のことは俺が一生守り続けるよ。何があっても必ず」

「春樹……」

　再び彼の端正な顔が近づいてくる。

「だから誓いのキスをさせてよ」

　ここは病室で、いつ看護師さんが来るかわからないのにな。今度ばかりは拒むことなんてできないよ。

　ねぇ、春樹……さっきの言葉に嘘はない？　本当に何があっても、この先ずっと私のことを守り続けてくれるって、信じてもいい？

　春樹との距離が縮まるにつれて、瞼を閉じていき、彼の胸元のシャツをギュッと握りしめた。

　春樹はそれを確認すると、顔の角度を変え、何度も何度も甘いキスを落としてきた。




「大変、お世話になりました」

「お大事になさってください」

　そして迎えた土曜日。看護師さんたちに見送られ、病院をあとにすると、春樹は宣言通り、自宅マンションとは違う方向へと歩を進めていく。

　荷物は昨日面会に訪れた際、ほとんど持って帰っちゃったからいいけど、一体どこに行くつもりなのだろうか。

「ねぇ、春樹。いい加減、教えなさいよ。どこに行くつもりなの？」

　何度聞いても教えてくれなかったけど、そろそろ口を割ってもいいんじゃない？

　けれど、春樹はやっぱり黙ったままで、やってきた先はジュエリーショップ。

「ここ!?」

　夢にも思わない場所で、素っ頓狂な声が出てしまう。

「そ、行くぞ」

　そう言うと、春樹は戸惑う私の手を取り、店内へと入っていく。

　迷わずやってきた先は、ペアリングが並べられているショーケースの前。

「さぁ、まどか、好きな物を選べ！」

「選べって……なんなの？　急に。それに指輪なら、今もしているじゃない」

　つい数ヵ月前、結婚した時に買った物が、互いの左手薬指にはめられているのに。

　すると春樹は、急に照れ臭そうに頭をかきだした。

「バカか、お前は。それは、友情結婚した時に買ったやつだろ？　今の俺たちは違うじゃん。だから、指輪も新しくしようぜ」

　優しく目を細める彼に、心臓が飛び出そうになった。

　びっくりした。そんなことを気にしてくれていたなんて。らしくないことしてんじゃないわよ。こんなことされたら、あんたのことをますます好きになっちゃうじゃない。

　キュンキュンする胸を押さえながら、私は気に入ったペアリングを指差した。

「じゃあ、あれがいい」

「よし、なんでもいいぞ！　……ってアホ！　俺の稼ぎに見合う物を選べっ」

　すぐに声を潜め、抗議してきた春樹。

　それも無理はない。私が指差したのは、ペアで五百万円もする指輪だったのだから。

「えー、なんでもいいって言ったじゃない」

「言ったけど、限度ってものがあるだろうが!!」

　人差し指で額をグリグリされ、すぐさま手で払いのける。

「痛い痛い！　何よ、甲斐性なし」

「どこがだ！　むしろ感謝しろ、買ってやるんだから」

　結局、最後にはいつもの私たちに戻ってしまい、言い争いをしながらも、見合う物を購入したのだった。




「さて、指輪も買ったし、帰ろう。少し休んだほうがいいよ」

　春樹の身体が心配になって言うも、彼は声を弾ませて言った。

「帰るわけないだろ？　これからが本番だっつーの。行くぞ、時間がない」

「はぁ？　あっ、ちょっと!?」

　そのまま腕を引かれ、あっと驚く場所に連れてこられてしまった。

「すみません、早速よろしくお願いします」

　春樹は、部屋にいた綺麗なお姉さま方にそう言って、戸惑う私を彼女たちに引き渡した。

「はい、かしこまりました」

「え、はっ、春樹？　これは一体どういうこと!?」

　質問するも、彼は何も言わずに退室してしまい、私はわけがわからぬまま変身させられていった。

「どうぞ、いってらっしゃいませ」

　ゆっくりとドアが開かれると、その先にはタキシード姿の春樹が立っていた。いつもより、三割増しでカッコいい。

　そのまま春樹に手を引かれ、すぐそばにある教会に入っていく。

　夕陽が差し込む教会内は、どこか幻想的だ。

「ちょっと春樹さん、これは一体どういうことですか？」

「いやはや、やっぱり俺の奥さんは綺麗だな。惚れ直した」

　愛しそうに私を見る彼に、体温が上昇してしまう。

「……っ、答えになってないんですけどっ」

　褒められたのが照れ臭くて声を荒らげると、天井の高い教会内に自分の声が響いた。

　春樹はクスクスと笑っている。

「言っただろ？　俺たちはもう、友情結婚の関係じゃないんだ。だから、またここから始めたいと思ってさ」

　そうなのだ、春樹に連れてこられたのは、数ヵ月前に式を挙げた教会で、お互い着ているドレスもタキシードも、あの日と同じ。

　ひとつだけ違うのは、広い教会には私たちしかいないってことだ。

「もう一度、互いに愛を誓い合おうぜ。今度は正真正銘の〝愛〟ってやつをさ。でないと、入院中にせっせと準備を進めていた、俺の努力が報われないんですけど？」

「春樹……」

　ダメだ、胸が苦しい。指輪だけでも嬉しかったのに、こんなサプライズをするなんて、ズルい。

「ほら、神様の前に行くぞ」

「……うん」

　泣きたいほど嬉しいけど、ここで泣いちゃうのは癪だ。必死に涙をこらえ、春樹に導かれるまま、祭壇の前へと進んでいく。

　足を止め、互いに向き合うと、春樹は頬を緩めた。

　夕陽に照らされる彼の顔は、今までで一番凛り々りしくて、胸がキュンと締めつけられる。

「内村まどかさん、あなたは一生をかけて、イケメンで素敵で優しい夫、大沢春樹を愛することを誓いますか？」

　せっかくロマンチックな雰囲気の中、カッコいい旦那様の姿に惚れ惚れしていたのに、そのムードを簡単にぶち壊された。

　私は小さく息を吐き、すぐに答える。

「はい、浮気性で、頭が痛くなる言動を頻繁にする夫、大沢春樹を仕方なく一生、愛することを誓います」

　途端に、春樹は顔をしかめるけれど、私は気にせず言葉を続けていく。

「大沢春樹さん、あなたはだらしない自分を愛してくれる内村まどかさんを、一生かけて、愛することを誓いますか？」

「もちろん誓います。きっと俺が愛してやらないと、まどかさんは一生、誰にも愛されないと思いますので」

　すっかり、いつもの調子に戻ってしまった私たちは、バチバチと火花を散らす。

「おい、今日はガッツリ唇にキスさせてもらうからな」

「冗談はやめて！　この前と同じく、頬にお願いします」

　互いに笑顔が引きつっていく。

「無理に決まってるだろ？　可愛すぎるまどかに、キスしたくてたまらないんだから」

「はぁ？」

　春樹はニヤリと笑うと、乱暴にベールをめくり、私の腰に手を回すと、強引に唇を奪う。

「ちょっ……っ！」

　それも一度だけじゃなく、角度を変えて、何度も何度も。

　次第に深くなる口づけに、呼吸ができずに苦しくなる中、春樹がやっと唇を離してくれた。

　乱れる息を整えながら瞼を開けると、満足げに私を見る春樹と目がかち合う。

「どうだった？　誓いのキスは」

「どうもこうも、こんなの誓いのキスでもなんでもないんですけど！」

　これを親族や友人の前でやられていたら、平手打ちだ。

「なんだよ、感じてたくせに」

「なっ……！　バッカじゃないの!?　そんなわけないでしょ!!」

　鼻を鳴らしてからかう春樹に、肩を震わせて詰め寄る。

「いいから照れるなって。なんなら、もう一回する？　……いや、あと十回くらいしてもいいかな」

　春樹は意地悪な笑みを浮かべ、私の頬を大きな手で優しく包み込む。彼は慌てふためく私を楽しそうに見ながら、ジリジリと顔を近づけてくる。そして、唇が触れそうで触れない距離でピタリと止まり、ニッコリ微笑んだ。

「やっぱり、あと百回はしておこう」

「するわけないでしょうが！」

「言っておくけど、誓いのキスをしたんだ。まどかのこと、一生離してやらないからな？」

「よく言いますこと。そんなこと言って、一ヵ月後には浮気、なんてやめてよね？」

　念を押すように人差し指を立てて言うと、春樹は顔をクシャッとさせて微笑み、私を抱き上げた。

「キャッ!?」

　咄嗟に春樹の首に腕を回してしまうと、彼は私の額に自分の額をくっつけ、囁くように言った。

「二度と浮気なんてしないよ。……俺にはお前しかいないんだから。まどかこそ琢磨と浮気なんてするなよな」

　チュッとリップ音を立てて、落とされたキス――。

　視界いっぱいに映るのは愛しい人。

　急激に恥ずかしくなってしまい、咄嗟に可愛げのないことを言ってしまった。

「それはどうかな？　春樹がしっかり私の気持ちを繋ぎとめてくれていないと、もしかしたら……」

「おい！」

　すかさず突っ込んできた春樹に、笑ってしまった。

　こんな調子ですが、この度、めでたく恋愛結婚いたしました。

　最初は友情結婚でしたが、今、ふたりの間にあるものは、友情ではなく愛情のみ！

　それも、とびっきり甘くて強い運命の糸で結ばれていると、お互い信じております。

　これもまた、ある種の愛のかたちだと思うのです。

　友情から愛情に変わった私たちの、愛のかたち――。
















特別書き下ろし番外編










「この度、家族が増えることになりました」




　春樹とふたりっきりで二度目の結婚式を挙げてから、一年以上が過ぎた。

　仕事から帰ったあと、この日も慌ただしく夕食の準備を進めていると、珍しく定時で上がってきた春樹が、帰ってくるなり背後から抱きついてきた。

「ただいまー、まどか！」

「ぎゃっ！　バカ、危ないでしょうが！」

　炒め物をしているというのに、ギュッとくっついてくる春樹を睨む。

　けれど、彼はまるで猫のように、私の頭に自分の頬をすり寄せてきた。

「あー、久しぶりのまどかだ。やっと触れられる」

「やっと、って……」

「俺が最近、忙しかったから、こうして夕食を一緒に食べることだって、久々だろ？　夜だってまどか、次の日も仕事があるからって、さっさと寝ちまうし」

　ふて腐れる春樹、ここ数日は本当に仕事が忙しくて、帰りは二十二時を過ぎてばかりだった。

「当たり前でしょ？　私だって仕事してるんだから」

　春樹のペースに付き合って生活していたら、こっちの身がもたない。

　バッサリ言い切ると、春樹はガスの火を止めた。

「だから、今すぐイチャイチャしよう」

「はい？」

　春樹は私が手にしていた菜さい箸ばしを奪い取ると、あっという間に私を抱き上げ、寝室へとスタスタと向かいだした。

「何を考えてるの!?　ご飯の準備が途中なんだけど！」

「いいよ、先にまどかをいただくから」

　そんなことを言われたら、絶句してしまうじゃないですか。

「相変わらず、可愛い奥さんだ」

　愛しそうに笑う春樹に、胸がギュッと締めつけられる。甘い春樹にはまだ慣れそうにない。だから、可愛げのないことばかり言ってしまう。

「そちらは相変わらず、獣な旦那様ですね」

「それは最高の褒め言葉です」

　二度目の結婚式をしたあとに購入したダブルベッドに、そっと下ろされると、すぐに春樹が覆い被さってきた。

　けれど、寝室に入る前に春樹が点けた、電気の明かりが気になって仕方ない。

「あの、電気を消してくれませんかね」

「無理。消したら見えないだろ？　いろいろと」

　吐息交じりの声が妙に色っぽくて、顔が熱くなる。

「何、その顔。今すぐ襲ってほしいの？」

　春樹の手が頬に触れた瞬間、さらに体温が上昇していく。

「バカ、アホ、変態！」

　結婚して一年以上。気持ちが通じ合えてからも結構経つのに、いまだにこういった展開に慣れない私。

　ムードのない言葉ばかり、口から出てしまう。

「そのバカでアホで、変態な俺を好きなのは誰だよ」

　春樹もまた、いつもの調子で返してくる。

　けれど、その先は『知らない』なんて言えない。

「……私です」

　そう。そんな春樹を好きなのは私ですから。

「俺も、そんなまどかが好きだよ。……つーか、愛してる」

　甘い顔で放たれた不意打ちの『愛してる』は、破壊力抜群だ。

　こんな私たちの結婚生活は、これからもこんな日々だと思われます。お互い言いたいことを言い合って、ケンカして、罵り合って。

　それでも、なくてはならない存在。

　時には愛し合って。そう、愛し合って……。

「うっ……！　気持ち悪い」

「おい！」

　唇が触れる一秒前、急にやってきた吐き気。

　春樹は冗談だと思っているようだけど、本当だから大変だ。仰向けになっているのがつらい。

「ごめっ……！　ちょっと、どいて」

　片手で口を覆い、もう片方の手で春樹の身体を押しのけて起き上がり、急いでトイレに駆け込んだ。

　何これ、どうして急に吐き気が？　朝も昼も、特に変わった物なんて食べていないのに。

　なかなか吐き気が収まらず、しばらくトイレにこもっていると、春樹がドアをノックしてきた。

「大丈夫か、まどか？」

「……うん」

　心配そうな声で聞いてきた春樹に、どうにか返事をした。吐き出す物を出したら、少しはスッキリしたかも。

　トイレから出ると、ドアの前で落ち着きなく待っていた春樹が、すぐに駆け寄ってきて私の両肩をつかんだ。

「病院に行ったほうがいいんじゃないか？」

「そんなオーバーな」

　何かさっぱりした物がほしくなり、冷蔵庫にグレープフルーツジュースが入っていたことを思い出す。

　キッチンへ向かうと、春樹もあとを追ってきた。

「本当に大丈夫なのか？　だってまどか、昔から元気だけが取り柄で、小学校でも中学校でも、皆勤賞もらってたじゃん。そのまどかが吐くなんて、よっぽどだろ？」

「ねぇ、それは褒めてるの？　それともけなしてるの？」

「どう見ても、心配してるに決まっているだろ！」

　ダメだ。春樹と言い合うのもしんどいくらい、まだ気持ち悪い。

「ごめん、春樹。冷蔵庫に入っているグレープフルーツジュース、持ってきてもらってもいいかな？　さっぱりした物が飲みたくて」

　歩くのがつらくて、リビングのソファに腰を下ろした。

「おう、わかった！　さっぱり……した物!?」

　一度キッチンへ向かった足が、百八十度、方向転換して、春樹は勢いよく私に詰め寄ってきた。

「なっ、何よ」

　思いっ切り顔を近づけてくる春樹に、のけ反ぞってしまう。

　怖いくらい真顔でまじまじと私を見つめる春樹は、生唾をゴクリと飲み込み、恐る恐る口を開いた。

「もっ、もしかして、まどか……妊娠しているんじゃないか？」

「……まさか」

　予想外の言葉に、一瞬フリーズしてしまった。

　春樹は至って真剣で、次々と質問を投げかけてくる。

「気持ち悪いんだろ？　吐き気がするんだろ？　おまけに、さっぱりした物を欲しているんだろ？　そういえば、最近、月のもの来たか？」

　最後の質問に、ふと思いを巡らせると、そういえば、ここ二ヵ月ばかり来ていないことに気づいた。

　でも、ただ単に、ホルモンバランスが崩れているだけかもしれないじゃない。今までにも、何度かそういうことはあったし。

　ぐるぐると考え込んでしまっていると、春樹がさらに力強く見据えてきた。

「その顔……！　来ていないんだな!?」

「いや、その……うん」

　春樹のあまりの気迫に、咄嗟に頷いてしまったけれど……本当にそうなのかな？

　動揺して、お腹に手を当ててしまう。

「まっ、待ってろ、まどか！　まだドラッグストアやってるから、検査薬を買ってくる!!」

「え、あっ！　春樹!?」

　それよりも、早くジュースを……！

　勢いよく家を飛び出す春樹に、呆気に取られて、彼の帰りを待つしかなかった。




「おめでとう、まどか」

「今から楽しみね」

「きっと可愛いだろうね」

　すっかり働き慣れた職場で、始業前の時間に、次々とかけられるお祝いの言葉。

　あの日、春樹が無駄に五個も買ってきてくれた検査薬で調べてみると、陽性反応が出た。翌日、産婦人科を受診すると、妊娠九週目だと言われたのだ。

　春樹はもう喜びを通り越して、浮かれまくっている。仕事帰りには本屋へ立ち寄り、イクメンになるための本を、大量に買い込んでくるくらいだ。

「まどかちゃんが戻ってくるまで、事務員の席は空けとくからね」

「そうよ、この先、まどかちゃん以外の事務員を雇うつもりは、もうないしね」

　俊哉さんも真希さんも優しすぎて、胸が熱くなってしまう。

　お試し期間を終えた私は、正社員として働いていた。これからも、ずっとここで働きたいと思っていたから、ふたりの心遣いが嬉しくてしょうがない。

　まるで自分たちのことのように喜び、産まれてくる赤ちゃんについて、話に花を咲かせている。

　そんなふたりに聞こえないよう、琢磨がコソッと耳打ちしてきた。

「あさみも、すっげぇ喜んでたぞ」

「うん。電話で伝えたんだけど、腰抜かしちゃったみたい」

　その時のことを思い出すと、笑みがこぼれる。

「まどかに直接会って報告されたら、もっとすごいと思うぞ？　なんせ俺の前でさえ、喜びを爆発させてたからな」

「え、琢磨は最近、あさみと会ったの？」

　初めて聞く話に、思わず質問すると、琢磨は「しまった」と呟いた。

　すると、琢磨は俊哉さんと真希さんに「少し席外します」と伝えると、私に事務所の外に出るよう促してきた。

「なに、なに～？」なんて面白がって聞いてきた真希さんに、琢磨は「絶対に来ないでください」と釘を刺し、先に事務所を出ていく。琢磨のあとを追って廊下に出ると、彼は気恥ずかしそうに口元を手で覆っていた。

「その……最近、よく会うようになってさ。ふたりで飯を食べに行ったりしてるんだ」

「そうだったんだ」

　知らなかった。あさみってば、ひと言も教えてくれなかったから。

　すると、琢磨が急に私に向かって両手を合わせ、頭を下げた。

「頼む、まどか！　このことは春樹にだけは、内緒にしててもらえないか？」

「え、ちょっと顔を上げてよ」

　けれど、琢磨はそのままの姿勢で、春樹に内緒にしてほしい理由を話しだした。

「春樹に知られたら、いろいろと面白がられてツッコまれそうだろ？」

　それは否定できない。春樹はそういう奴だから。

「それに、その……まどかにだから言うんだけど、俺、あさみのこと最近いいなって思ってて」

「えっ？」

　頭を上げた琢磨は、耳まで真っ赤にさせて、目を泳がせている。

「失恋した俺のこと、ずっと励ましてくれててさ。そのくせ全く恩着せがましくないだろ？　昔からサバサバしてて話しやすい奴だとは思ってたけど、最近は特に親しみやすくて。せっかくいい感じになっているのに、春樹に邪魔されたくないからさ。悪かったな、黙ってて」

「いや、それは全然……っていうか、嘘っ！　琢磨ってば、あさみのことが好きなの!?」

「あっ、おい、まどか！」

　声をあげずにはいられなかった。

「……だから、そうだって言ってるだろ？」

　目を丸くしている私を前に、琢磨は照れ臭そうに頭をかいた。

「ちゃんと話したからな、何かあった時は協力してくれよ」

「そっ、それはもちろん……！」

　つい両手の拳をギュッと握りしめてしまう。

　そっか。琢磨があさみのことを……。ふたりとも大切な友達だからこそ、うまくいってくれたら嬉しいな。今度、あさみに詳しく話を聞かないと。

　なかなか顔の熱が引かない様子の琢磨を眺めながら、あさみとうまくいくことを願わずにはいられなかった。




　妊娠して早六ヵ月。

　安定期に入り、つわりも収まってきた。最近では、胎動も感じられるようになっている。仕事は毎日、定時で上がらせてもらっていて、今日も自宅でせっせと夕食の準備をしていると、玄関の鍵が開く音がした。

「まどか～！　見ろよ、これ。可愛くないか!?」

　毎日、上機嫌で帰宅する春樹は、肌着や靴下、おもちゃに本まで何かしらベビーグッズを買ってくる。

　もちろん嬉しい、春樹も赤ちゃんが産まれてくるのを楽しみにしてくれているのだから。でも――。

「春樹さん、いい加減にしてもらえませんかね？」

　つい声に力が入ってしまう。それもそのはず。

「まだ産まれてもいないのに、ベビーグッズ買いすぎだから」

　おかげで置き場に困る有様なのだ。

　なのに、春樹は何もわかっていないようで、声を弾ませた。

「えー、全然買いすぎじゃねぇじゃん。それに俺、もっと買いたいのを必死に我慢してるんだからな」

「何が我慢よ。我慢している人は、毎日買ってきたりしませんから！」

　きっぱり言うと、さすがの春樹も押し黙ってしまった。

「それに両親からも、いろいろと買ってもらっているでしょ？　赤ちゃんはひとりしかいないんだから、物がたくさんあっても、使わずに終わっちゃったらもったいないじゃない」

　互いの両親にとっても初孫だけあって、四人も春樹に負けないくらい浮かれている。

　もちろん買ってくれる両親には、『もういらないよ』なんて言えるはずもない。だからこそ、春樹には自粛してもらいたいのに。

「いいじゃん。それだけ俺も親父たちも、楽しみで仕方ないんだよ。あまり怒ると、お腹の子によくないぞ。まどかみたいな怒りっぽい子になっちゃったら、嫌だし」

「ちょっと！」

　すかさずツッコむものの……。私のお腹に向かって「可愛い子に産まれてこいよ」なんて語りかける姿を見せられてしまったら、これ以上、文句は言えそうにない。

「ご飯、まだだろ？　あとは俺が作るから、まどかはゆっくりしていろよ」

「え、でも――」

「いいから！　たまには甘えろって」

　私をソファに座らせると、春樹はワイシャツの袖をまくり、キッチンに立った。

　最初は鼻歌交じりに冷蔵庫の中を覗き込んでいた春樹だけど、いざ食材を目の前にすると、真剣に材料を切り始めた。

　トントンとリズムよく響く包丁の音。

　彼の料理する姿は、いつも以上にカッコよくて、見とれてしまう。

　結婚する前は、こんな幸せな日々が訪れるなんて、夢にも思わなかった。何しろ、始めは友情結婚だったし。それが、いつの間にか互いのことを好きになっちゃって、今では恋愛結婚した夫婦と、なんら変わりない。

　そんな私たちふたりに、新しい家族が増えるなんて――。

　お腹に手を当てると、それに答えるように赤ちゃんが動いたものだから、思わず笑ってしまった。

　産まれてくるこの子と三人で過ごす未来は、きっと今まで以上に楽しくて幸せな日々のはず。




　五年後――。

「おい春樹、飯！」

「こら、勇樹！　春樹じゃなくてパパと呼べ、っていつも言っているだろ」

　五歳になった我が息子は、春樹以上の悪ガキへと立派に成長した。

　春樹も、幼い頃はとんでもない悪ガキだったけれど、勇樹の比じゃないと思う。

「パパって誰だよ」

「何～!?」

　春樹がまた大人げない態度を取るから、勇樹も調子に乗るばかりで悪循環。

「もー、いい加減にしなさい！　勇樹！　いつも言っているでしょ？　ちゃんと〝パパ〟って呼びなさいって」

　見兼ねた私は、洗濯物を畳んでいた手を休め、勇樹を叱る。

「……はーい」

　勇樹は先ほどとうって変わって、素直に子供らしい反応を見せた。

　母親である私の言うことはしっかり聞いてくれるのに……。

「俺の言うことを聞かないから、ママに怒られたんだぞ」

　シュンとしている勇樹をからかう春樹に、頭が痛くなる。

　うん、原因は明らかだ。父親がいつまでもこんなだから、勇樹がバカにしてしまうんだ。

「パパも！　いつまでも勇樹をからかってないで、さっさとご飯の支度をする！」

「はい！」

　春樹を睨みながら言うと、彼はすぐにキッチンへと走っていった。

　すると勇樹がすかさず春樹のあとを追い、仕返しとばかりに「ちゃんとしろよ」なんて言っちゃっている。

　そして、再び始まってしまった言い争い。

　ふたりは、まるで昔の自分と春樹のようだ。友達みたいな親子でいいって見方もあるかもしれないけれど、春樹には、もう少ししっかりしてほしいのが本音。

「心配だよね、あんなパパで」

　ため息を漏らしながら話しかけてしまうのは、お腹の中にいる赤ちゃん。

　結婚前は子供が苦手だった私だけど、もうすぐふたりの子供の母親になる。今では昔の自分が信じられないくらい、勇樹のことが可愛くて仕方ない。それは春樹も同じだと思うけど、来月には、もうひとり家族が増えるというのに、いつまでもあんな調子じゃ、先行き不安だ。

　でも、まぁ……これはこれでいいのかもしれない。

　口では『春樹なんて大嫌い』と言わんばかりに暴言を吐く勇樹だけど、本当は誰よりも春樹のことを慕っているのが、普段の生活から伝わってくるし。

　頼りないところはまだあるけれど、それはお互い様だ。私だって母親としては、まだまだ半人前だと思うから。

　春樹は家事を手伝ってくれるし、勇樹の面倒も積極的に見てくれる。

　世間で言う、理想の父親像とはちょっぴり違うかもしれないけれど、私や勇樹、そして来月産まれてくるこの子にとっては、理想の父親なのかもしれない。




　家族になって早五年。

　この度、新たに家族が増えることになりました。

　なんと、友達家族のあさみと琢磨の間にも、先月、待望の第一子が産まれたばかり。今度産まれてくる子とは、同級生です。

　日々の生活は、楽しいことばかりではありません。けれど、家族がいるというだけで頑張れること、乗り越えられることもあるのです。




　そうやってこの先の未来も、私は時に楽しく、時につらく、そんな日々に幸せを感じて暮らしていくのです。

　愛しい、愛しい存在とともに――。





ＥＮＤ












あとがき




　この度は『この度、友情結婚いたしました。』をお手に取っていただき、ありがとうございました。田崎くるみと申します。




　互いに友情しか抱いていない、幼馴染みという関係から始まった、『結婚』がテーマの今作、お楽しみいただけましたでしょうか？

　男女間の友情は成立するか、しないか。学生時代、よく友達と論義しておりましたが、皆さんはどう思いますか？

　私は成立すると思いますが、実際はどうなのかな？と、確信は持てません。

　一般的には、琢磨のような男性に惹かれる人が多いと思います。弁護士でカッコよくて、優しい男性なんて最高ですよね！　けれど、自分のすべてを知っていてくれて、気を遣うことなく、いつもそばにいてくれる相手こそ、大切な存在だと気づくこともあります。それも一種の恋愛のかたちではないかと思い、この作品を書き上げました。

　春樹は、あまり結婚相手にはしたくないタイプかもしれません。あとがきを書いている今でも、皆さんに春樹を受け入れていただけるか、内心ドキドキしています。

　春樹とまどかのやり取りに、少しでもクスリと笑っていただき、どこか憎めない春樹の言動にときめいていただけたなら幸いです。




　出版にあたり、引き続き編集を担当してくださった説話社の額田様、三好様。いつも的確なご指摘をいただき、春樹の魅力をサイト掲載時より、アップさせることができました。本当にありがとうございました。

　そしてスターツ出版の皆様、編集に携わってくださったすべての皆様、今作も大変お世話になりました。

　また作業中、何度もラフ画を眺めてはやる気をいただけた、カバーイラストを描いてくださったよしのずな様。

　素敵なふたりを描いてくださり、ありがとうございました。

　何より、いつも応援してくださる皆様に、最大級の感謝を込めて。

　またお会いできることを願って、これからも日々精進してまいります。





田た崎さきくるみ
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この度、友情結婚いたしました。
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